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第 1 章

ポリシングとシェーピングの概要

Cisco IOS XEQoSは、ポリシングとシェーピングという 2種類のトラフィック規制メカニズムを
提供します。

パケットまたはデータソースが所定の契約に確実に準拠するようにするため、およびパケット

に使用するQoSを決定するために、これらのトラフィック規制メカニズム（ポリサーともシェー
パーとも呼ばれます）をネットワーク全体に配置できます。ポリシングとシェーピングのメカ

ニズムは、準拠とサービスを確実に行うために、パケットの分類によって表されるトラフィック

記述子をパケットに対して使用します。

ポリサーとシェーパーは、通常、トラフィック記述子の違反を同一の方法で識別します。ただ

し、通常、違反に対処する方法が異なります。たとえば、

•ポリサーは通常、トラフィックをドロップしますが、パケットの設定または「マーキング」
を変更することもできます。（たとえば、ポリサーは、パケットをドロップするか、ポリ

サーの IP precedenceを書き換えて、パケットヘッダーのタイプオブサービス（ToS）ビッ
トをリセットします）。

•シェーパーは、通常、バッファ、またはキューイングメカニズムを使用し、過剰なトラ
フィックを遅延してパケットを保持し、データレートが予想より高い場合にフローをシェー

ピングします。（たとえば、クラスベースシェーピングは、フローをシェーピングするた

めに、パケットを遅らせる均等化キューを使用します）。

トラフィックシェーピングとトラフィックポリシングは連携して機能します。たとえば、優れ

たトラフィックシェーピングスキームを使用すると、ネットワーク内のノードは動作の不正な

フローを簡単に検出できます。このアクティビティは、フローのトラフィックのポリシングと

呼ばれる場合もあります。

この章では、Cisco IOS XE QoSトラフィックポリシングおよびシェーピングのメカニズムにつ
いて簡単に説明します。ポリシングとシェーピングは、両方ともトークンバケットメカニズム

を使用するため、この章ではまずトークンバケットがどう機能するかについて説明します。こ

の章は、次の項で構成されています。

• トークンバケットとは, 2 ページ

• トラフィックポリシング, 3 ページ
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• パケットフローを規制するトラフィックシェーピング, 3 ページ

トークンバケットとは
トークンバケットは、転送レートの正式な定義です。バーストサイズ、平均レート、時間間隔

（Tc）という3つの構成要素があります。通常は中間レートがビット/秒の単位で表されますが、
次に示す関係式によって、2つの値が残る 3つめの値から導き出される場合もあります。

mean rate = burst size / time interval

これらの用語の定義は次のとおりです。

•平均レート：認定情報レート（CIR）とも呼ばれ、単位時間に送信または転送できるデータ
量の平均値を指定します。

•バーストサイズ：認定バースト（Bc）サイズとも呼ばれ、スケジューリングの問題が発生し
ない特定の単位時間内に送信可能なトラフィック量をビット（またはバイト）/バースト単位
で指定します（GTSなどのシェーパーの場合はバースト当たりのビット数を指定し、CAR
などのポリサーの場合はバーストおよび 1秒当たりのバイト数を指定します）。

•時間間隔：測定間隔とも呼ばれ、バースト当たりの秒数で時間を指定します。

定義では、間隔が整数倍の場合は、インターフェイスのビットレートは中間レートを超えませ

ん。ただし、ビットレートは間隔内で任意に早くなる場合があります。

トークンバケットは、フロー内のデータを規制するデバイスの管理に使用されます。調整デバイ

スは、たとえば CARのようなトラフィックポリサーの場合もあれば、FRTSや GTSのようなト
ラフィックシェーパーの場合もあります。トークンバケット自体には、廃棄ポリシーまたはプ

ライオリティポリシーはありません。むしろ、トークンバケットは、フローによって規制機能

が過剰に働く場合に、トークンを廃棄し、送信キューの管理の問題はフローに任せます。（CAR、
FRTS、および GTSは、真のトークンバケットまたは真のリーキーバケットを実装しません）。

トークンバケットのたとえで言えば、トークンは特定のレートでバケットに入れられます。バ

ケット自体には指定された容量があります。バケットがいっぱいになると、新しく到着するトー

クンは廃棄されます。各トークンは、送信元が一定の数のビットをネットワークに送信するため

の権限です。パケットを送信するため、規制機能はパケットサイズに等しい数のトークンをバ

ケットから削除する必要があります。

パケットを送信できるだけの十分なトークンがバケット内に存在しない場合、パケットは、バケッ

トに十分な量のトークンが蓄積されるまで送信待ちの状態になるか（GTSの場合）、廃棄または
マークダウンされます（CARの場合）。バケットがすでにトークンで満たされている場合、着信
トークンはオーバーフローし、以降のパケットには使用できません。したがって、いつでも、送

信元がネットワークに送信できる最大のバーストは、バケットのサイズにほぼ比例します。

トラフィックシェーピングに使用されるトークンバケットメカニズムは、トークンバケットと

データバッファまたはキューの両方を持っています。データバッファを持たない場合は、ポリシ

ング機能になります。トラフィックシェーピングの場合、到着したパケットですぐに送信できな

いものは、データバッファで遅延されます。
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トラフィックシェーピングでは、トークンバケットはバースト性を許可する一方で、それを抑制

します。トラフィックシェーピングは、トークンバケットの容量を時間間隔で割った値にトー

クンに対してトークンバケットで設定された所定のレートを加えた値より速くフローが送信され

ないように、バースト性を抑制します。次の式を参照してください。

(token bucket capacity in bits / time interval in seconds) + established rate in bps =
maximum flow speed in bps

このようなバースト性抑制方法は、長期的な送信レートが、バケットで設定されたトークンの所

定レートを超えないことも保証します。

トラフィックポリシング
トラフィックポリシングでは、インターフェイス上で送受信するトラフィックの最大レートを制

御し、ネットワークを複数のプライオリティレベル、またはサービスクラス（CoS）に区切りま
す。

トラフィックポリシングでは、トークンバケットアルゴリズムを介して、トラフィックの最大

レートを管理します。トークンバケットアルゴリズムでは、ユーザが設定した値を使用して、

特定の瞬間にインターフェイス上で許可されるトラフィックの最大レートを決定できます。トー

クンバケットアルゴリズムは、（トラフィックポリシングを伴うトラフィックポリシーがどこ

に設定されているかに応じて）入力または出力されるすべてのトラフィックによって影響を受け

ます。大きなパケットが同じトラフィックストリームで複数送信される際のネットワーク帯域幅

の管理に役立ちます。

トークンバケットアルゴリズムは、ユーザに各パケットに対する、準拠（conform）アクション、
超過（exceed）アクション、およびオプションの違反（violate）アクションの3つを提供します。
トラフィックポリシングを設定され、インターフェイスに入ってくるトラフィックは、これらの

カテゴリのいずれかに分類されます。これら 3つのカテゴリ内で、ユーザはパケットの処理を決
定できます。たとえば、適合したパケットは送信するように設定し、超過したパケットはプライ

オリティを下げて送信するように設定し、違反したポリシーはドロップするように設定できます。

トラフィックポリシングは、多くの場合、ネットワークに出入りするトラフィックのレートを制

限するためにネットワークのエッジのインターフェイスで設定されます。最も一般的なトラフィッ

クポリシングの設定では、適合したトラフィックは送信され、超過したトラフィックはプライオ

リティを下げて送信されるかドロップされます。ユーザはネットワークのニーズに合わせてこれ

らの設定オプションを変更できます。

パケットフローを規制するトラフィックシェーピング
ネットワーク上のパケットフロー（つまり、トラフィックのフロー）は、トラフィックシェーピ

ングともいいます。トラフィックシェーピングでは、インターフェイスから出るトラフィックの

速度を制御できます。このようにして、トラフィックのフローとパケットを受信するインター

フェイスの速度を一致させることができます。
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第 2 章

IPv6 QoS：MQC トラフィックシェーピング

トラフィックシェーピングを行うと、トラフィックシェーピング機能に対して設定したパラメー

タで指定されているとおりに追加のパケットをキューに格納してから転送することで、パケット

デキューレートを制限できます。

• 機能情報の確認, 5 ページ

• IPv6 QoSの概要：MQCトラフィックシェーピング, 5 ページ

• その他の関連資料, 7 ページ

• IPv6 QoSの機能情報：MQCトラフィックシェーピング, 8 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 QoS の概要：MQC トラフィックシェーピング

QoS for IPv6 の実装方針
IPv6パケットは、IPv4パケットとは別のパスで転送されます。 IPv6環境でサポートされている
QoS機能には、パケット分類、キューイング、トラフィックシェーピング、重み付けランダム早

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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期検出（WRED）、クラスベースパケットマーキング、および IPv6パケットのポリシングが含
まれます。これらの機能は、IPv6のプロセススイッチングパスとシスコエクスプレスフォワー
ディングスイッチングパスのどちらでも使用できます。

IPv6環境で使用可能なQoS機能はすべて、モジュラQoSコマンドラインインターフェイス（MQC）
から管理します。MQCを使用すると、トラフィッククラスを定義し、トラフィックポリシー
（ポリシーマップ）を作成および設定してから、それらのトラフィックポリシーをインターフェ

イスに対応付けることができます。

IPv6が稼働しているネットワークにQoSを実装するには、IPv4だけが稼働しているネットワーク
に QoSを実装する手順に従ってください。高度なレベルで QoSを実装するための基本手順は、
次のとおりです。

• QoSを必要とするネットワーク内のアプリケーションを特定します。

•どの QoS機能が適切であるかを判断するために、アプリケーションの特性を理解します。

•変更と転送がリンク層ヘッダーサイズに及ぼす影響を理解するために、ネットワークトポ
ロジについて理解します。

•ネットワークに確立する基準に基づいて、クラスを作成します。具体的には、同じネット
ワークで IPv6トラフィックとともに IPv4トラフィックも伝送されている場合、IPv6トラ
フィックと IPv4トラフィックを同様に処理するか、それとも別の方法で処理し、それぞれに
応じた一致基準を指定するかを決定します。両者を同様に処理する場合は、matchprecedence、
match dscp、set precedence、set dscpなどの match文を使用します。両者を別の方法で処理
する場合は、match-allクラスマップ内にmatch protocol ipやmatch protocol ipv6などの一致
基準を追加します。

•各クラスにマーキングするためのポリシーを作成します。

• QoS機能を適用する際は、エッジからコアに向かって作業します。

•トラフィックを処理するためのポリシーを構築します。

•ポリシーを適用します。

IPv6 環境でのトラフィックポリシング
IPv6での輻輳管理は、IPv4と同様で、IPv6環境でのキューイングおよびトラフィックシェーピン
グ機能の設定に使用するコマンドは、IPv4で使用されるものと同じコマンドです。トラフィック
シェーピングを行うと、トラフィックシェーピング機能に対して設定したパラメータで指定され

ているとおりに追加のパケットをキューに格納してから転送することで、パケットデキューレー

トを制限できます。トラフィックシェーピングでは、デフォルトでフローベースキューイング

が使用されます。パケットの分類およびプライオリティ設定には、CBWFQを使用できます。ト
ラフィックのコンディショニングおよびポリシングには、クラスベースポリシング機能と汎用ト

ラフィックシェーピング（GTS）、またはフレームリレートラフィックシェーピング（FRTS）
を使用できます。
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6の RFCIPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 QoS の機能情報：MQC トラフィックシェーピング
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：IPv6 QoS の機能情報：MQC トラフィックシェーピング

機能情報リリース機能名

トラフィックシェーピングを

行うと、トラフィックシェー

ピング機能に対して設定したパ

ラメータで指定されているとお

りに追加のパケットをキューに

格納してから転送することで、

パケットデキューレートを制

限できます。

Cisco IOS XE Release 2.1IPv6 QoS：MQCトラフィック
シェーピング
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第 3 章

残りの帯域幅使用比率の分配

残りの帯域幅使用比率の分配機能を使用すると、すべてのサービスプロバイダーが、サブイン

ターフェイスおよびクラスキューに帯域幅余剰比率を設定することができます。この比率は、

他のサブインターフェイスまたはキューに関して、サブインターフェイスまたはキューに対する

相対的重みを指定します。輻輳時に、ルータはこの帯域幅余剰比率を使用して、非プライオリ

ティトラフィッククラスに割り当てる超過帯域幅（プライオリティトラフィックで未使用）の

量を指定します。ルータは物理インターフェイスに設定された他のサブインターフェイスレベ

ルのキューとクラスキューに対して超過している帯域幅を割り当てます。帯域幅余剰比率の管

理では、トラフィックプライオリティはスピードだけを基準とするわけではありません。代わ

りに、サービスプロバイダーは、サービス製品や登録料などの代替要因を基準にすることがで

きます。

• 機能情報の確認, 9 ページ

• 残りの帯域幅使用比率の分配の前提条件, 10 ページ

• 残りの帯域幅使用比率の分配に関する制約事項, 10 ページ

• 残りの帯域幅使用比率の分配の概要, 11 ページ

• 残りの帯域幅使用比率の分配の設定方法, 12 ページ

• 残りの帯域幅使用比率の分配の設定例, 21 ページ

• その他の関連資料, 25 ページ

• 残りの帯域幅使用比率の分配の機能情報, 27 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

残りの帯域幅使用比率の分配の前提条件
残りの帯域幅使用比率の分配機能をイネーブルにする前に、class-mapコマンドを使用して、必要
な数のトラフィッククラスを作成します。

残りの帯域幅使用比率の分配に関する制約事項
•帯域幅余剰比率は、発信インターフェイスでのみ使用できます。

• bandwidth remaining ratioコマンドは、同じポリシーマップの異なるトラフィッククラスにあ
る別のbandwidthコマンドとは共存できません。たとえば、次の設定は無効で、エラー・メッ
セージが表示される原因となります。

policy-map Prec1
class precedence_0
bandwidth remaining ratio 10
class precedence_2
bandwidth 1000

• bandwidth remaining ratioコマンドは、同じクラスにある別の bandwidthコマンドとは共存で
きません。たとえば、次の設定は無効で、エラー・メッセージが表示される原因となりま

す。

policy-map Prec1
class precedence_0
bandwidth 1000
bandwidth remaining ratio 10

• bandwidth remaining ratioコマンドは、同じクラスにある別の priorityコマンドとは共存できま
せん。たとえば、次の設定は無効で、エラー・メッセージが表示される原因となります。

policy-map Prec1
class precedence_1
priority percent 10
bandwidth remaining ratio 10

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）
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残りの帯域幅使用比率の分配の概要

残りの帯域幅使用比率の分配機能の利点

残りの帯域幅使用比率の分配機能を使用すると、サービスプロバイダーが輻輳時の加入者トラ

フィックに優先順位を付けることができます。帯域幅余剰比率は、ルータが非プライオリティト

ラフィッククラスに超過帯域幅（プライオリティトラフィックで未使用）を割り当てる方法を反

映するために使用されます。ルータは、帯域幅レートだけを使用する代わりに、超過帯域幅の割

り当てを決定する際、最小帯域幅レート、最大帯域幅レート、帯域幅余剰比率を設定することを

考慮します。帯域幅余剰比率は、トラフィックの優先順位付けの柔軟性が向上させ、速度以外の

要因に帯域幅余剰比率を基準とすることにより、超過帯域幅割り当てに反映させることができま

す。

帯域幅余剰比率を使用すると、サービスプロバイダーが輻輳時にサブインターフェイスとキュー

に優先順位を割り当てる際の柔軟性が向上します。速度に加えて、サービス製品や登録料などの

代替要因に帯域幅余剰比率を基準とすることができます。このようにすると、ビジネスサービス

を伝送するサブインターフェイスに対する重みを増し、個人サービスを伝送するサブインターフェ

イスに対する重みを抑えることができます。

帯域幅余剰比率機能

帯域幅余剰比率は、bandwidth remaining ratioコマンドで指定される 1～1000の値で、キューま
たはサブインターフェイスレベルのキューに割り当てる未使用（超過）帯域幅の量の指定に使用

します。ルータは物理インターフェイスに設定された他のクラスレベルキューとサブインター

フェイスレベルキューに対して超過している帯域幅を割り当てます。帯域幅余剰比率の値はパー

センテージを示すものではありません。名前が示すとおり、比率が使用されます。たとえば、帯

域幅余剰比率が 100であるサブインターフェイスは、帯域幅余剰比率が 10であるサブインター
フェイスと比較して、輻輳中に受信する未使用（超過）帯域幅は 10倍になります。

帯域幅余剰比率がなければ、ルータのキューイングメカニズムまたはスケジューラはクラスまた

はサブインターフェイス間に均等に未使用（超過）帯域幅を割り当てます。

帯域幅余剰比率があると、未使用（超過）帯域幅の割り当ては、帯域幅レート（サービス製品ま

たは登録料など）以外の要素に基づいて行うことができます。

帯域幅余剰比率は、bandwidth remaining ratioコマンドを使用して、各サブインターフェイスまた
はクラスに別々に設定できます。帯域幅余剰比率は 1～1000の範囲で指定できます。加入者が 3
人で、帯域幅余剰比率が 9、7、1に設定されている場合にプライオリティトラフィックが実行さ
れた後の超過帯域幅が 1700 kbpsの場合、加入者は、900 kbps、700 kbps、100 kbpsをそれぞれ受
け取ります。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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残りの帯域幅使用比率の分配の設定方法
サブインターフェイスまたはクラスキュー、あるいはこの両方に帯域幅余剰比率を適用すること

ができます。

帯域幅余剰比率のサブインターフェイスに対する設定と適用

発信サブインターフェイスのみに帯域幅余剰比率を適用することができます。

>

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map child-policy-name
4. class class-map-name
5. bandwidth bandwidth-kbps
6. ステップ「帯域幅余剰比率のサブインターフェイスに対する設定と適用」と「帯域幅余剰比率
のサブインターフェイスに対する設定と適用」を繰り返して、必要に応じて追加のトラフィッ

ククラスを設定します。

7. exit
8. exit
9. policy-map parent-policy-name
10. class class-default
11. bandwidth remaining ratio ratio
12. shape {average | peak} cir [bc] [be]
13. service-policy child-policy-name
14. exit
15. exit
16. interface type slot / module / port . subinterface [point-to-point |multipoint]
17. service-policy output parent-policy-name
18. end

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

子ポリシーマップを作成または変更して、ポリシーマップコン

フィギュレーションモードを開始します。

policy-map child-policy-name

例：

Router(config)# policy-map Child

ステップ 3   

•子ポリシーマップの名前を入力します。

クラスマップを設定し、ポリシーマップクラスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

class class-map-name

例：

Router(config-pmap)# class
precedence_0

ステップ 4   

このトラフィッククラスに割り当てられるように kbps単位で帯
域幅を指定します。

bandwidth bandwidth-kbps

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
10000

ステップ 5   

•キロビット/秒（kbps）単位で帯域幅の量を入力します。

ステップ「帯域幅余剰比率のサブイ

ンターフェイスに対する設定と適

ステップ 6   

用」と「帯域幅余剰比率のサブイン

ターフェイスに対する設定と適用」

を繰り返して、必要に応じて追加の

トラフィッククラスを設定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 7   

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 8   

親ポリシーマップを作成または変更して、ポリシーマップコン

フィギュレーションモードを開始します。

policy-map parent-policy-name

例：

Router(config)# policy-map Parent

ステップ 9   

•親ポリシーマップの名前を入力します。

class-defaultクラスを設定し、ポリシーマップクラスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

class class-default

例：

Router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 10   

ルータは、サブインターフェイスの集約機能として

class-defaultクラスで設定された任意の機能を解釈しま
す。

（注）

サブインターフェイスの帯域幅余剰比率を指定します。bandwidth remaining ratio ratio

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio 10

ステップ 11   

•比率を入力します。

ratioは、輻輳時にサブインストールの各キューに割り当てるため
の未使用帯域幅の量を決定する際に使用する値です。他のサブイ

ンターフェイスに対して超過している帯域幅がスケジューラによ

り割り当てられます。有効値は 1～ 1000です。デフォルト値
は、1です

（任意）averageまたは peakレートを指定するレートにシェーピ
ングします。

shape {average | peak} cir [bc] [be]

例：

Router(config-pmap-c)# shape
average 100000000

ステップ 12   

• CIRおよびオプションの引数とともに averageまたは peak
キーワードを入力します。次の点に注意してください。

• average：平均レートシェーピングを指定します。

• peak：ピークレートシェーピングを指定します。

• cir：認定情報レート（CIR）を bpsで指定します。

•（任意）bc：認定バーストサイズをビットで指定しま
す。

•（任意）bc：超過バーストサイズをビットで指定しま
す。

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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目的コマンドまたはアクション

指定する子のポリシーマップをトラフィッククラスに適用しま

す。

service-policy child-policy-name

例：

Router(config-pmap-c)#
service-policy Child

ステップ 13   

•前に設定された子ポリシーマップの名前を入力します。

ルータは、子ポリシーマップで指定された QoSアクション（機
能）をトラフィッククラスに適用します。

service-policyコマンドは、通常、inputまたは output
キーワードを使用してトラフィックの方向を指定する

必要があります。ただし、子ポリシーを親ポリシーに

適用する場合、トラフィックの方向を指定しないでく

ださい。

（注）

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 14   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 15   

指定するインターフェイスを作成または変更し、サブインター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / module / port
. subinterface [point-to-point |
multipoint]

ステップ 16   

•インターフェイスのタイプを入力します。次の点に注意し
てください。例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 1/0/0.1

• type：インターフェイスのタイプ（ギガビットイーサ
ネットなど）を指定します。

• slot/module/port.subinterface：サブインターフェイスを識
別するサブインターフェイスの番号（1/0/0.1など）を
指定します。

•（任意）point-to-point：サブインターフェイスがポイン
トツーポイントサブインターフェイスであることを示

します。

•（任意）multipoint：サブインターフェイスがポイント
ツーマルチポイントサブインターフェイスであること

を示します。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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目的コマンドまたはアクション

サブインターフェイスに親ポリシーマップを適用します。service-policy output
parent-policy-name

ステップ 17   

•親ポリシーマップのoutputキーワードと名前を入力します。

例：

Router(config-subif)#
service-policy output Parent

ルータは、親の class-defaultクラスで指定されたシェー
ピングレートにサブインターフェイストラフィックを

シェーピングし、子ポリシーマップで指定された QoS
アクション（機能）を適用します。

（注）

輻輳時は、ルータは親ポリシーマップで指定された帯

域幅余剰比率を使用して、他のサブインターフェイス

を基準としてこのサブインターフェイス上で未使用の

帯域幅を割り当てます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-subif)# end

ステップ 18   

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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帯域幅余剰比率のクラスキューに対する設定と適用

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map child-policy-name
4. class class-map-name
5. shape {average | peak} cir [bc] [be]
6. bandwidth remaining ratio ratio
7. ユーザが定義する各クラスキューにステップ「帯域幅余剰比率のクラスキューに対する設定
と適用」、「帯域幅余剰比率のクラスキューに対する設定と適用」、「帯域幅余剰比率のクラ

スキューに対する設定と適用」を繰り返し、必要に応じて帯域幅余剰比率を指定します。

8. exit
9. exit
10. policy-map parent-policy-name
11. class class-default
12. shape {average | peak} cir [bc] [be]
13. bandwidth remaining ratio ratio
14. service-policy child-policy-name
15. exit
16. exit
17. interface type slot / module / port . subinterface [point-to-point |multipoint]
18. service-policy output parent-policy-name
19. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

17

残りの帯域幅使用比率の分配

帯域幅余剰比率のクラスキューに対する設定と適用



目的コマンドまたはアクション

子ポリシーマップを作成または変更して、ポリシーマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

policy-map child-policy-name

例：

Router(config)# policy-map Child

ステップ 3   

•子ポリシーマップの名前を入力します。

クラスマップを設定し、ポリシーマップクラスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

class class-map-name

例：

Router(config-pmap)# class
precedence_0

ステップ 4   

（任意）averageまたは peakレートを指定するレートにシェーピン
グします。

shape {average | peak} cir [bc] [be]

例：

Router(config-pmap-c)# shape
average 100000000

ステップ 5   

• CIRおよびオプションの引数とともにaverageまたはpeakキー
ワードを入力します。次の点に注意してください。

• average：平均レートシェーピングを指定します。

• peak：ピークレートシェーピングを指定します。

• cir：認定情報レート（CIR）を bpsで指定します。

•（任意）bc：認定バーストサイズをビットで指定します。

•（任意）bc：超過バーストサイズをビットで指定します。

トラフィッククラスの帯域幅余剰比率を指定します。bandwidth remaining ratio ratio

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio 10

ステップ 6   

•帯域幅余剰比率を入力します。 ratioは、輻輳時にサブインス
トールの各キューに割り当てるための未使用帯域幅の量を決定

する際に使用する値です。他のサブインターフェイスに対し

て超過している帯域幅がキューイングメカニズムまたはスケ

ジューラにより割り当てられます。有効値は 1～ 1000です。
デフォルト値は、1です

階層型ポリシーマップ構造では、bandwidth remaining
ratioratioコマンドは、少なくとも 1個のクラスに使用す
る必要があります。これを他のクラスで使用することは

任意です。このコマンドが他のクラスに明示的にイネー

ブルにされていない場合、キューイングメカニズムはデ

フォルトとして 1を使用します。

（注）

ユーザが定義する各クラスキュー

にステップ「帯域幅余剰比率のク

ステップ 7   

ラスキューに対する設定と適

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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目的コマンドまたはアクション

用」、「帯域幅余剰比率のクラス

キューに対する設定と適用」、

「帯域幅余剰比率のクラスキュー

に対する設定と適用」を繰り返

し、必要に応じて帯域幅余剰比率

を指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 8   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 9   

親ポリシーマップを作成または変更して、ポリシーマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

policy-map parent-policy-name

例：

Router(config)# policy-map
Parent

ステップ 10   

•親ポリシーマップの名前を入力します。

class-defaultクラスを設定し、ポリシーマップクラスコンフィギュ
レーションモードを開始します。

class class-default

例：

Router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 11   

ルータは、サブインターフェイスの集約機能として

class-defaultクラスで設定された任意の機能を解釈します。
（注）

（任意）averageまたは peakレートを指定するレートにシェーピン
グします。

shape {average | peak} cir [bc] [be]

例：

Router(config-pmap-c)# shape
average 100000000

ステップ 12   

• CIRおよびオプションの引数とともにaverageまたはpeakキー
ワードを入力します。次の点に注意してください。

• average：平均レートシェーピングを指定します。

• peak：ピークレートシェーピングを指定します。

• cir：認定情報レート（CIR）を bpsで指定します。

•（任意）bc：認定バーストサイズをビットで指定します。

•（任意）bc：超過バーストサイズをビットで指定します。
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目的コマンドまたはアクション

（階層型ポリシーマップ構造内の class-defaultまたは他のクラスで
任意）サブインターフェイスの帯域幅残存率を指定します。

bandwidth remaining ratio ratio

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio 10

ステップ 13   

•帯域幅余剰比率を入力します。 ratioは、輻輳時にサブインス
トールの各キューに割り当てるための未使用帯域幅の量を決定

する際に使用する値です。他のサブインターフェイスに対し

て超過している帯域幅がキューイングメカニズムまたはスケ

ジューラにより割り当てられます。有効値は 1～ 1000です。
デフォルト値は、1です

階層型ポリシーマップ構造では、bandwidth remaining
ratioratioコマンドは、少なくとも 1個のクラスに使用す
る必要があります。これを他のクラスで使用することは

任意です。このコマンドが他のクラスに明示的にイネー

ブルにされていない場合、キューイングメカニズムはデ

フォルトとして 1を使用します。

（注）

指定する子のポリシーマップをトラフィッククラスに適用します。service-policy child-policy-name

例：

Router(config-pmap-c)#
service-policy Child

ステップ 14   

•子ポリシーマップの名前を入力します。ルータは、子ポリシー
マップで指定された QoSアクション（機能）をトラフィック
クラスに適用します。

service-policyコマンドは、通常、inputまたは outputキー
ワードを使用してトラフィックの方向を指定する必要が

あります。ただし、子ポリシーを親ポリシーマップに適

用する場合、トラフィックの方向を指定しないでくださ

い。

（注）

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 15   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 16   

指定するインターフェイスを作成または変更し、サブインターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / module /
port . subinterface [point-to-point
|multipoint]

ステップ 17   

•インターフェイスのタイプを入力します。次の点に注意して
ください。
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目的コマンドまたはアクション

• type：インターフェイスのタイプ（ギガビットイーサネッ
トなど）を指定します。例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 1/0/0.1

• slot/module/port.subinterface：サブインターフェイスを識別
するサブインターフェイスの番号（1/0/0.1など）を指定
します。

•（任意）point-to-point：サブインターフェイスがポイント
ツーポイントサブインターフェイスであることを示しま

す。

•（任意）multipoint：サブインターフェイスがポイントツー
マルチポイントサブインターフェイスであることを示し

ます。

サブインターフェイスに親ポリシーマップを付加します。service-policy output
parent-policy-name

ステップ 18   

•親ポリシーマップの outputキーワードと名前を入力します。

例：

Router(config-subif)#
service-policy output Parent

輻輳が発生すると、このクラスキューは指定クラスレベ

ル帯域幅余剰比率に応じて帯域幅を受け取ります。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-subif)# end

ステップ 19   

残りの帯域幅使用比率の分配の設定例

イーサネットサブインターフェイスでの帯域幅余剰比率の設定例

次に、階層型ポリシーを使用してイーサネットサブインターフェイスに帯域幅余剰比率を設定す

る例を示します。この例では、ギガビットイーサネットサブインターフェイス1/0/0.1は100Mbps
にシェーピングされます。輻輳時、ルータは 10の帯域幅余剰比率を使用して、インターフェイ
ス上の他のサブインターフェイスレベルとクラスレベルのキューに対して、サブインターフェイ

ス 1/0/0.1上の非プライオリティトラフィックに割り当てる超過帯域幅（プライオリティトラ
フィックで未使用）の量を指定します。

policy-map Child
class precedence_0
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bandwidth 10000
class precedence_1
shape average 100000
bandwidth 100

policy-map Parent
class class-default
bandwidth remaining ratio 10
shape average 100000000
service-policy Child

interface GigabitEthernet1/0/0.1
encapsulation dot1Q 100
ip address 10.1.0.1 255.255.255.0
service-policy output Parent

クラスキューでの帯域幅余剰比率の確認例

次の設定例では、vlan10_policyはギガビットイーサネットサブインターフェイス 1/0/0.10に適用
され、vlan20_policyはギガビットイーサネットサブインターフェイス 1/0/0.20に適用されます。
サブインターフェイスギガビットイーサネット 1/0/0.20の帯域幅余剰比率はサブインターフェイ
スギガビットイーサネット 1/0/0.10の帯域幅余剰比率の 10倍であるため（サブインターフェイ
ス 1/0/0.20では 100、サブインターフェイス 1/0/0.10では 10）、インターフェイス輻輳時に、サブ
インターフェイスギガビットイーサネット 1/0/0.20にはサブインターフェイスギガビットイー
サネット 1/0/0.10の 10倍の帯域幅が使用できます。

輻輳がサブインターフェイスレベル内で発生すると、このクラスキューはクラスレベル帯域幅

余剰比率に応じて帯域幅を使用します。例では、クラス precedence_0、precedence_1および
precedence_2の帯域幅は、それぞれクラス 20、40、および 60の余剰比率に基づいて割り当てられ
ます。

Router# show policy-map

Policy Map child-policy
Class precedence_0
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 20 <---- Class-level ratio

Class precedence_1
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 40 <---- Class-level ratio

Class precedence_2
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 60 <---- Class-level ratio

Policy Map vlan10_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)
bandwidth remaining ratio 10 <---- Subinterface-level ratio
service-policy child-policy

Policy Map vlan20_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)
bandwidth remaining ratio 100 <---- Subinterface-level ratio
service-policy child-policy

interface GigabitEthernet1/0/0.10
encapsulation dot1Q 10
snmp trap link-status
service-policy output vlan10_policy
interface GigabitEthernet1/0/0.20
encapsulation dot1Q 20
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snmp trap link-status
service-policy output vlan20_policy

帯域幅余剰比率の確認例

次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、ギガビットイーサネットサブインターフェ
イス 1/0/0.10に付加されている vlan10_policyというポリシーマップと子ポリシーのクラスレベル
キューに帯域幅余剰比率が設定されています。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet 1/0/0.10
GigabitEthernet1/0/0.10
Service-policy output: vlan10_policy
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 1000000, bc 4000, be 4000
target shape rate 1000000
bandwidth remaining ratio 10
Service-policy : child-policy
Class-map: precedence_0 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 20

Class-map: precedence_1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 1
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 40

Class-map: precedence_2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 2
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 60

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
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次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、ギガビットイーサネットサブインターフェ
イス 1/0/0.20に付加されている vlan20_policyというポリシーマップと子ポリシーのクラスレベル
キューに帯域幅余剰比率が設定されています。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet 1/0/0.20
GigabitEthernet1/0/0.20
Service-policy output: vlan20_policy
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 1000000, bc 4000, be 4000
target shape rate 1000000
bandwidth remaining ratio 100
Service-policy : child-policy
Class-map: precedence_0 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 20

Class-map: precedence_1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 1
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 40

Class-map: precedence_2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 2
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 60

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0

showpolicy-mapコマンドの次の出力例では、vlan10_policyというポリシーマップの親 class-default
クラスで帯域幅余剰比率が 10に設定されています。

Router# show policy-map vlan10_policy
Policy Map vlan10_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)
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bandwidth remaining ratio 10
service-policy child-policy

showpolicy-mapコマンドの次の出力例では、vlan20_policyというポリシーマップの親 class-default
クラスで帯域幅余剰比率が 100に設定されています。

Router# show policy-map vlan20_policy
Policy Map vlan20_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)
bandwidth remaining ratio 100
service-policy child-policy

show policy-mapコマンドの次の出力例では、クラスキュー precedence_0、precedence_1および
precedence_2で、帯域幅余剰比率がそれぞれ 20、40、60に設定されています。

Router# show policy-map child-policy
Policy Map child-policy
Class precedence_0
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 20

Class precedence_1
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 40

Class precedence_2
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 60

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「輻輳回避の概要」モジュール輻輳回避

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

クラスマップ、ポリシーマップ、階層型ポリ

シーマップ、モジュラQuality of Service（QoS）
コマンドラインインターフェイス（CLI）
（MQC）

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

トラフィックシェーピング、トラフィックポ

リシング
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標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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残りの帯域幅使用比率の分配の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2：残りの帯域幅使用比率の分配の機能情報

機能情報リリース機能名

残りの帯域幅使用比率の分配機

能を使用すると、すべてのサー

ビスプロバイダーが、サブイ

ンターフェイスおよびクラス

キューに帯域幅余剰比率を設定

することができます。この比

率は、他のサブインターフェイ

スまたはキューに関して、サブ

インターフェイスまたはキュー

に対する相対的重みを指定しま

す。輻輳時に、ルータはこの

帯域幅余剰比率を使用して、非

プライオリティトラフィック

クラスに割り当てる超過帯域幅

（プライオリティトラフィッ

クで未使用）の量を指定しま

す。

この機能は、Cisco IOS XE
Release 2.1で、Cisco ASR 1000
シリーズルータに導入されま

した。

この機能により、bandwidth
remaining ratio、 show
policy-map、 show policy-map
interfaceコマンドが導入または
変更されました。

Cisco IOS XE Release 2.1MQC：残りの帯域幅使用比率
の分配

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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第 4 章

QoS パーセントベースシェーピング

QoS：パーセントベースシェーピングを使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅の
パーセンテージに基づいて、トラフィックシェーピングを設定することができます。この機能

を使用すると、認定（準拠）バースト（bc）サイズおよび超過（ピーク）バースト（be）サイズ
（トラフィックシェーピングの設定に使用）をミリ秒（ms）単位で指定することもできます。
この方法でトラフィックシェーピングを設定すると、帯域幅の量の異なる複数のインターフェ

イスに、同じポリシーマップを使用できます。

• 機能情報の確認, 29 ページ

• QoSパーセントベースシェーピングの概要, 30 ページ

• QoSパーセントベースシェーピングの設定方法, 32 ページ

• QoSパーセントベースシェーピングの設定例, 36 ページ

• その他の関連資料, 38 ページ

• QoSパーセントベースシェーピングの機能情報, 39 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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QoS パーセントベースシェーピングの概要

QoS パーセントベースシェーピングの利点
この機能を使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅のパーセンテージに基づいて、ト

ラフィックシェーピングを設定し、バーストサイズをミリ秒単位で指定できます。この方法で

トラフィックシェーピングを設定すると、帯域幅の量の異なる複数のインターフェイスに、同じ

ポリシーマップを使用できます。つまり、各インターフェイスの帯域幅を再計算したり、イン

ターフェイスのタイプごとに別のポリシーマップを設定したりする必要はありません。

QoS パーセントベースシェーピングのクラスおよびポリシーマップ
QoS：パーセントベースシェーピング機能を設定するには、トラフィッククラスを定義し、ポリ
シーマップを設定してから、そのポリシーマップを適切なインターフェイスにアタッチする必要

があります。

MQCでは、class-mapコマンドは、トラフィッククラスの定義に使用されます（トラフィックク
ラスは、その後、トラフィックポリシーに関連付けされます）。トラフィッククラスの目的は、

トラフィックを分類することです。

MQCは、次の 3つのプロセスで構成されます。

• class-mapコマンドを使用したトラフィッククラスの定義

•トラフィッククラスを 1つまたは複数の QoS機能と関連付けてトラフィックポリシーを作
成（policy-mapコマンドを使用）

• service-policyコマンドを使用した、トラフィックポリシーのインターフェイスへのアタッチ

トラフィッククラスには、3つの主な要素が含まれます。名前、一連の matchコマンド、そして
トラフィッククラスにmatchコマンドが複数存在する場合にこれらのmatchコマンド（match-all
または match-any）の評価の仕方についての指定です。トラフィッククラスの名前は、class-map
コマンドラインで付けます。たとえば、CLIでトラフィッククラスを設定するときに class-map
ciscoコマンドを入力すると、トラフィッククラスの名前は「cisco」になります。

matchコマンドは、パケット分類のためのさまざまな基準を指定するために使用します。パケッ
トは、matchコマンドで指定された基準に合っているかどうかを判断するために、チェックされ
ます。指定された基準に合っていれば、パケットはクラスのメンバーと見なされ、トラフィック

ポリシーで設定された QoS仕様に従って転送されます。一致基準を満たさないパケットは、デ
フォルトのトラフィッククラスのメンバーとして分類されます。
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トラフィック規制メカニズムと帯域幅のパーセンテージ

Cisco IOS XEQuality of Service（QoS）では、トラフィックポリシングとトラフィックシェーピン
グという 2種類のトラフィック規制メカニズムが提供されています。トラフィックポリサーは、
通常、特定のレートに違反するトラフィックをドロップします。トラフィックシェーパーは、通

常、パケットを保持するバッファを使用して過剰なトラフィックを遅延し、キューに対するデー

タレートが予想より高い場合に、フローをシェーピングします。

トラフィックシェーピングとトラフィックポリシングは連携して機能し、クラスマップで設定

できます。クラスマップは、データパケットを特定のカテゴリ（「クラス」）に編成します。

ポリシーマップ（しばしば「サービスポリシー」とも呼ばれる）で使用すると、ユーザ定義の

QoS処理を受信できます。

この機能が導入されるまでは、トラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングはイン

ターフェイスで使用可能な帯域幅のユーザ指定の量に基づいて設定されています。ポリシーマッ

プは、その後で特定の量の帯域幅に基づいて設定されていました。このため、各インターフェイ

スに別々のポリシーマップが必要とされていました。

この機能を使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅のパーセンテージに基づいて、ト

ラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングを設定できます。この方法でトラフィッ

クポリシングおよびトラフィックシェーピングを設定すると、顧客は帯域幅の量の異なる複数の

インターフェイスに、同じポリシーマップを使用できます。

帯域幅のパーセンテージに基づいたトラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングの

設定は、police (percent)コマンドおよび shape (percent)コマンドを使用して実行されます。

ミリ秒オプションで指定されたバーストサイズ

バーストパラメータ（bcおよびbe）の目的は、トラフィックがドロップまたは遅延する前の正常
な動作状況で予測されるトラフィック量を指定することです。十分に高いバースト値を設定する

と、適切なスループットを確実に実現できます。

この機能を使用すると、トラフィックシェーピングを設定する際、認定（準拠）バースト（bc）
サイズおよび超過（ピーク）バースト（be）サイズをクラス帯域幅のミリ秒（ms）単位で指定す
ることができます。ミリ秒の値は、QoS：パーセントベースシェーピング機能が使用するバイト
数を計算するために使用されます。

ミリ秒単位でこれらのバーストサイズを指定する場合、shape (percent)コマンドの bcキーワード
と beキーワード（および関連付けられている引数）を使用して実行します。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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QoS パーセントベースシェーピングの設定方法

クラスおよびポリシーマップの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-name
4. class {class-name| class-default}
5. shape {average | peak} percent percentage [be excess-burst-in-msecms] [bc committed-burst-in-msec

ms]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

作成するポリシーマップの名前を指定します。ポリシー

マップコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-map policy-name

例：

Router(config)# policy-map policy1

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。

ポリシーを設定または変更できるようにクラスを指定しま

す。ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

class {class-name| class-default}

例：

Router(config-pmap)# class class1

ステップ 4   

•クラス名を入力するか、デフォルトクラス
（class-default）を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

指定された帯域幅のパーセンテージとオプションのバース

トサイズに基づいて、平均またはピークレートトラフィッ

クシェーピングを設定します。

shape {average | peak} percent percentage
[be excess-burst-in-msecms] [bc
committed-burst-in-msecms]

例：

Router(config-pmap-c)# shape average
percent 25 be 300 ms bc 400 ms

ステップ 5   

•帯域幅のパーセンテージとオプションのバーストサイ
ズを入力します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終

了します。

end

例：

Router(config-pmap-c)# end

ステップ 6   

ポリシーマップのインターフェイスへの適用

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. pvc [name] vpi / vci [ilmi | qsaal | smds]
5. service-policy {input| output} policy-map-name
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス（サブインターフェイス）タイプを設定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Router(config)#

ステップ 3   

•インターフェイスのタイプ番号を入力します。

interface serial4/0/0 ネットワークのニーズにより、ポリシーマップをサブインター

フェイス、ATM PVC、フレームリレー DLCI、または他のタ
イプのインターフェイスにアタッチする必要がある場合もあ

ります。

（注）

（任意）ATM PVCに名前を作成するか割り当て、ATM PVCでカプセ
ル化タイプを指定します。 ATM VCコンフィギュレーションモードを
開始します。

pvc [name] vpi / vci [ilmi | qsaal
| smds]

例：

Router(config-if)# pvc cisco
0/16 ilmi

ステップ 4   

この手順は、ポリシーマップを ATM PVCに適用する場合に
のみ必要です。 ATM PVCにポリシーマップをアタッチしな
い場合は、この手順をスキップして、ポリシーマップのイン

ターフェイスへの適用に進みます。

（注）

インターフェイスの入力または出力方向にアタッチするポリシーマッ

プの名前を指定します。

service-policy {input| output}
policy-map-name

例：

Router(config-if)#

ステップ 5   

ポリシーマップは、入力または出力ルータで設定できます。

また、入力方向または出力方向のインターフェイスにも適用

できます。ポリシーマップを適用する方向（入力または出

力）とルータ（入力または出力）は、ネットワーク構成に従っ

て変わります。 service-policyコマンドを使用してポリシー
マップをインターフェイスに適用する場合、ネットワーク構

成に適したルータおよびインターフェイスの方向を選択して

ください。

（注）

トラフィックシェーピングは、出力インターフェイスや出力

VCにアタッチされているサービスポリシーでのみサポート
されます。

（注）

service-policy input policy1

例：

•ポリシーマップ名を入力します。

（任意）インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 6   
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QoS パーセントベースシェーピングの設定確認

手順の概要

1. enable
2. show class-map [class-map-name]
3. show policy-map interface interface-name
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

一致基準を含めて、クラスマップに関するすべての情報が表

示されます。

show class-map [class-map-name]

例：

Router# show class-map class1

ステップ 2   

•クラスマップ名を入力します。

指定したインターフェイスまたはサブインターフェイス上

か、インターフェイス上の特定のPVCに対し、すべてのサー
show policy-map interface
interface-name

例：

Router#

ステップ 3   

ビスポリシーに対して設定されているすべてのクラスのパ

ケット統計情報を表示します。

•インターフェイスタイプと番号を入力します。show policy-map interface
serial4/0/0

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 4   

トラブルシューティングのヒント

QoSパーセントベースシェーピングの設定確認, （35ページ）に示すコマンドを使用すると、意
図した設定を実現し、機能が正しく働いていることを確認できます。上記の showコマンドの使
用後に、設定が正しくない、または機能が予想どおりに働いていないと判明した場合は、次の操

作を実行します。
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意図したとおりに設定が行われていない場合は、次の手順を完了します。

1 show running-configコマンドを使用して、コマンドの出力を分析します。

2 ポリシーマップが show running-configコマンドの出力に表示されない場合は、logging console
コマンドをイネーブルにします。

3 ポリシーマップをインターフェイスに再度アタッチします。

パケットが正確に一致していない場合は（たとえば、パケットカウンタが正しく増加していない

など）、次の手順を完了します。

1 show policy-mapコマンドを実行して、コマンドの出力を分析します。

2 show running-configコマンドを実行して、コマンドの出力を分析します。

3 show policy-map interfaceコマンドを実行して、コマンドの出力を分析します。次の内容を確
認します。

1 ポリシーマップにキューイングが適用され、パケットが正しいクラスに一致しているにも

かかわらず、予期しない結果が生じる場合は、キューのパケット数と一致したパケット数

を比較します。

2 インターフェイスが混雑していて、一致するパケット数が少ない場合、送信（tx）リングの
調整を確認し、txリングでキューイングが実行されているかどうかを評価します。このた
めには、showcontrollersコマンドを使用し、コマンドの出力で、tx回数の値を確認します。

QoS パーセントベースシェーピングの設定例

帯域幅のパーセンテージに基づいたトラフィックシェーピングを指定

する例

次に、帯域幅の割合に基づいた平均シェーピングレートを使用するトラフィックシェーピングの

設定例を示します。この例では、帯域幅の 25%が指定されています。さらに、オプションの be
値と bc値（それぞれ、300 msと 400 ms）が指定されています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1

Router(config-pmap-c)# shape average percent 25 be 300 ms bc 400 ms

Router(config-pmap-c)# end

ポリシーマップとクラスマップの設定後、ポリシーマップは次の例に示すように、インターフェ

イスにアタッチされます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)#
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interface serial4/0/0
Router(config-if)#

service-policy input policy1
Router(config-if)# end

QoS パーセントベースシェーピングを確認する例
次に、show policy-mapコマンドおよび show policy-map interfaceコマンドの出力例を示します。
これらのコマンドの出力は、ネットワーク上の設定の確認およびモニタに使用できます。

次は、showpolicy-mapコマンドの出力例です。この出力例には、「policy3」というポリシーマッ
プの内容が表示されています。policy 3では、30%の認定情報レート（CIR）に基づく平均レート
のトラフィックシェーピングが設定されており、bcおよび beがミリ秒の単位で指定されていま
す。

Router# show policy-map
Policy Map policy3
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 30% bc 10 (msec) be 10 (msec)

次は、show policy-map interfaceコマンドのサンプル出力です。このサンプルには、平均レート
のトラフィックシェーピングがイネーブルにされている、シリアル 2/0インターフェイスの統計
情報が表示されています。

Router# show policy-map interface serial2/0/0
Serial2/0/0
Service-policy output: policy3 (1032)
Class-map: class-default (match-any) (1033/0)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any (1034)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps

Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts queued/bytes queued) 0/0
shape (average) cir 614400 bc 6144 be 6144
target shape rate 614400

この例では、CIRはbpsで表示され、認定バースト（bc）と超過バースト（be）の両方が、ビット
で表示されます。

CIR、bc、および beは、以下に説明する式に基づいて計算されます。

CIR 計算用の式

CIRを計算する場合は、次の式を使用します。

指定されたCIRパーセンテージ（showpolicy-mapコマンドの出力に示すとおり）Xインターフェ
イスの帯域幅（BW）（ show interfacesコマンドの出力に示すとおり）=合計ビット/秒単位

シリアル 2/0インターフェイスでは、帯域幅（BW）は 2048 kbpsです。インターフェイスの帯域
幅を確認するには、show interfacesコマンドを使用します。次に例を示します。

Router # show interfaces serial2/0/0
Serial2/0 is administratively down, line protocol is down

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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Hardware is M4T
MTU 1500 bytes, BW 2048 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

したがって、次の値が式で使用されます。

30% X 2048 kbps = 614400 bps

認定バースト（bc）および超過バースト（be）の計算式

bcおよび beの両方を計算する場合は、次の式を使用します。

ミリ秒単位の bc（または be）（showpolicy-mapコマンドに示すとおり）Xキロバイト単位のCIR
（show policy-mapコマンドに示すとおり）/ 1000 =総ビット数。

したがって、次の値が式で使用されます。

10 ms X 614400 bps = 6144 bits

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

インターフェイスへのポリシーマップの付加に

ついてのモジュラQoSコマンドラインインター
フェイス（CLI）（MQC）情報

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

トラフィックシェーピングの概念と概要

「トラフィックポリシング」モジュールトラフィックポリシング

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

『A Single Rate Three Color Marker』RFC 2697

『A Two Rate Three Color Marker』RFC 2698

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

QoS パーセントベースシェーピングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：QoS：パーセントベースシェーピングの機能情報

機能情報リリース機能名

QoS：パーセントベースシェー
ピングを使用すると、インター

フェイスで使用可能な帯域幅の

パーセンテージに基づいて、ト

ラフィックシェーピングを設

定することができます。この

機能を使用すると、認定（準

拠）バースト（bc）サイズおよ
び超過（ピーク）バースト

（be）サイズ（トラフィック
シェーピングの設定に使用）を

ミリ秒（ms）単位で指定するこ
ともできます。この方法でト

ラフィックシェーピングを設

定すると、帯域幅の量の異なる

複数のインターフェイスに、同

じポリシーマップを使用でき

ます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

この機能により、shape
(percent)、 show policy-map、
show policy-map interfaceコマ
ンドが導入または変更されまし

た。

Cisco IOS XE Release 2.1QoS：パーセントベースシェー
ピング

Cisco and the Cisco Logo are trademarks of Cisco Systems, Inc. and/or its affiliates in the U.S. and other
countries. A listing of Cisco's trademarks can be found at www.cisco.com/go/trademarks . Third party
trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply
a partnership relationship between Cisco and any other company. (1005R)
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第 5 章

イーサネットオーバーヘッドアカウンティ

ング

イーサネットオーバーヘッドアカウンティング機能は、パケットにシェーピングを適用すると

き、ルータがダウンストリームイーサネットフレームヘッダーを考慮に入れるようにします。

• 機能情報の確認, 41 ページ

• イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの制約事項, 42 ページ

• イーサネットオーバーヘッドアカウンティングに関する情報, 42 ページ

• イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの設定方法, 46 ページ

• イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの設定例, 51 ページ

• その他の関連資料, 52 ページ

• イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの機能情報, 54 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの制約事

項
•イーサネットオーバーヘッドアカウンティングでは、ダウンストリームイーサネットフ
レームヘッダーをシェーピングされたレートに自動的に含めることができます。ただし、

イーサネットオーバーヘッドアカウンティングではポリシングはサポートされません。

•ルータは、shapeおよびbandwidthコマンドに限りオーバーヘッドアカウンティングをサポー
トします。

•子ポリシーでオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする場合は、親ポリシーで
オーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする必要があります。

•ポリシーマップで、ポリシーのすべてのクラスに対してオーバーヘッドアカウンティング
をイネーブルにするか、またはディセーブルにする必要があります。同じポリシー内の一部

のクラスに対してオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにし、残りのクラスに対し

てオーバーヘッドアカウンティングをディセーブルにすることはできません。

•オーバーヘッドアカウンティングは、どの QoSカウンタ（分類、ポリシング、キューイン
グ）にも反映されません。

•最上位親ポリシー、中位子ポリシー、最下位子ポリシーで、シェーピングおよび帯域幅の
オーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにできます。子ポリシーは、親または親の

親レベルで設定するオーバーヘッドアカウンティングポリシーを継承します。

イーサネットオーバーヘッドアカウンティングに関する

情報

イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの利点

イーサネットオーバーヘッドアカウンティング機能は、パケットにシェーピングを適用すると

き、ルータがダウンストリームイーサネットフレームヘッダーを考慮に入れるようにします。

ユーザ定義のオフセットにより、パケット単位オーバーヘッドを計算するときに、ルータが使用

するオーバーヘッドバイト数が指定されます。有効なオフセット値は、オーバーヘッドの +63～
-63バイトです。シェーピングを適用する前に、ルータはオーバーヘッドを計算します。

イーサネットインターフェイスおよびサブインターフェイスは、オーバーヘッドアカウンティン

グをサポートします。 shapeまたは bandwidthコマンドを使用して、VLAN単位およびポート単
位でアカウンティングを設定できます。
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加入者線カプセル化タイプ

shapeコマンドおよび bandwidthコマンドの subscriber-encapsulation引数は、加入者線でのカプセ
ル化タイプを指定します。ルータは、次の加入者線カプセル化タイプをサポートします。

• snap-1483routed

• mux-1483routed

• snap-dot1q-rbe

• mux-dot1q-rbe

• snap-pppoa

• mux-pppoa

• snap-rbe

• mux-rbe

ルータ上のオーバーヘッド計算

トラフィックシェーピングのオーバーヘッドを計算するとき、ルータはBRASとDigital Subscriber
Line AccessMultiplexer（DSLAM）の間と、DSLAMとCustomer Premises Equipment（CPE）の間で
使用するカプセル化タイプを考慮します。

次の表は、ルータが ATMオーバーヘッドを計算するときにさまざまなカプセル化タイプに使用
するフィールドを示します。

表 4：オーバーヘッド計算

説明バイト数カプセル化タイプ

6バイト宛先MACアドレス +
6バイト発信元MACアドレス
+ 2バイトプロトコル ID
（0x8100）+2バイトVLANID
（VID）/Canonical Format
Indicator（CFI）/PRIORITY + 2
バイト長/タイプ

18802.1Q

6バイト宛先MACアドレス +
6バイト発信元MACアドレス
+ 2バイトプロトコル ID
（0x8000）

14802.3

8バイト AAL5トレーラ8AAL5 MUXプラス 1483
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説明バイト数カプセル化タイプ

8バイト AAL5トレーラ + 2バ
イトプロトコル ID（0x002）

10AAL5 MUXプラス PPP over
ATM（PPPoA）

8バイト AAL5トレーラ + 3バ
イト LLCヘッダー
（0xAAAA03） + 3バイト OUI
（0x0080c2）+ 2バイトプロト
コル ID（0x0007） + 2バイト
PAD（0x0000）

18AAL5 SNAPプラス 1483

8バイト AAL5トレーラ + 3バ
イト LLCヘッダー
（0xFEFE03） + 1バイトプロ
トコル ID（0xCF）

12AAL5 SNAPプラス PPPoA

1バイトバージョン/タイプ
（0x11）+ 1バイトコード
（0x00）+ 2バイトセッション
ID + 2バイト長

6PPPoE

6バイト宛先MACアドレス +
6バイト発信元MACアドレス
+ 2バイトプロトコル ID
（0x8100） + 2バイト
VID/CFI/PRIORITY + 2バイト
プロトコル ID+2バイト内側タ
グ + 2バイト長またはタイプ

22qinq

オーバーヘッドアカウンティングと階層型ポリシー

階層型ポリシーでは、最上位親ポリシー、中位子ポリシー、最下位子ポリシーで、シェーピング

および帯域幅のオーバーヘッドアカウンティングを設定できます。親または親の親レベルで設定

したオーバーヘッドアカウンティングポリシーは子のキューイング機能で継承されます。子ポ

リシーで設定したオーバーヘッドアカウンティングも親ポリシーで設定する必要があります。こ

れで、親または親の親レベルでの設定が容易になります。

親クラスおよび子クラスは、bandwidth（ポリシーマップクラス）コマンドの user-defined offset
[atm]引数を使用してオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにしてオフセットを設定す
るときに、同じカプセル化タイプを指定する必要があります。

次の表は、オーバーヘッドアカウンティングの設定要件について説明します。
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表 5：オーバーヘッドアカウンティングの設定要件

設定要件現在の設定ポリシーマップまたはクラス

子ポリシーでイネーブルイネーブル親

親ポリシーでイネーブルイネーブル子

ポリシング付きのプライオリ

ティクラスを除く、子ポリシー

マップのすべてのクラスでイ

ネーブル

イネーブル子クラス

子ポリシーマップのすべての

クラスでディセーブル

ディセーブル子クラス（ポリシングなしの非

プライオリティ）

子ポリシーマップのすべての

非プライオリティクラスでディ

セーブルまたはイネーブル

ディセーブル子クラス（ポリシング付きのプ

ライオリティ）
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イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの設定方

法

階層型ポリシーでのイーサネットオーバーヘッドアカウンティング

の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-map-name
4. class class-map-name
5. bandwidth {bandwidth-kbps | [remaining] percent percentage} account {qinq | dot1q} {aal5 | aal3}

subscriber-encapsulation user-defined offset [atm]
6. exit
7. policy-map policy-map-name
8. class class-default
9. shape [average] rate account {{qinq | dot1q} {aal5 | aal3} subscriber-encapsulation | user-defined

offset [atm]}
10. service-policy policy-map-name
11. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

子ポリシーを作成または変更します。ポリシーマップコンフィギュレー

ションモードを開始します。

policy-map policy-map-name

例：
Router(config)# policy-map
Business

ステップ 3   

• policy-map-name引数は子ポリシーマップの名前です。

指定するトラフィッククラスをポリシーマップに割り当てます。ポリ

シーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始します。

class class-map-name

例：
Router(config-pmap)# class
video

ステップ 4   

• class-map-name引数は設定済みのクラスマップの名前です。

クラスベース均等化キューイングおよびオーバーヘッドアカウンティン

グをイネーブルにします。

bandwidth {bandwidth-kbps |
[remaining] percent percentage}
account {qinq | dot1q} {aal5 |

ステップ 5   

• bandwidth-kbps：ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる
最小帯域幅。有効な値は、リンク帯域幅の 1～99%に相当する 8～
2,488,320です。

aal3} subscriber-encapsulation
user-defined offset [atm]

例：
Router(config-pmap-c)#
bandwidth 8000 account dot1q

• percentage：ポリシーマップに属するクラスに割り当てられるリン
ク帯域幅の最大パーセンテージ。有効値は 1～ 99です。

aal5 snap-pppoa

• remaining percentage：ポリシーマップに属するクラスに割り当てら
れる使用されていないリンク帯域幅の最小パーセンテージ。有効値

は 1～ 99です。

• account：ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにし
ます。

• qinq：QinQカプセル化をBRAS-DSLAMカプセル化タイプとして指
定します。

• dot1q：IEEE 802.1Q VLANカプセル化を BRAS-DSLAMカプセル化
タイプとして指定します。

• aal5：コネクション型可変ビットレート（VBR）サービスをサポー
トする ATMアダプテーション層 5を指定します。

• aal3：コネクションレス型リンクとコネクション型リンクの両方を
サポートする ATMアダプテーション層 5を指定します。

• subscriber-encapsulation：加入者線でのカプセル化タイプを指定しま
す。詳細については、「階層型ポリシーでのイーサネットオーバー

ヘッドアカウンティングの設定」の項を参照してください。

• user-defined：ATMオーバーヘッドを計算するときに、指定したオ
フセット値をルータが使用することを示します。

• offset：オーバーヘッドを計算するときにルータが使用するバイト数
を指定します。 -63～ 63バイトの範囲内の値を指定できます。
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目的コマンドまたはアクション

• atm：（任意）ATMオーバーヘッド計算に ATMセルタックスを適
用します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
router(config-pmap-c)# exit

ステップ 6   

最上位親ポリシーを作成または変更します。policy-map policy-map-name

例：
Router(config-pmap)#
policy-map Test

ステップ 7   

• policy-map-name：親ポリシーマップの名前を指定します。

デフォルトクラスを指定します。class class-default

例：
Router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 8   

指示されたビットレートにトラフィックをシェーピングし、オーバー

ヘッドアカウンティングをイネーブルにします。

shape [average] rate account
{{qinq | dot1q} {aal5 | aal3}
subscriber-encapsulation |
user-defined offset [atm]}

ステップ 9   

• average：（任意）各間隔で送信される最大ビット数を指定する認定
バースト（Bc）です。このオプションがサポートされるのは
Performance Routing Engine 3（PRE3）だけです。例：

Router(config-pmap-c)# shape
8000 account qinq aal5 • rate：トラフィックのシェーピングに使用されるビットレート（bps）

です。このコマンドを逆方向明示的輻輳通知（BECN）の近似値と
snap-dot1-rbe

併用すると、ビットレートは許容ビットレート範囲の上限値になり

ます。

• account：ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにし
ます。

• qinq：QinQカプセル化をBRAS-DSLAMカプセル化タイプとして指
定します。

• dot1q：IEEE 802.1Q VLANカプセル化を BRAS-DSLAMカプセル化
タイプとして指定します。

• aal5：コネクション型可変ビットレート（VBR）サービスをサポー
トする ATMアダプテーション層 5を指定します。

• aal3：コネクションレス型リンクとコネクション型リンクの両方を
サポートする ATMアダプテーション層 5を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

• subscriber-encapsulation：加入者線でのカプセル化タイプを指定しま
す。詳細については、「階層型ポリシーでのイーサネットオーバー

ヘッドアカウンティングの設定」の項を参照してください。

• user-defined：ATMオーバーヘッドを計算するときに、指定したオ
フセット値をルータが使用することを示します。

• offset：オーバーヘッドを計算するときにルータが使用するバイト数
を指定します。 -63～ 63バイトの範囲内の値を指定できます。

• atm：（任意）ATMオーバーヘッド計算に ATMセルタックスを適
用します。

offsetオプションと atmオプションの両方を設定すると、パケットサイ
ズがオフセットサイズに調整され、ATMセルタックスが追加されます。

親 class-defaultクラスに子ポリシーを適用します。service-policy policy-map-name

例：

ステップ 10   

policy-map-name：設定済みの子ポリシーマップの名前を指定します。

子ポリシーを親 class-defaultクラスに適用する場合、入力キー
ワードまたは出力キーワードを指定しないでください。

（注）

Router(config-pmap-c)#
service-policy map1

endステップ 11   

例：

Router(config-pmap-c)# end
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オーバーヘッドアカウンティングの検証

手順の概要

1. enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

2. show policy-map [policy-map-name]

•（任意）ポリシーマップ名を入力します。名前には最大40文字までの英数字を指定でき
ます。

3. show policy-map interface
4. show running-config
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードなど、高位の権限レベルをイネー
ブルにします。

enableステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

例：

Router> enable

（任意）指定したポリシーマップに関する全クラス

の設定、または、既存の全ポリシーマップに関する

全クラスの設定を表示します。

show policy-map [policy-map-name]ステップ 2   

•（任意）ポリシーマップ名を入力しま
す。名前には最大 40文字までの英数字
を指定できます。

例：
Router# show policy-map unit-test

（任意）インターフェイスに適用された入力ポリ

シーと出力ポリシーの統計情報と設定を表示しま

す。

show policy-map interface

例：
Router# show policy-map serial2/0

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）現在実行中のコンフィギュレーションファ

イルの内容を表示します。

show running-config

例：
Router# show running-config

ステップ 4   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 5   

イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの設定例

例：イーサネットオーバーヘッドアカウンティングのイネーブル化

次の設定例は、イーサネットオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする方法を示しま

す。次の例では、ethernet_ovrhポリシーマップの設定は 200,000 kbpsのレートで class-defaultト
ラフィックをシェーピングし、ユーザ定義値 18を使用してオーバーヘッドアカウンティングを
イネーブルにします。 ethernet_ovrhポリシーはサブインターフェイスギガビットイーサネット
1/0/0.100に関連付けられているため、サブインターフェイスでオーバーヘッドアカウンティング
がイネーブルになります。

Router# configure-terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# policy-map ethernet_ovrh
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape average 200000 account user-defined 18
!
Router(config)# interface GigabitEthernet1/0/0.100
Router(config-subif)# service-policy output ethernet_ovrh
!
Router# show running-config | begin 1/0/0.100
interface GigabitEthernet1/0/0.100
encapsulation dot1Q 101
pppoe enable group group_pta
service-policy output ethernet_ovrh

例：イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの確認

次の例は、ATMオーバーヘッドアカウンティングがシェーピングに対してイネーブルであるこ
とを示す、show running-configコマンドの出力の一部を示します。 BRAS-DSLAMカプセル化は
dot1qで、加入者線カプセル化は AAL5サービスに基づく snap-rbeです。

subscriber policy recording rules limit 64
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no mpls traffic-eng auto-bw timers frequency 0
call rsvp-sync
!
controller T1 2/0
framing sf
linecode ami
!
controller T1 2/1
framing sf
linecode ami
!
!
policy-map unit-test
class class-default
shape average 10 account dot1q aal5 snap-rbe

例：ユーザ定義オプションを使用したイーサネットオーバーヘッド

アカウンティングの確認

次の例は、イーサネットオーバーヘッドアカウンティングがシェーピングに対してイネーブルで

あり、ユーザ定義オフセットが 18バイトであることを示す、ethernet_ovrhポリシーマップの出力
を示します。 showpolicy-mapコマンドの出力例は、ethernet_ovrhポリシーマップがサブインター
フェイスギガビットイーサネット1/0/0.100に関連付けられており、サブインターフェイスでオー
バーヘッドアカウンティングがイネーブルになっていることを示します。

Router# show policy-map ethernet_ovrh
Policy Map ethernet_ovrh
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 200000 (bps) account user-defined 18
Router# show policy-map interface GigabitEthernet1/0/0.100
GigabitEthernet1/0/0.100
Service-policy output: ethernet_ovrh
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
0 packets, 0 bytes
30 second rate 0 bps
Queueing
queue limit 8 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 200000, bc 800, be 800
target shape rate 200000
Overhead Accounting Enabled

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

ポリシングとシェーピング

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

クラスマップ

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

ポリシーマップ

標準

タイトル標準

—新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

—新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの機能情

報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 6：イーサネットオーバーヘッドアカウンティングの機能情報

機能情報リリース機能名

イーサネットオーバーヘッド

アカウンティング機能が Cisco
ASR 1000シリーズルータに導
入されました。これで、パケッ

トにシェーピングを適用する際

に、ルータがダウンストリーム

イーサネットフレームヘッ

ダーを考慮できるようになりま

す。

Cisco IOS XE Release 2.4イーサネットオーバーヘッド

アカウンティング
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機能情報リリース機能名

親レベルのオーバーヘッドア

カウンティング機能が Cisco
ASR 1000シリーズルータに導
入されました。これで、子ポ

リシーが親または親の親レベル

で設定するオーバーヘッドア

カウンティングポリシーを継

承できるようになります。

Cisco IOS XE Release 3.9S親レベルのオーバーヘッドア

カウンティング
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第 6 章

ATM の MQC トラフィックシェーピングオー
バーヘッドアカウンティング

ATMのMQCトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング機能を使用すれば、
ブロードバンド集約システム（BRAS）で、パケットにQuality of Service（QoS）機能を適用する
ときにさまざまなカプセル化タイプを考慮できます。一般的に、イーサネットデジタル加入者

線（DSL）環境では、ルータからデジタル加入者線アクセスマルチプレクサ（DSLAM）までの
カプセル化がギガビットイーサネットで、DSLAMから加入者宅内機器（CPE）までのカプセル
化が ATMです。 ATMオーバーヘッドアカウンティングを使用すれば、ルータで、加入者線上
のATMカプセル化と、セル分割で増加したオーバーヘッドを考慮できます。この機能を使用す
れば、サービスプロバイダーは加入者線でのオーバーランを防止することができ、ルータでは

ATMパケットで使用される実際の帯域幅に対して QoS機能を実行できるようになります。

• 機能情報の確認, 58 ページ

• ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティングに関する前提条件, 58
ページ

• ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティングに関する制約事項, 58
ページ

• ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティングについて, 58 ページ

• ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティングの設定方法, 62 ペー
ジ

• ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティングの設定例, 67 ページ

• その他の関連資料, 69 ページ

• ATMのMQCトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティングに関する機能情
報, 70 ページ

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

57



機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングに関する前提条件

トラフィックは class-mapコマンドを使用して設定する必要があります。

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングに関する制約事項

•ポリシーマップ内で使用されるカプセル化タイプと、親ポリシーマップと子ポリシーマッ
プ間で使用されるカプセル化タイプを同じにする必要があります。

• ATMオーバーヘッドアカウンティングを含むように設定されたポリシーマップは、イーサ
ネットインターフェイス（またはイーサネットインターフェイス上の IPセッション）以外
に対応付けないようにする必要があります。

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングについて

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング
の利点

ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング機能を使用すれば、BRAS
でパケットに QoSを適用するときにさまざまなカプセル化タイプを考慮できます。一般的に、
イーサネット DSL環境では、BRASから DSLAMまでのカプセル化がギガビットイーサネット
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で、DSLAMから CPEまでのカプセル化が ATMです。 ATMオーバーヘッドアカウンティング
を使用すれば、BRASで、加入者線上のATMカプセル化と、セル分割で増加したオーバーヘッド
を考慮できます。この機能を使用すれば、サービスプロバイダーは加入者線でのオーバーランを

防止することができ、ルータでは ATM加入者トラフィックで使用される実際の帯域幅に対して
QoS機能を実行できるようになります。

BRAS とカプセル化タイプ
BRASは、DSLAM-CPE側用に設定されたカプセル化タイプを使用して、パケット当たりの ATM
オーバーヘッドを計算します。

DSLAM-CPEカプセル化タイプは、サブネットワークアクセスプロトコル（SNAP）と、ATMア
ダプテーション層 5（AAL5）の後ろにRoutedBridgE（RBE）、x-1483、x-dot1q-rbe、IP、PPP over
Ethernet（PPPoE）、または PPP over ATM（PPPoA）カプセル化が続くマルチプレクサ（MUX）
フォーマットに基づいています。DSLAMは IPパケットと PPPoEパケットをペイロードとして扱
うため、BRASは IPカプセル化と PPPoEカプセル化を考慮しません。

BRAS-DSLAM側のカプセル化は IEEE802.1QVLANまたはQ-in-Q（qinq）です。ただし、DSLAM
はBRAS-DSLAMカプセル化を削除するため、BRASは 802.1Qまたは qinqカプセル化を考慮しま
せん。

AAL5の分割処理によって、5バイトのセルヘッダー、AAL5コンバージェンス副層共通部（CPCS）
パディング、および AAL5トレーラのオーバーヘッドが追加されます。詳細については、ATM
オーバーヘッドの計算, （60ページ）を参照してください。

加入者線カプセル化タイプ

ルータは、次の加入者線カプセル化タイプをサポートします。

• snap-rbe

• mux-rbe

• snap-dot1q-rbe

• mux-dot1q-rbe

• snap-pppoa

• mux-pppoa

• snap-1483routed

• mux-1483routed

• snap-rbe-dot1q

• mux-rbe-dot1q
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上記カプセル化タイプは、AAL5、qinq、および dot1qカプセル化用です。使用されているプ
ラットフォームに基づくオフセットを使用したユーザ定義のカプセル化もサポートされます

（注）

ATM オーバーヘッドの計算
ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング機能は、BRASでの ATM
カプセル化オーバーヘッドを考慮することによって、加入者線のオーバーサブスクリプションを

防止します。 ATMオーバーヘッドを計算するときに、ATMのトラフィックシェーピングオー
バーヘッドアカウンティング機能は次の要素を考慮します。

• BRASで使用されるカプセル化タイプ

• CPCSトレーラオーバーヘッド

• DSLAMと CPE間で使用されるカプセル化タイプ

次の式を使用してオフセットサイズ（ATMオーバーヘッドアカウンティングの計算に使用され
るパラメータ）が計算されます。

バイト単位のオフセットサイズ = (CPCSトレーラオーバーヘッド) + (DSLAMと CPE間) - (BRAS
カプセル化タイプ)

この公式から得られたバイト単位のオフセットサイズについては、次の表を参照してください。

このオフセットサイズと一緒に CPCS内のパケットサイズとパケットアセンブラ/ディスアセン
ブラ（PAD）がルータでの ATMオーバーヘッドアカウンティングレートの計算に使用されま
す。

8バイトの CPCSトレーラオーバーヘッドが AAL5に対応します。 4バイトの CPCSトレーラ
オーバーヘッドが AAL3に対応しますが、AAL3はサポートされません。

（注）

表 7：ATM オーバーヘッドの計算に使用されるバイト単位のオフセットサイズ

オフセットサイズDSLAM と CPE 間CPCS トレーラオー
バーヘッド

BRAS使用されているカプセ

ル化タイプ

-73818dot1q mux-1483routed

-46818dot1q snap-1483routed

414818dot1q mux-rbe

1424818dot1q snap-rbe

818818dot1q mux-dot1q-rbe
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オフセットサイズDSLAM と CPE 間CPCS トレーラオー
バーヘッド

BRAS使用されているカプセ

ル化タイプ

1828818dot1q snap-dot1q-rbe

-142818 + 6qot1q mux-pppoa

-124818 + 6qot1q snap-pppoa

-113822qinq mux-1483routed

-86822qinq snap-1483routed

014822qinq mux-rbe

1024822qinq snap-rbe

418822qinq mux-dot1q-rbe

1428822qing snap-dot1q-rbe

-182822 + 6qinq mux-pppoa

-164822 + 6qinq snap-pppoa

ATM オーバーヘッドアカウンティングと階層型ポリシー
階層型ポリシーでは、親ポリシーと子ポリシー上でシェーピングと帯域幅に対するATMオーバー
ヘッドアカウンティングをイネーブルにすることができます。 bandwidthコマンドまたは shape
コマンドを含まないトラフィッククラス上の ATMオーバーヘッドアカウンティングはイネーブ
ルにする必要がありません。子ポリシー上の ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブ
ルにした場合は、親ポリシー上の ATMオーバーヘッドアカウンティングもイネーブルにする必
要があります。 ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする場合は、親クラスと
子クラスで同じカプセル化タイプを指定する必要があります。
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ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングの設定方法

階層型ポリシーでの ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッ
ドアカウンティングの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-map-name
4. class class-map-name
5. bandwidth {bandwidth-kbps | percent percentage | remaining percent percentage} account {{qinq | dot1q}

{aal5 | aal3} {subscriber-encapsulation}} | {user-defined offset [atm]}}
6. bandwidth remaining ratio ratio [account {qinq | dot1q} [aal5|aal3] {subscriber-encapsulation |

user-definedoffset[atm]}]
7. shape [average |peak] mean-rate[burst-size] [excess-burst-size] account {{{qinq | dot1q} {aal5 | aal3}

{subscriber-encapsulation}} | {user-defined offset [atm]}}
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

子ポリシーを作成または変更して、ポリシーマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

policy-map policy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
Business

ステッ

プ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。これは、子ポリシーの名前です。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップに対して指定されたトラフィッククラスを割り当て、ポリ

シーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始します。

class class-map-name

例：

Router(config-pmap)# class
video

ステッ

プ 4   

•トラフィッククラス名を入力します。これは設定済みのクラスマップ
の名前です。

次のように、指定されたキーワードと引数に基づいてクラスベース重み付け

均等化キューイング（CBWFQ）をイネーブルにします。
bandwidth {bandwidth-kbps |
percent percentage | remaining
percent percentage} account

ステッ

プ 5   

• bandwidth-kbps：ポリシーマップに属しているクラスに対して割り当て
る最小帯域幅を指定または変更します。有効な値は、リンク帯域幅の 1
～99%に相当する 8～2488320です。

{{qinq | dot1q} {aal5 | aal3}
{subscriber-encapsulation}} |
{user-defined offset [atm]}}

例：

Router(config-pmap-c)#

• percent percentage：ポリシーマップに属しているクラスに対して割り当
てるリンク帯域幅の最小パーセンテージを指定または変更します。有効

値は 1～ 99です。bandwidth 8000 account
dot1q aal5 snap-pppoa

• remaining percent percentage：ポリシーマップに属するクラスに割り当
てられる未使用のリンク帯域幅の最小パーセンテージを指定または変更

します。有効値は 1～ 99です。

• account：ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにしま
す。

• qinq：QinQカプセル化をBRAS-DSLAMカプセル化タイプとして指定し
ます。

• dot1q：IEEE 802.1Q VLANカプセル化を BRAS-DSLAMカプセル化タイ
プとして指定します。

• aal5：コネクション型可変ビットレート（VBR）サービスをサポートす
る ATMアダプテーション層 5を指定します。

• aal3：コネクションレス型リンクとコネクション型リンクの両方をサポー
トする ATMアダプテーション層 5を指定します。

• subscriber-encapsulation：加入者線でのカプセル化タイプを指定します。
詳細については、加入者線カプセル化タイプ, （59ページ）を参照して
ください。

• user-defined：ルータでの ATMオーバーヘッド計算に使用されるオフ
セットサイズを指定します。

• offset：ATMオーバーヘッドを計算する際のオフセットサイズを指定し
ます。有効値は –63～+63バイトです。

• atm：（任意）ATMオーバーヘッド計算に ATMセルタックスを適用し
ます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ATMアカウンティングパラメータと一緒にサブインターフェイスの
帯域幅残存率を指定します。

bandwidth remaining ratio
ratio [account {qinq | dot1q}
[aal5|aal3]

ステッ

プ 6   

• ratio：サブインターフェイスの帯域幅余剰比率を指定します。有効な値
は 1～ 100です。デフォルト値は、1です

{subscriber-encapsulation |
user-definedoffset[atm]}]

例：

Router(config-pmap-c)#

Cisco 7600シリーズルータの有効値は 1～ 10,000です。デフォル
ト値は、1です

（注）

bandwidth remaining ratio • account：ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにしま
す。

10 account dot1q aal5
snap-pppo

• qinq：QinQカプセル化をBRAS-DSLAMカプセル化タイプとして指定し
ます。

• dot1q：IEEE 802.1Q VLANカプセル化を BRAS-DSLAMカプセル化タイ
プとして指定します。

• aal5：コネクション型 VBRサービスをサポートする AAL5を指定しま
す。

• aal3：コネクションレス型リンクとコネクション型リンクの両方をサポー
トする ATMアダプテーション層 5を指定します。

• subscriber-encapsulation：加入者線でのカプセル化タイプを指定します。
詳細については、加入者線カプセル化タイプ, （59ページ）を参照して
ください。

• user-defined：ルータでの ATMオーバーヘッド計算に使用されるオフ
セットサイズを指定します。

• offset：ATMオーバーヘッドを計算する際のオフセットサイズをバイト
単位で指定します。有効な値は -63～+63です。

• atm：（任意）ATMオーバーヘッド計算に ATMセルタックスを適用し
ます。

次のように、指定されたビットレートにトラフィックをシェーピングし、指

定されたキーワードと引数に基づいて ATMオーバーヘッドアカウンティン
グをイネーブルにします。

shape [average |peak]
mean-rate[burst-size]
[excess-burst-size] account
{{{qinq | dot1q} {aal5 | aal3}

ステッ

プ 7   

• average：（任意）インターバルごとに送出される最大ビット数を指定す
る認定バースト（Bc）。

{subscriber-encapsulation}} |
{user-defined offset [atm]}}

例：

Router(config-pmap-c)#

• peak：（任意）インターバルごとに送出される最大ビット数を指定しま
す（Bc +超過バースト [Be]）。 Cisco 10000ルータと SIP400（Cisco 7600
シリーズルータ上）は、このオプションをサポートしません。shape 8000 account qinq

aal5 snap-dot1q-rbe
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目的コマンドまたはアクション

• mean-rate：認定情報速度（CIR）とも呼ばれます。トラフィックのシェー
ピングに使用されるビットレートを bps単位で指定します。

• burst-size：（任意）測定インターバル内のビット数（Bc）。

• excess-burst-size：（任意）Beの超過が許可される受け入れ可能なビット
数。

• account：ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにしま
す。

• qinq：QinQカプセル化をBRAS-DSLAMカプセル化タイプとして指定し
ます。

• dot1q：IEEE 802.1Q VLANカプセル化を BRAS-DSLAMカプセル化タイ
プとして指定します。

• aal5：コネクション型可変ビットレート（VBR）サービスをサポートす
る AAL5を指定します。

• aal3：コネクションレス型リンクとコネクション型リンクの両方をサポー
トする ATMアダプテーション層 5を指定します。 aal3または aal5のい
ずれかを指定する必要があります。

• subscriber-encapsulation：加入者線でのカプセル化タイプを指定します。
詳細については、加入者線カプセル化タイプ, （59ページ）を参照して
ください。

• user-defined：ルータでの ATMオーバーヘッド計算に使用されるオフ
セットサイズを指定します。

• offset：ATMオーバーヘッドを計算する際のオフセットサイズを指定し
ます。有効値は –63～+63バイトです。

• atm：（任意）ATMオーバーヘッド計算に ATMセルタックスを適用し
ます。offsetオプションとatmオプションの両方を設定すると、オフセッ
トサイズに対するパケットサイズの調整が行われてから、ATMセル
タックスが追加されます。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了し、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config-pmap-c)# end

ステッ

プ 8   
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ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング
の設定の確認

手順の概要

1. enable
2. show policy-map [policy-map-name]
3. show policy-map session
4. show running-config
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

（任意）指定したポリシーマップに関する全クラスの設

定、または、既存の全ポリシーマップに関する全クラス

の設定を表示します。

show policy-map [policy-map-name]

例：

Router# show policy-map unit-test

ステップ 2   

•（任意）ポリシーマップ名を入力します。

（任意）IPoE/PPPoEセッションに対して有効なQoSポリ
シーマップを表示します。

show policy-map session

例：

Router# show policy-map session

ステップ 3   

（任意）現在実行中のコンフィギュレーションファイル

の内容を表示します。

show running-config

例：

Router# show running-config

ステップ 4   

特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 5   
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ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングの設定例

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング
をイネーブルにする例

次に、階層型ポリシーマップ構造を使用して ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブ
ルにする例を示します。子ポリシーマップに Businessと Non-Businessの 2つのクラスがありま
す。 Businessクラスは、プライオリティが設定され、128,000 kbpsにポリシングされています。
Non-Businessクラスは、ATMオーバーヘッドアカウンティングがイネーブルにされ、使用可能な
帯域幅の 20 %が割り当てられています。親ポリシーマップは集約トラフィックを 256,000 Kbps
にシェーピングし、ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにします。

レイヤ 2オーバーヘッドアカウンティングがビジネストラフィッククラス用に明示的に設定さ
れていないことに注意してください。親ポリシーの class-defaultクラスで ATMオーバーヘッド
アカウンティングがイネーブルになっている場合は、bandwidthコマンドまたは shapeコマンド
を含まない子トラフィッククラス上で ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにす
る必要がありません。したがって、この例では、親 class-defaultクラスで ATMオーバーヘッド
アカウンティングがイネーブルになっているため、Businessプライオリティキューで ATMオー
バーヘッドアカウンティングが黙示的にイネーブルにされます。

policy-map Child
class Business
priority
police 128000
class Non-Business
bandwidth percent 20 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q
exit
exit
policy-map Parent
class class-default
shape 256000 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q
service-policy Child

次の例では、subscriber_classesという名前の子ポリシーマップの gamingクラスと class-defaultク
ラス、および、subscriber_lineという名前の親ポリシーマップの class-defaultクラスでオーバーヘッ
ドアカウンティングが帯域幅に対してイネーブルになっています。 voipクラスと videoクラスに
は明示的にイネーブルになっているアカウンティングはありません。これらのクラスは親ポリシー

でオーバーヘッドアカウンティングがイネーブルであるため、ATMオーバーヘッドアカウンティ
ングが黙示的にイネーブルにされます。親ポリシーと子ポリシーの機能で同じカプセル化タイプ

が使用されていることに注意してください。

policy-map subscriber_classes
class voip
priority level 1
police 8000
class video
priority level 2
police 8000
class gaming
bandwidth remaining percent 80 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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class class-default
bandwidth remaining percent 20 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q

policy-map subscriber_line
class class-default
bandwidth remaining ratio 10 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q
shape average 512 account aal5 dot1q snap-rbe-dot1q
service policy subscriber_classes

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング
の確認例

Router# show policy-map interface

Service-policy output:unit-test
Class-map: class-default (match-any)
100 packets, 1000 bytes
30 second offered rate 800 bps, drop rate 0 bps
Match: any
shape (average) cir 154400, bc 7720, be 7720
target shape rate 154400
overhead accounting: enabled
bandwidth 30% (463 kbps)
overhead accounting: disabled
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(packets output/bytes output) 100/1000

Router# show policy-map session output

SSS session identifier 2 -
Service-policy output: ATM_OH_POLICY

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Queueing
queue limit 2500 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 10000000, bc 40000, be 40000
target shape rate 10000000
Overhead Accounting Enabled

次の show running-configコマンドの出力は、ATMオーバーヘッドアカウンティングがシェーピ
ングに対してイネーブルになっていることを示しています。 BRAS-DSLAMカプセル化は dot1q
で、加入者線カプセル化は AAL5サービスに基づく snap-rbeです。

subscriber policy recording rules limit 64
no mpls traffic-eng auto-bw timers frequency 0
call rsvp-sync
!
controller T1 2/0
framing sf
linecode ami
!
controller T1 2/1
framing sf
linecode ami
!
!
policy-map unit-test
class class-default
shape average percent 10 account dot1q aal5 snap-rbe
!
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

モジュラQuality of Service（QoS）コマンドライ
ンインターフェイス（CLI）（MQC）、階層型
ポリシー、ポリシーマップ

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

トラフィックのポリシングとシェーピング

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリ

リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードする場合は、次の URLに
ある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ATM の MQC トラフィックシェーピングオーバーヘッド
アカウンティングに関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 8：ATM の MQC トラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティングに関する機能情報

機能情報リリース機能名

ATMのMQCトラフィック
シェーピングオーバーヘッド

アカウンティング機能を使用す

れば、BRASで、パケットに
QoS機能を適用するときにさま
ざまなカプセル化タイプを考慮

できます。

この機能により、bandwidth
(policy-map class)、bandwidth
remaining ratio、shape
(policy-map class)、show
policy-map interface、show
policy-map session、show
running-configコマンドが導入
または変更されました。

Cisco IOS XE Release 2.4ATMのMQCトラフィック
シェーピングオーバーヘッド

アカウンティング
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第 7 章

QoS ポリシーアカウンティング

QoSポリシーアカウンティング機能により、システムのトラフィックを正確に示すことができ
ます。加入者に対する Quality of Service（QoS）構成の割り当ての柔軟性も高くなります。ま
た、QoSアカウンティングのハイアベイラビリティ機能により、QoSアカウンティング統計情
報の有効性が持続し、RADIUSアカウンティングの課金サーバにより、計画中の予期せぬルート
プロセッサ（RP）スイッチオーバー時にアカウンティングカウンタが引き続き報告されます。
このモジュールでは、QoSポリシーアカウンティングの設定、ユーザテンプレートの使用、サ
ブスクライバアカウンティングの精度のアクティブ化の各方法について説明します。

• 機能情報の確認, 73 ページ

• QoSポリシーアカウンティングの前提条件, 74 ページ

• QoSポリシーアカウンティングに関する制約事項, 74 ページ

• QoSポリシーアカウンティングの概要, 77 ページ

• QoSポリシーアカウンティングを使用する方法, 96 ページ

• QoSポリシーアカウンティングの設定例, 101 ページ

• その他の関連資料, 102 ページ

• QoSポリシーアカウンティング機能の機能情報, 103 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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QoS ポリシーアカウンティングの前提条件
• PPP over Ethernet（PPPoE）または PPP over Ethernet over ATM（PPPoEoA）セッションはイ
ネーブルです。

• RADIUSサーバが設定されます。

•認証、許可、アカウンティング（AAA）はイネーブルです。

• RADIUSサーバの加入者のユーザプロファイルが作成されます。

•ポリシーマップが設定されます。

•サービステンプレートが設定されます。

•トラフィッククラスが作成されます。

• Stateful Switchover（SSO）および In-Service Software Upgrades（ISSU）の前提条件を満たす必
要があります。詳細については、『Cisco IOS High Availability Configuration Guide』を参照し
てください。

QoS ポリシーアカウンティングに関する制約事項
•システムのフェールオーバーでは、次が発生します。

•ポリシーマップに静的に設定された QoSアカウンティングの場合、QoSアカウンティ
ング統計情報はゼロにリセットされます。

•サービステンプレートを使用して動的に設定された QoSアカウンティングの場合、新
しいアクティブなルートプロセッサ（RP）にセッションは存在しなくなります。

Cisco IOSXERelease 3.5S以降のリリースでは、ハイアベイラビリティ（HA）
のサポートは、サービステンプレートを通じて有効になるアカウンティング

サービスに使用できます。そのため、QoSアカウンティング統計情報および
サービスセッションは、システムのフェールオーバー中に保持され、新しい

アクティブ RPで使用できます。

（注）

•マルチキャストは、QoSポリシーアカウンティングサービスではサポートされません。

•次の QoSアクションはサービステンプレートではサポートされていません。

• account

• fair-queue

• netflow-sampler

• random-detect
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•次の QoSフィルタはサービステンプレートではサポートされていません。

• atm

• class-map

• cos

• destination-address

• discard-class

• fr-de

• fr-dlci

• input-interface

• mpls

• not

• packet

• source-address

• vlan

•サービステンプレート定義の行は、Cisco IOS CLIによって許可された設定の最大行の長さ
を超えることはできません。この範囲内に抑えるためにシェル変数名を短くすることができ

ます。

•セッションでアクティブになっているテンプレートサービスは変更できません。代わりに、
これを非アクティブにし、別のテンプレートサービスをアクティブにすることができます。

•テンプレートサービスがアクティブである場合、従来の複雑なパラメータ化された文字列を
使用して QoSポリシーをセッションでアクティブに変更できない場合があります。

• IPアドレスのパラメータ化は IPv4および注釈のない名前付き ACLでのみサポートされま
す。パラメータ化されたサービスアクティベーションで指定された IPアドレスは、「permit
ip network mask any」および「permit ip any network mask」の固定パターンでクローン ACLに
必ず追加されます。

•サービステンプレートは、PPPセッションのみでサポートされ、サブインターフェイスでは
アクティブにできません。

•セッションでアクティブにできるのは常に 1つの Turbo Buttonサービスのみです。 Turbo
Buttonサービスは、親ポリシーの class-defaultにおける「service-policy xxxx」以外の QoSア
クションを変更する（子ポリシーを変更する）すべてのサービスです。

•シェル変数、QoSクラスマップ、アクセスコントロールリスト（ACL）の名前には、次の
文字を含めることはできません。

• !

• $

• #
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• -

• ,

• >

• <

•サービス名は、グループアカウンティングに対してのみのアカウンティングレコードにエ
コーバックされます（サービステンプレートで $_acctgrpを使用する場合）。

•セッションでアクティブな入力/出力 QoSポリシー名は、以前アクティブであった QoSポリ
シー（または最後のマルチサービス許可変更（CoA）またはAccess-Acceptで指定されたスタ
ティック QoSポリシー）を連結することで形成されます。

•同じサービステンプレートからインスタンス化された2個のテンプレートサービスは、セッ
ションで同時にアクティブにすることはできません。ただし、無関係なサービステンプレー

トからインスタンス化された複数のテンプレートサービスは、セッションで同時にアクティ

ブにすることができます。

•テンプレートサービスのサポートが提供されるのは、ローカルに終端されたPPPに対して、
および Layer 2 Tunneling Protocol（L2TP）アクセスコンセントレータ（LAC）で PPPによっ
て転送されるセッションに対してのみです。

• LACでPPPによって転送されたセッションの場合、Access-Acceptを介してテンプレートサー
ビスを適用するには、次の設定を使用します。

• vpdn authen-before-forward。

•認証プロファイルではなくユーザ許可プロファイル（PPP認証後に受信される
Access-Accept）にのみテンプレートサービスを指定します。

•テンプレートサービスをアクティブにするのは、親の class-defaultの下の子ポリシー（2レ
ベルまで）に対して、および親ポリシー（Turbo Buttonサービス）に対してのみです。

•デフォルトの QoSポリシーは、2レベルの深さ（親 + class-defaultの下の子）に限られ、
class-default以外のクラスの下には子ポリシーを設定しません。

•テンプレートサービスを子レベルでアクティブにするために、デフォルトの親ポリシーの
class-defaultの下で子ポリシーを設定する必要があります。

•構文エラーチェックに起因するロールバックのみがサポートされます。

•サービスのアクティブ化または非アクティブ化が単一の CoAメッセージに複数含まれる場
合、操作（アクティブ化または非アクティブ化）の失敗は、CoA処理の開始前のセッション
状態に復元するために、CoAが以前のすべての動作をロールバックする（取り消す）必要が
あることを意味します。つまり、すべての操作が CoAで正常に処理されるか、まったく処
理されないことになります。 CoAの否定 ACK（NACK）は RADIUSに送信されます。

•ロールバックが Access-Acceptの処理中に動作するようにするには、加入者サービスの複数
承認処理を設定する必要があります。 Access-Acceptでサービスの処理に失敗すると、
Access-Acceptでの以前のすべてのサービスがロールバックされる（取り消される）ことにな
ります。 Access-Acceptサービス処理が失敗してもセッションが立ち上がります。
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•プラットフォームまたはデータプレーンで発生するエラーは、ロールバックをトリガーしま
せん（ロールバックが不完全なサービスに終わる可能性があります）。

•テンプレートサービスがセッションで使用中またはアクティブである場合、サービステン
プレートを変更しないでください。使用中のテンプレートサービスを表示するには、show
subscriber policy ppm-shim-dbコマンドを使用します。

QoS ポリシーアカウンティングの概要
RADIUSは AAA管理を提供するネットワーキングプロトコルです。特に、各 RADIUSアカウン
ティングメッセージには、入力と出力のカウンタが含まれます。 QoSポリシーアカウンティン
グ機能を使用するとカウンタ間の誤差を解消することができます。

グループでの QoS ポリシーアカウンティング機能
QoSポリシーアカウンティング機能は、RADIUSサーバに対する次の情報をセッション単位に収
集してレポートします。

• Acct-Session-Id

•入出力パケット数/バイト数/ギガワード数、パケット数、および正常に送信されたパケット
のバイト数

• Parent-Session-Id

•ポリシー名とクラス名またはグループ名（QoSポリシーアカウンティング機能がグループで
イネーブルの場合）

•サービス名

•ユーザ名

QoSポリシーアカウンティング機能をグループでイネーブルにして、グループ名を割り当てる場
合は、この機能は次の条件を満たすパケットを集計します。

•同じグループのトラフィッククラスで分類する

•同じターゲットに適用される入出力 QoSポリシーに含まれている

別のアカウンティングストリーム

トラフィッククラスをグループに割り当てない代わりに AAA方式リストに割り当てた場合、ト
ラフィッククラスごとに別の QoSポリシーアカウンティングストリームが作成されます。別の
アカウンティングストリームにより、複数のクラスに適合するトラフィックを区別することがで

きます。ターゲット、方向、ポリシー名、クラス名にはそれぞれ固有の RADIUS Acct-Session-Id
値があります。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

77

QoS ポリシーアカウンティング
QoS ポリシーアカウンティングの概要



サービステンプレート

サービステンプレートを使用すると、CLIに新しいQoSポリシーを定義せずにQoSパラメータを
動的に変更することができます。QoSポリシーは、セッションの開始時、またはセッション確立
後の任意の時点で変更できます。アクティブなQoSを動的に変更する前に、現在のサービスを非
アクティブ化します。

サービステンプレートを理解するには、次の用語について知っておく必要があります。

•サービステンプレートは：

• Cisco IOSシェル機能です

•入力 QoSポリシーマップ定義を含みます

•出力 QoSポリシーマップ定義を含みます

•プログラム的に呼び出されます

•シェル変数のデフォルト値を指定します

•テンプレートサービスは：

•括弧付きの QoSサービス名です

•一致するシェルマップテンプレート定義を含みます

•サービステンプレートのシェル関数の実行中に動的に作成されます

•最終的に有効な入力ポリシーマップ

•最終的に有効な出力ポリシーマップ

QoSポリシーアカウンティング機能は、Cisco IOSシェルが、サービステンプレートのシェル関
数で使用される変数のデフォルト値を上書きする方法について説明します。シェルマップ内の

QoSポリシー定義には、QoSアクションパラメータ値の代わりにシェル変数が含まれる場合があ
ります。

サービステンプレートの使用

サービステンプレートを作成するには、テキストエディタでサービステンプレートを作成し、

CLIにそのテンプレートをコピーします。シェルマップブロックの内容はテキストとして扱われ
ます。

サービステンプレートポリシーマップ（ポリシーマップ $_outgoing/$_incoming）を定義する際
には、使用可能なCLIヘルプまたはプロンプトはありません。たとえば次のCLI支援にはアクセ
スできません。

•パーサーの自動実行

•コマンドオプション
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•範囲ヘルプ

•構文チェック

CLIで使用可能なエディタはありません。そのため間違えた場合はサービステンプレート全体
を削除し、最初から再度設定する必要があります。

（注）

サービステンプレートの確認

テキストエディタにサービステンプレートを作成する際の構文をチェックする機能はありませ

ん。したがって、サービステンプレートをアクティブにする前に、構文を確認する必要がありま

す。次のコードサンプルは、voice-service1サービステンプレートを確認する方法を示します。
独自のテンプレートを確認するには、voice-service1をサービステンプレート名で置き換えます。

(shell map voice-service1 police_rate=100000 prec_value=4 queue_size=1)
configure terminal
no policy-map test-svc_IN <-------- Removes previous service template verifications.
no policy-map test-svc_OUT <-------- Removes previous service template verifications.
no aaa-accounting group test_svc_GRP <-------- Removes previous service template
verifications.
end
trigger voice-service1 _incoming=test-svc_IN _outgoing=test-svc_OUT _acctgrp=test-svc_GRP
show policy-map test-svc-IN <--------
Ensure that the output matches the expected service template template service with default
values.
show policy-map test-svc-OUT <--------
Ensure that the output matches the expected service template template service with default
values.

サービステンプレートの削除

サービステンプレートを削除するには、コマンドラインで次のように入力します。

no shell map voice-service1 police_rate=100000 prec_value=4 queue_size=1 in_h=class-default
out_h=class-default

voice-service1は、サービステンプレートの名前を意味します。

サンプルサービステンプレート

サービステンプレート

次に、サービステンプレートの例を示します。

{
configure terminal
accounting group $_acctgrp list default
policy-map $_outgoing
class voip
police $police_rate 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action

drop
exit
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priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence $prec_value
set cos 6
aaa-accounting group $_acctgrp

class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop

queue-limit $queue_size packets
set precedence 6
aaa-accounting group $_acctgrp

policy-map $_incoming
class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 5
aaa-accounting group $_acctgrp

class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 7
aaa-accounting group $_acctgrp

}

処理パラメータのオーバーライド

処理パラメータのオーバーライドは、シェル変数が、QoSポリシー内のクラスで入力されたポリ
シング、シェーピング、帯域幅、設定などのQoSアクションのパラメータの代わりに使用される
サービステンプレートのタイプです。

テンプレートサービスを無効にすると、システムは以前アクティブだったQoSポリシーを復元し
ます。QoSポリシーは、名前は異なっている可能性がありますが、テンプレートサービスがアク
ティブになる前にアクティブになっている QoSポリシーと構造的かつ機能的に同じです。

この例では、次のパラメータを使用したサービスが生成されます。

Reserved variable initialization before executing the service template shell function:
$_incoming = voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN
$_outgoing = voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT
$_acctgrp = aaa-accounting group
voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP list default

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：

policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：

policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default

voice-service1(police_rate=200000,prec_value=5,queue_size=32)をターゲットセッションでアクティ
ブにすると、これがアクティブな出力ポリシーとなります。

policy-map
output_parent$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
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class class-default
shape average 10000000
service-policy

output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
policy-map
output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default

class voip
police 200000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action

drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 5
set cos 6

aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP

class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop

queue-limit 32 packets
set precedence 6

aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class class-default

voice-service1(police_rate=200000,prec_value=5,queue_size=32)をターゲットセッションでアクティ
ブにすると、これがアクティブな入力ポリシーとなります。

policy-map
input_parent$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default

class class-default
police cir 10000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
service-policy

input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
policy-map
input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default

class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 5

aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP

class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 7

aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP

class-default

処理のパラメータ化のデフォルトパラメータ

処理のパラメータ化のデフォルトパラメータは、シェル変数が、QoSポリシー内のクラスで入力
されたポリシング、シェーピング、帯域幅、設定などのQoSアクションのパラメータの代わりに
使用されるサービステンプレートのタイプです。

テンプレートサービスを無効にすると、システムは以前アクティブだったQoSポリシーを復元し
ます。QoSポリシーは、名前は異なっている可能性がありますが、テンプレートサービスがアク
ティブになる前にアクティブになっている QoSポリシーと構造的かつ機能的に同じです。

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：

policy-map output_parent
class class-default

shape average 10000000
service-policy output_child
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policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default
ip access-list extended voip-acl
permit ip 10.1.1.0 0.0.0.255 any
ip access-list extended voip-control-acl
permit ip 10.2.2.0 0.0.0.255 any
class-map match-any voip
match access-group name voip-acl
!
class-map match-any voip-control
match access-group name voip-control-acl
!
shell map voice-service1 police_rate=100000 prec_value=4 queue_size=1 in_h=class-default
out_h=class-default
{

configure terminal
accounting group $_acctgrp list default
policy-map $_outgoing
class voip
police $police_rate 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action

drop
exit

priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence $prec_value
set cos 6
aaa-accounting group $_acctgrp

class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop

queue-limit $queue_size packets
set precedence 6
aaa-accounting group $_acctgrp

policy-map $_incoming
class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 5
aaa-accounting group $_acctgrp

class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 7
aaa-accounting group $_acctgrp

}

voice-service1をターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな出力ポリシー
となります。

policy-map output_parent$class-default$voice-service1><_OUT$class-default class
class-default
shape average 10000000
service-policy output_child$voice-service1><_OUT$class-default

policy-map output_child$voice-service1><_OUT$class-default
class voip
police 10000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 4
set cos 6
aaa-accounting group voice-service1><_GRP
class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 16 packets
set precedence 6
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aaa-accounting group voice-service1><GRP
class class-default

voice-service1をターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな入力ポリシー
となります。

policy-map input_parent$class-default$voice-service1><_IN$class-default
class class-default
police cir 10000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
service-policy input_child$voice-service1><_IN$class-default
policy-map input_child$voice-service1><_IN$class-default
class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop
set precedence 5
aaa-accounting group voice-service1><_GRP
class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop
set precedence 7
aaa-accounting group voice-service1><_GRP
class-default

クラス名のオーバーライド

クラス名のオーバーライドは、シェル変数が、QoSポリシー内のクラスで入力されたポリシング、
シェーピング、帯域幅、設定などのQoSアクションのパラメータの代わりに使用されるサービス
テンプレートのタイプです。シェル変数は、サービステンプレートのポリシー定義におけるクラ

ス名の代わりに使用される可能性があります。シェル変数は、クラス名を完全に置き換える場合

があります。または、固定プレフィックス付きの可変サフィックスとして設定される可能性があ

ります。

テンプレートサービスを無効にすると、システムは以前アクティブだったQoSポリシーを復元し
ます。QoSポリシーは、名前は異なっている可能性がありますが、テンプレートサービスがアク
ティブになる前にアクティブになっている QoSポリシーと構造的かつ機能的に同じです。

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：
policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default
! Pre-configured ACLs/class-maps
ip access-list extended aol_classifier_acl ! Locally pre-configured
permit ip host 10.1.30.194 any
class-map match-all voice-control-aol_classifier_reference ! Locally pre-configured
match access-group name aol_classifier_acl

! Other pre-configured ACLs/classes here (e.g., voice-aol_classifier_reference,
voice-t_online, etc.)
! Service template:
shell map voice-aol-service1 prec_value=3 police_rate=100000 class_ref=t_online
in_h=class-default out_h=class-default
{

configure terminal
accounting group $_acctgrp list default
policy-map $_outgoing
class voice-control-$class_ref
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
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queue-limit 16 packets
set precedence 6
aaa-accounting group $_acctgrp

class voice-$class_ref
police $poice_rate 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action

drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence $prec_value
set cos 6
aaa-accounting group $_acctgrp

policy-map $_incoming
class voice-control-$class_ref
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 7
aaa-accounting group $_acctgrp

class voice-$class_ref
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence $prec_value
aaa-accounting group $_acctgrp

}

voice-aol-service1(class_ref=aol_classifier_reference)をターゲットセッションでアクティブにすると、
これがアクティブな出力ポリシーとなります。

policy-map
output_parent$class-default$voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_OUT$class-default

class class-default
shape average 10000000
service-policy

output_child$voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_OUT$class-default
policy-map
output_child$voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_OUT$class-default

class voice-control-aol_classifier_reference ! Reference to pre-configured class
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop

queue-limit 16 packets
set precedence 6
aaa-accounting group voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_GRP

class voice-aol_classifier_reference ! reference to pre-configured class
police 100000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action

drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 3
set cos 6
aaa-accounting group voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_GRP

class class-default

voice-aol-service1(class_ref=aol_classifier_reference)をターゲットセッションでアクティブにすると、
これがアクティブな入力ポリシーとなります。

policy-map
input_parent$class-default$voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_IN$class-default

class class-default
police cir 10000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
service-policy

input_child$voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_IN$class-default
policy-map input_child$voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_IN$class-default

class voice-control-aol_classifier_reference ! reference to pre-configured class
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 7
aaa-accounting group voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_GRP

class voice-aol_classifier_reference ! reference to pre-configured class
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police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action
drop

set precedence 3
aaa-accounting group voice-aol-service1<class_ref=aol_classifier_reference>_GRP
class-default

IP アドレスのパラメータ化

IPアドレスのパラメータ化は、分類子がACLにエントリを追加することによって、動的に変更で
きる処理のパラメータ化サービステンプレートのタイプです。 ACLに追加されるエントリは、
シェル変数の IPアドレスのリストです。

テンプレートサービスを無効にすると、システムは以前アクティブだったQoSポリシーを復元し
ます。QoSポリシーは、名前は異なっている可能性がありますが、テンプレートサービスがアク
ティブになる前にアクティブになっている QoSポリシーと構造的かつ機能的に同じです。

クラスは事前定義する必要があります。これらは動的に作成されません。（注）

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：
policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default
! Base ACLs:
ip access-list extended IPOne-control-acl ! Base ACL locally pre-configured
permit ip any host 10.0.132.118
permit ip host 10.0.132.118 any
permit ip any host 10.1.245.122
permit ip host 10.1.245.122 any

ip access-list extended IPOne-combined-acl ! Base ACL pre-configured
permit ip any 10.0.132.0 0.0.0.127
permit ip 10.0.132.0 0.0.0.127 any
permit ip any 10.1.245.64 0.0.0.63
permit ip 10.1.245.64 0.0.0.63 any
! Base class-maps:
class-map match-any voice-control ! Base class map pre-configured
match access-list name IPOne-control-acl ! Match on the base ACL

class-map match-any voice ! base class-map pre-configured
match access-list name IPOne-combined-acl ! Match on the base ACL

! Service template:
shell map voice-toi prec_value=3 police_rate=100000 ip_list=10.2.1.0/28,10.2.1.0/29
in_h=class-default out_h=class-default
{

configure terminal
! Class-map templates:
classmap-template voice-control $ip_list
classmap-template voice $ip_list
! Service parameter templates:
policy-map $_outgoing
class voice-control-$ip_list ! class names MUST end with -$ip_list
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop

queue-limit 16 packets
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set precedence 6
aaa-accounting group IPOne-aol

class voice-$ip_list
police $police_rate 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action

drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence $prec_value
aaa-accounting group IPOne-aol

policy-map $_incoming
class voice-control-$ip_list
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 7
aaa-accounting group IPOne-aol

class voice-$ip_list
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence $prec_value
aaa-accounting group IPOne-aol

ターゲットセッションで voice-toi(ip_list=10.1.30.0/28,10.1.40.0/29)をアクティブにすると、これが
アクティブな出力 QoSポリシーになります。
policy-map output_parent$class-default$
voice-toi>ip_list=10.1.30.0/28,10.1.40.0/29<_OUT$class-default
class class-default

shape average 10000000
service-policy output_child$voice-toi>ip_list=10.1.30.0/28,10.1.40.0/29<_OUT$class-default

policy-map output_child$voice-toi>ip_list=10.1.30.0/28,10.1.40.0/29<_OUT$class-default
class voice-control-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop

queue-limit 16 packets
set precedence 6
aaa-accounting group IPOne-aol

class voice-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29
police 100000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action

drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 3
aaa-accounting group IPOne-aol

class class-default

ターゲットセッションで voice-toi(ip_list=10.1.30.0/28,10.1.40.0/29)をアクティブにすると、これが
アクティブな入力 QoSポリシーになります。
policy-map
input_parent$class-default$voice-toi>ip_list=10.1.30.0/28,10.1.40.0/29<_IN$class-default
class class-default

police cir 10000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
service-policy input_child$voice-toi>ip_list=10.1.30.0/28,10.1.40.0/29<_IN$class-default

policy-map input_child$voice-toi>ip_list=10.1.30.0/28,10.1.40.0/29<_IN$class-default
class voice-control-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 7
aaa-accounting group IPOne-aol

class voice-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 3
aaa-accounting group IPOne-aol

class-default
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次の設定が動的に作成されます。（注）

! Internally created ACLs:
ip access-list extended IPOne-control-acl-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29
permit ip any host 10.0.132.118
permit ip host 10.0.132.118 any
permit ip any host 10.1.245.122
permit ip host 10.1.245.122 any
permit ip 10.1.30.0 0.0.0.15 any ! ACEs derived from $ip_list
permit ip any 10.1.30.0 0.0.0.15
permit ip 10.1.40.0 0.0.0.7 any
permit ip any 10.1.40.0 0.0.0.7

ip access-list extended IPOne-combined-acl-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29
permit ip any 10.0.132.0 0.0.0.127
permit ip 10.0.132.0 0.0.0.127 any
permit ip any 10.1.245.64 0.0.0.63
permit ip 10.1.245.64 0.0.0.63 any
permit ip 10.1.30.0 0.0.0.15 any ! ACEs derived from $ip_list
permit ip any 10.1.30.0 0.0.0.15
permit ip 10.1.40.0 0.0.0.7 any
permit ip any 0.0.0.7 10.1.40.0

! internally created class-maps:
class-map match-any voice-control-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29

match access-group name IPOne-control-acl-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29
class-map match-any voice-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29

match access-group name IPOne-combined-acl-10.1.30.0/28,10.1.40.0/29

Turbo Button サービス

Turbo Buttonサービスは、入力親 class-defaultでのポリシングパラメータと、出力親 class-default
でのシェーピングパラメータだけが、動的に変更可能な処理のパラメータ化サービステンプレー

トのタイプです。

次に、Turbo Buttonサービスのサービステンプレートの作成方法を示します。

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：
policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default
shell map turbo-button in_police_val=20000000 $out_shape=20000000
configure terminal
accounting group $_acctgrp list default
policy-map $_outgoing
class class-default
shape average $out_shape
aaa-accounting group $_acctgrp
policy-map $_incoming
class class-default
police $in_police_val
aaa-accounting group $_acctgrp
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Turbo Button のアクティブ化

次に、デフォルト値を使用して Turbo Buttonサービスをアクティブにする例を示します。

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：
policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default
accounting group turbo-button>< list default

accounting group turbo-button>< list default
! Service outgoing:
policy-map turbo-button><_OUT
class class-default
shape average 20000000
aaa-accounting group turbo-button>< list default
! Service incoming:
policy-map turbo-button><_IN
class class-default
police 20000000
aaa-accounting group turbo-button>< list default

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな出力ポリシーとな

ります。

policy-map output_parent$turbo-button><_OUT$
class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default

class class-default
shape average 20000000
aaa-accounting group turbo-button>< list default
service-policy
output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
policy-map
output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
class voip
police 200000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 5
set cos 6

aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 32 packets
set precedence 6
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class class-default

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな入力ポリシーとな

ります。

policy-map input_parent$turbo-button>
<_IN$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
class class-default

police cir 20000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
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aaa-accounting group turbo-button>< list default

service-policy
input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
policy-map
input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default

class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 5

aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP

class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action

drop
set precedence 7

aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class-default

Turbo Button の非アクティブ化

次に、VSA 252 0c turbo-button()のデフォルト値を使用して Turbo Buttonサービスを非アクティブ
にする例を示します。

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：
policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな出力ポリシーとな

ります。

policy-map
output_parent$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
class class-default
shape average 10000000
service-policy

output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
policy-map
output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default

class voip
police 200000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 5
set cos 6
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 32 packets
set precedence 6
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP

class class-default

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

89

QoS ポリシーアカウンティング
サービステンプレート



サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな入力ポリシーとな

ります。

policy-map
input_parent$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default

class class-default
police cir 10000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
service-policy

input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default

policy-map
input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop
set precedence 5
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop

set precedence 7
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class-default

Turbo Button のオーバーライド

次に、VSA 250 Aturbo-button(in_police_val=30000000, out_shape_val=30000000) (Activation from
Access-Accept)または VSA 252 0b turbo-button(in_police_val=30000000, out_shape_val=30000000)
(Activation from CoA)のデフォルト値を使用して Turbo Buttonサービスをアクティブにする方法を
示します。

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：

policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default
accounting group turbo-button>in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000 list default

! Service outgoing:
policy-map turbo-button>in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000<_OUT
class class-default
shape average 30000000
accounting group turbo-button>in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000

! Service incoming:
policy-map turbo-button>in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000<_IN
class class-default
police 30000000
accounting group turbo-button>in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな出力ポリシーとな

ります。

policy-map output_parent$turbo-button>
in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000<_OUT$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
class class-default
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shape average 20000000
accounting group turbo-button>in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000
service-policy
output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default

policy-map
output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
class voip
police 200000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 5
set cos 6
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 32 packets
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class class-default

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな入力ポリシーとな

ります。

policy-map
input_parent$turbo-button>in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000<_IN$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
class class-default
police cir 20000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
accounting group turbo-button>in_police_val=30000000#out_shape_val=30000000
service-policy
input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
policy-map
input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop
set precedence 5
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop
set precedence 7
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class-default

Turbo Button オーバーライドの非アクティブ化の例

次に、VSA 252 0c turbo-button (in_police_val=30000000, out_shape_val=30000000)のデフォルト値を
使用して Turbo Buttonオーバーライドを非アクティブにする例を示します。

セッションでアクティブな出力 QoSポリシー：
policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default

セッションでアクティブな入力 QoSポリシー：
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな出力ポリシーとな

ります。

policy-map
output_parent$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
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class class-default
shape average 10000000
service-policy

output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default
policy-map
output_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_OUT$class-default

class voip
police 200000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 5
set cos 6
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 32 packets
set precedence 6
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class class-default

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな入力ポリシーとな

ります。

policy-map
input_parent$class-default$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default

class class-default
police cir 10000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
service-policy

input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
policy-map

input_child$voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_IN$class-default
class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop
set precedence 5
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop

set precedence 7
aaa-accounting group voice-service1>police_rate=200000#prec_value=5#queue_size=32<_GRP
class-default

中間アカウンティングインターバルのオーバーライドの例

中間アカウンティングインターバルのオーバーライドは、アカウント中間値の動的な変更が可能

なアカウンティング方式リスト定義での中間インターバル値の代わりに、シェル変数を使用でき

る処理のパラメータ化サービステンプレートのタイプです。

次に、VSA 252 0b voice-service1(police_rate=200000,prec_value=5,acct_interval=600)のデフォルト値
を使用して、アカウンティンググループのオーバーライドを実行する例を示します。

この例では、次のパラメータを使用したサービスが生成されます。

! Global AAA method list and accounting group parameters
aaa accounting network list-600
action-type start-stop periodic interval 600
accounting group voice-service1>policy_rate=200000#prec_value=5#acct_interval=600 <_GRP

list list-600
! OUT policy-map:
policy-map voice-service1>policy_rate=200000#prec_value-5#acct_interval=600 <_OUT
class voip
police 200000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
priority level 1
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queue-limit 8 packets
set precedence 5
set cos 6
aaa-accounting group voice-service1>policy_rate=200000#prec_value=5#acct_interval=600

<_GRP
class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 32 packets
set precedence 6
aaa-accounting group

OUT:
policy-map output_parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child

policy-map output_child
class class-default
IN:
policy-map input_parent
class class-default
police 10000000
service-policy input_child

policy-map input_child
class-default

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな出力ポリシーとな

ります。

policy-map
output_parent$class-default$voice-service1>policy_rate=200000#prev_value=5#acct_interval=600
<_OUT$class-default
class class-default
shape average 10000000
service-policy output_child$voice-service1>policy_rate=200000#prev_value=5#acct_interval=600
<_OUT$class-default
policy-map output_child$voice-service1>policy_rate=200000#prev_value=5#acct_interval=600
<_OUT$class-default
class voip
police 200000 60625 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
priority level 1
queue-limit 8 packets
set precedence 5
set cos 6
aaa-accounting group voice-service1>policy_rate=200000#prec_value=5#acct_interval=600

<_GRP
class voip-control
police 112000 1000 0 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 32 packets
set precedence 6
aaa-accounting group voice-service1>policy_rate=200000#prec_value=5#acct_interval=600

<_GRP
class class-default

サービスをターゲットセッションでアクティブにすると、これがアクティブな入力ポリシーとな

ります。

policy-map
input_parent$class-default$voice-service1>policy_rate=200000#prec_value-5#acct_interval=600
<_IN$class-default
class class-default
police cir 10000000 bc 312500 conform-action transmit exceed-action drop
service-policy input_child$voice-service1>policy_rate=200000#prec_value=5#acct_interval=600
<_IN$class-default
policy-map input_child$voice-service1>policy_rate=200000#prec_value=5#acct_interval=600
<_IN$class-default
class voip
police 200000 9216 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop
set precedence 5
aaa-accounting group voice-service1>policy_rate=200000#prec_value=5#acct_interval=600

<_GRP
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class voip-control
police 112000 21000 0 conform-action transmit exceed-action transmit violate-action drop
set precedence 7
aaa-accounting group voice-service1>policy_rate=200000#prec_value=5#acct_interval=600

<_GRP
class class-default

サブスクライバアカウンティングの精度

サブスクライバアカウンティングの精度機能により、Accounting-Stopレコードの入出力パケット/
バイト統計情報は、1秒内まで正確であることが保証されます。

サブスクライバアカウンティングデータは、次のイベント中に認証、許可、アカウンティング

（AAA）サーバに送信されます。

•セッションまたはサービスのライフタイム中に設定されたインターバル

•サービスのログオフ

•セッションの切断

サブスクライバアカウンティングの精度機能に値を設定するには、subscriber accounting accuracy
millisecondsコマンドを使用します。

許可変更（CoA）ACK の順序指定
CoA ACK順序指定は、QOSアカウンティングレコードがこの CoAに送信される前に、個々の
CoAイベント用に CoA-ACKを送信します。 CoAは、単一または複数のサービスのアクティブ化
または非アクティブ化を含む場合があります。

サービスがセッションにインストールできない場合、次の状況が発生します。

• CoA全体が失敗します。

• Policy Managerは RADIUSサーバに CoA-NAKを送信します。

•前のサービスコンフィギュレーションが復元されます。

失敗が検出される前に 1つ以上のサービスがインストールされると、次の状況が発生します。

• CoA全体が失敗します。

•サービスはバックアウトされます。

• Policy Managerは RADIUSサーバに CoA-NAKを送信します。

•前のサービスコンフィギュレーションが復元されます。

マルチサービス CoAは次のいずれかで構成されます。

• QoSサービス：Policy Managerは、最終的に有効な 1個のポリシーマップにサービスを組み
合わせます。すべてのサービスのセッションに適用されるのは、1個のQoSポリシーだけで
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す。ポリシーをインストールできない場合、システムはセッションを復元して前のポリシー

マップを使用します。事実上、セッションは CoAの前の状態に復元されます。

• QoSおよびインテリジェントサービスゲートウェイ（ISG）サービス：PolicyManagerは ISG
サービスを最初に適用し、次に QoSサービスを適用します。 QoSポリシーをインストール
できない場合、システムはセッションを前のポリシーマップに復元します。 ISGと QoSの
両方のサービスは、以前の状態に戻るまでロールバックされます。

マルチサービスCoAの場合、すべてのサービスが正常にインストールされると、1個のCoAACK
のみが送信されます。

許可変更のロールバック

CoAのロールバック機能により、QoSポリシーアカウンティングが CoAが発行される前の状態
に復元されます。また、CoAのロールバックは、CoA-NAKを使用して RADIUSサーバを正しく
認知します。

CoAのロールバック機能は、構文の間違いと、アドミッション制御やリソース割り当ての失敗な
どのポリシーインストール障害に適用されます。

CoAが失敗すると、システムは CoA-NAKを送信し、QoSアカウンティングレコードを送信しま
せん。既存のサービスのアカウンティングレコードは前のカウンタを保持し、新しいパケットを

カウントし続けます。

QoS アカウンティングのハイアベイラビリティ
QoSアカウンティングがクラスでイネーブルになると、ポリシーアカウンティング機能は、次の
3種類のイベントをサポートします。

•開始：新しいアカウンティングフローを示します。開始レコードには、このフローに固有
の統計情報と属性が含まれます。

•中間：どのくらいの頻度でフロー統計情報が報告されるかを示します。

•停止：アカウンティングフローの終りを示します。停止レコードにも、このフローに固有
の統計情報と属性が含まれます。

ポリシーアカウンティング機能は、アカウンティングフローの統計情報を収集し、RADIUSアカ
ウンティングの課金サーバに情報を送信します。

QoSアカウンティングのハイアベイラビリティ機能により、計画的または予想外のフェールオー
バーが発生した場合に、開始、中間、停止の各アカウンティングレコードが影響を受けないよう

にします。計画的または予想外のフェールオーバーが発生すると、QoSアカウンティングの HA
機能により、RADIUSアカウンティングの課金サーバへの情報のフローを中断せずにRPスイッチ
オーバーを発生させることができます。この機能により、すべてのアクティブセッションのすべ

ての QoSサービスが中断することなく続行され、サービスアカウンティングカウンタが RPス
イッチオーバー中保持するようになります。
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ポリシーアカウンティングステートの永続性

開始、停止、中間アカウンティングがStateful Switchover（SSO）または In-Service SoftwareUpgrade
（ISSU）による影響を受けないようにするため、Policy Managerは、すべての QoSサービスおよ
びパラメータ化された CoA機能をフェールオーバー時のスタンバイ RPと同期します。さらに、
ダイナミックな QoSの設定とポーリング間隔は、アクティブ RPとスタンバイ RP間で同期化さ
れます。

スタンバイ RPにパラメータ化された CoAイベントを同期するには、Policy Managerは次の機能
を実行します。

•プロビジョニングイベントをスタンバイ RPで同期するように CoAのリプレイを管理しま
す。

•アクティブ RPとスタンバイ RPの両方で同じサービステンプレートを使用します。

•アクティブ RPとスタンバイ RPの両方でセッションに適用する同じポリシーマップ名とク
ラスマップ名を作成します。

•サービステンプレートのアクティベーション中に定義済みの QoSポリシーマップとクラス
マップを使用します。

ポリシーアカウンティングカウンタの永続性

QoSアカウンティングの HA機能により、ポリシーアカウンティングカウンタが SSOまたは
フェールオーバー中持続するようになります。スイッチオーバーが発生すると、スタンバイ RP
がアクティブ RPになり、以前アクティブだった RPからの統計情報を集計します。新しくアク
ティブになった RPがスイッチオーバー後に定期的な更新を受信した場合は、集計した統計情報
と、定期的な更新から取得した値を使用して、中間レコードが生成されます。新しくアクティブ

になった RPがスイッチオーバー後に定期的な更新を受信しない場合は、以前アクティブだった
RPから集計した統計情報だけを使用して、中間レコードが生成されます。

SSOと ISSUの詳細については、『Cisco IOS High Availability Configuration Guide』を参照してくだ
さい。

QoS ポリシーアカウンティングを使用する方法
QoSポリシーアカウンティングを使用する場合、トラフィッククラスにグループまたは AAA方
式リストを割り当て、次にポリシーアカウンティングのサービステンプレートを設定し、最後に

サブスクライバアカウンティングの精度機能をアクティブにする必要があります。

デフォルトでは、QoSポリシーアカウンティングはトラフィッククラスに割り当てられてい
ません。

（注）
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トラフィッククラスにグループまたは AAA 方式リストを割り当てる

はじめる前に

グループまたは AAA方式リストがすでに存在している必要があります。トラフィッククラスに
未定義のグループまたは AAA方式リストを追加しようとすると、エラーメッセージが表示され
ます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. aaa authentication ppp list-name method1
4. aaa accounting network methodlist-name
5. action-type start-stop
6. periodic interval minutes
7. accounting group group_name list list-name
8. policy-map policy-map-name
9. class class-default
10. accounting aaa list list-name [group-name]
11. end
12. show policy-map session
13. show accounting group group-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

有効な AAA認証方式を指定します。aaa authentication ppp list-namemethod1

例：

Router(config)# aaa authentication
ppp group radius

ステップ 3   

•グループ RADIUSはグローバル RADIUS認証をイネー
ブルにします。
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目的コマンドまたはアクション

RADIUSを使用する場合のサービスの AAAをイネーブルに
します。

aaa accounting networkmethodlist-name

例：
Router(config)# aaa accounting
network list1

ステップ 4   

•クラスまたはグループの中間インターバルを決定するア
ルゴリズムは、ここで指定した方式リストを使用しま

す。

プロセスの開始時に startアカウンティング通知を送信し、プ
ロセスの終了時に stopアカウンティング通知を送信します。

action-type start-stop

例：

Router(config)# action-type
start-stop

ステップ 5   

指定された場合、方式リストに中間インターバル値（1～71,582
分）を追加します。

periodic interval minutes

例：

Router(config)# periodic interval 1

ステップ 6   

•中間インターバルを定義していない場合、AAAで定義
されたグローバル値が使用されます。

•方式リストが中間アップデートをディセーブルにする
と、この方式リストを使用しているアカウンティングフ

ローからは中間更新は生成されません。

AAA方式リストにプロパティを設定します。accounting group group_name list
list-name

ステップ 7   

•既存のトラフィッククラスに割り当てられたグループま
たは AAA方式リストで一時的にプロパティを上書きす例：

Router(config)# accounting group
ることによって、このクラスにセッション単位の変更を

加えることができます。これで、各加入者に動的にカス

タマイズされたQoS設定を提供できるようになります。
group_name AAAmethodlist
AAAmethodlist1

ポリシーマップを作成します。policy-map policy-map-name

例：

Router(config)# policy-map p1

ステップ 8   

トラフィッククラスを作成します。class class-default

例：

Router(config)# class class-default

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

グループまたは AAA方式リストにトラフィッククラスを割
り当てます。

accounting aaa list list-name
[group-name]

例：

Router(config)# accounting aaa list
AAAmethodlist1

ステップ 10   

•次に、グループのないリスト AAAmethodlist1を使用し
てトラフィッククラスのインスタンスに対してイネーブ

ルにされた QoSポリシーアカウンティング機能を示し
ます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config)# end

ステップ 11   

（任意）グループまたは AAA方式リストのあるトラフィッ
ククラスの QoSポリシーアカウンティング機能の情報を表
示します。

show policy-map session

例：

Router# show policy-map session

ステップ 12   

（任意）グループから方式リストへの関連付けをすべて表示

します。

show accounting group group-name

例：

Router# show accounting group
acc-group1

ステップ 13   

•グループ名を入力すると、そのグループに固有の情報が
表示されます。

サブスクライバアカウンティング精度のアクティブ化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. subscriber accounting accuracy milliseconds
4. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サブスクライバアカウンティング精度機能の値を

設定します。

subscriber accounting accuracy milliseconds

例：

Device(config)# subscriber accounting
accuracy 1000

ステップ 3   

特権 EXECモードを開始します。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

トラブルシューティングサービステンプレート

サービステンプレートに問題がある場合、これを修復するには、ルータのすべてのテンプレート

のサービスポリシーマップの使用情報を表示できます。

手順の概要

1. enable
2. show subscriber policy ppm-shim-db
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ルータのすべてのテンプレートのサービスポリシーマッ

プと最終的に有効なポリシーマップの参照カウント（使

用情報）を表示します。

show subscriber policy ppm-shim-db

例：

Router(config)# show subscriber policy
ppm-shim-db

ステップ 2   

QoS ポリシーアカウンティングの設定例

例：グループでの QoS ポリシーアカウンティング機能の使用
次に、グループ化の例を示します。

policy-map my-policy
class voip
police
aaa-accounting group premium-services
class voip-control
police
aaa-accounting group premium-services

例：別のアカウンティングストリームを生成する

次に、voipと voip-controlという 2つの分類子の例を示します。分類子は、1つのターゲットに関
連付けられた 1つのポリシーに割り当てられます。この設定で、2つの別のQoSポリシーアカウ
ンティングストリームが生成されます。

policy-map my-policy
class voip
police 200000
accounting aaa list AAA-LIST
class voip-control
police 100000
accounting aaa list AAA-LIST
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS QoS Command Reference』QoSコマンド

『Cisco IOSHigh Availability ConfigurationGuide』Cisco IOSのハイアベイラビリティ

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

『RADIUS Accounting』RFC 2866
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

QoS ポリシーアカウンティング機能の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 9：QoS ポリシーアカウンティング機能の機能情報

機能情報リリース機能名

QoSアカウンティングのハイ
アベイラビリティ（HA）機能
により、QoSアカウンティング
統計情報の有効性が持続し、

RADIUSアカウンティングの課
金サーバにより、計画中の予期

せぬルートプロセッサ（RP）
スイッチオーバー時にアカウン

ティングカウンタが引き続き

報告されます。

Cisco IOS XE Release 3.5Sで
は、このサービスは Cisco ASR
1000シリーズルータに導入さ
れました。

コマンド debug qos accounting
が変更されました。

Cisco IOS XE Release 3.5SQoSアカウンティング HA
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機能情報リリース機能名

QoSポリシーアカウンティン
グ機能により、システムのトラ

フィックを正確に示すことがで

きます。加入者に対する QoS
設定の割り当ての柔軟性も高く

なります。

スタティックCLI駆動型のアカ
ウンティングがサポートされま

す。

Cisco IOS XE Release 2.6では、
Cisco ASR 1000シリーズ
Aggregation Services Routerにこ
の機能が実装されました。

Cisco IOS XE Release 3.2Sで
は、ダイナミックなアクティ

ベーションによって制御されな

いサービスの場合は、サービス

テンプレート、加入者のサブセ

カンド精度、ダイナミックな

CoAと中断のないアカウンティ
ングがサポートされます。

この機能により、show
subscriber policy ppm-shim-db
コマンドと subscriber
accounting accuracyコマンドが
追加されました。

Cisco IOS XE Release 2.6

Cisco IOS XE Release 3.2S

Cisco IOS XE Release 3.8S

QoSポリシーアカウンティン
グ
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第 8 章

ATM VC での PPP セッションキューイング

ATM VC機能での PPPセッションキューイングにより、ユーザが指定したレートに PPP over
Ethernet over ATM（PPPoEoA）セッションをシェーピングし、キューに入れることができます。
複数のセッションが ATM VCに存在することがあり、Quality of Service（QoS）ポリシーを適用
させることも、セッションの一部がQoSポリシーを所有することもあります。ルータは、VCで
の PPPoEoAトラフィックに使用するすべての帯域幅の合計をシェーピングします。これで、
Digital Subscriber Line Access Multiplexer（DSLAM）への加入者接続が輻輳状態になりません。
キューイング関連機能は、PPPoEoAセッション全体で稼働するさまざまなアプリケーションに、
異なるサービスレベルを提供します。

ネストされた、2つのレベルの階層型サービスポリシーは、ModularQualityofServiceCommand-Line
Interface（MQC）を使用して、ルータに直接シェーピングするセッションを設定するために使用
されます。階層型ポリシーは次のコンポーネントから構成されます。

•子ポリシー：priority、bandwidth、policeなどの QoSコマンドを使用して QoSアクションを
定義します。

•親ポリシー：shapeコマンドまたは bandwidth remaining ratioコマンド、またはこの両方のコ
マンドが設定された class-defaultクラスのみが含まれます。

• shapeコマンド：特定のアルゴリズムに従って、指定されたビットレートにセッショ
ントラフィックをシェーピングします。

• bandwidth remaining ratioコマンド：輻輳中にセッションに割り当てる未使用帯域幅の
量を決定するためにルータが使用する比率の値を指定します。

ATMVCでの PPPセッションキューイング機能は、PPP終端集約（PTA）設定と L2TPアクセ
スコンセントレータ（LAC）設定の双方で動作します。

（注）

以下の図は、ATM VCでの PPPセッションキューイングを示します。
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• 機能情報の確認, 108 ページ

• ATM VCでの PPPセッションキューイングの前提条件, 108 ページ

• ATM VCでの PPPセッションキューイングに関する制約事項, 109 ページ

• ATM VCでの PPPセッションキューイングの概要, 109 ページ

• ATM VCでの PPPセッションキューイングの設定方法, 112 ページ

• ATM VCでの PPPセッションキューイングの設定例, 122 ページ

• その他の関連資料, 125 ページ

• ATM VCでの PPPセッションキューイングの機能情報, 126 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ATM VC での PPP セッションキューイングの前提条件
• PPPoEoAセッションをイネーブルにする必要があります。
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• class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスを作成し、トラフィックの分類に使用さ
れる一致基準を指定します。

• RADIUSを使用するダイナミックな PPPoEoAセッションキューイングの場合、次を実行す
る必要があります。

•認証、許可、アカウンティング（AAA）をルータでイネーブルにする

•ダイナミックな QoS用に RADIUSサーバを設定する

• RADIUSサーバに加入者のユーザプロファイルを作成する

ATM VC での PPP セッションキューイングに関する制約
事項

•非整型 VC（指定されたピークセルレート（PCR）または平均セルレート（SCR）のない
VC）には、PPPセッションキューイングを設定できません。

•セッションキューイングポリシーを持つ VCは、整形仮想パス（VP）の一部にすることは
できません。

•同じATMカテゴリ（整形未指定ビットレート（UBR）など）に低帯域幅VCと高帯域幅VC
の両方が含まれる場合、SARメカニズムにより高帯域幅 VCの低スループットを引き起こす
可能性があります。回避策は、低帯域幅 VCと高帯域幅 VCに異なる ATMクラスを使用す
ることです。たとえば、低帯域幅 VCを整形 UBRとして、高帯域幅 VCを非リアルタイム
可変ビットレート（VBR-rt nrt）または固定ビットレート（CBR）として設定します。

• CLASS-BASED QOS MIBには、セッションに適用されるサービスポリシーの統計情報は含
まれません。

• RADIUSアカウンティングには、キューイングの統計情報は含まれません。

ATM VC での PPP セッションキューイングの概要

ATM VC での PPP セッションに QoS ポリシーを動的に適用する
ルータによって、RADIUSを使用して PPPoEoAセッションに QoSポリシーマップを動的に適用
できるようになります。QoSポリシーの実際の設定がルータで発生しても、セッションに動的に
適用するポリシーマップの名前を指定するように RADIUSに次の属性と値（AV）のペアを設定
することができます。

"ip:sub-qos-policy-in=<name of the QoS policy in ingress direction>"
"ip:sub-qos-policy-out=<name of egress policy>"

AVペアは、次の RADIUSプロファイルのいずれかに定義できます。
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•ユーザプロファイル：RADIUSサーバ上のユーザプロファイルには、ユーザに適用されるポ
リシーマップ名を識別するエントリが含まれます。ポリシーマップ名は、セッションが承

認されると RADIUSがルータにダウンロードするサービスです。

•サービスプロファイル：RADIUSサーバ上のサービスプロファイルは、セッション IDと
AVペアを指定します。セッション IDは、セッションの IPアドレスなどです。AVペアは、
ユーザが属するサービス（ポリシーマップ名）を定義します。

ポリシーサーバからサービスログイン要求を受け取った後、すでにログインしている加入者向け

のサービスをアクティブにするため、RADIUSはルータに許可変更（CoA）要求を送信します。
許可に成功すると、ルータは ip:sub-qos-policy-in[out]= AVペアを使用して RADIUSからポリシー
マップ名をダウンロードし、PPPoEoAセッションに QoSポリシーを適用します。サービスポリ
シーにはキューイング関連の操作が含まれるため、ルータは適切なクラスキューを設定します。

ルータは RADIUSのベンダー固有属性（VSA）38、Cisco-Policy-Downおよび Cisco-Policy-Up
もサポートしますが、QoSポリシー定義には ip:sub-qos-policy-in[out]= AVペアを使用すること
を推奨します。

（注）

PPP セッションキューイングの継承
PPPセッションは、そのユーザの親インターフェイスからキューを継承するか、セッション自身
のキューを含みます。セッションキューイングが設定されている PPPoEoAセッションにはそれ
ぞれ独自のキューのセットがあります。

次の表に、ルータがセッショントラフィックを指示するキューを示します。

表 10：PPP セッションキューの継承

セッショントラフィックに使用されるキューキューイングポリシー

VCのデフォルトキューポリシーなし

VCキューVCに適用

セッションのキューセッションに適用

PPP セッションキューイングをサポートするインターフェイス
ルータはアウトバウンドトラフィック専用の整形 ATM VCに対して、PPPセッションキューイ
ングをサポートします。

ルータはインバウンド ATMインターフェイスでの PPPセッションキューイングをサポートされ
ません。
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混合設定とキューイング

混合設定とは、QoSが適用されていないセッションが含まれる設定です。一部の VCではキュー
イングポリシーは VCレベルで適用され、他の VCではセッションにキューイングポリシーが適
用されます。一部のセッションにはポリシーがまったく適用されません。その結果、ルータはト

ラフィックを階層型キューイングフレームワーク（HQF）を使用して次のようにトラフィックを
転送します。

• VCレベルまたはセッションレベルでキューイングポリシーが適用されていない場合、ルー
タは policing-onlyポリシーが適用されている、またはポリシーが適用されていない VC上の
セッションからのトラフィックを含む、VC上のすべてのトラフィックをデフォルトキュー
に送信します。

•キューイングポリシーがセッションレベルではなくVCレベルで適用されている場合、ルー
タはVC上のキューイングポリシーに関連付けられたキューにトラフィックを送信します。

•キューイングポリシーが他のセッションにではなくVC上の一部のセッションに適用されて
いる場合、ルータは policing-onlyポリシーが付属したトラフィックまたは VCのデフォルト
キューにポリシーが適用されていないトラフィックを送信します。ルータは、キューイング

ポリシーが付属したトラフィックを、セッションに適用されるキューイングポリシーに関連

付けられたキューに送信します。

帯域幅モードおよび ATM ポートのオーバーサブスクリプション
ATMポートは予約帯域幅モードまたは共有帯域幅モードで動作します。

ポートがオーバーサブスクライブしていない（ポート上のすべての VCの帯域幅の合計がポート
帯域幅未満である）場合、ポートは予約帯域幅モード（特定の量の帯域幅がポートの各 VC用に
予約されている）で動作します。VCが割り当てられた帯域幅の一部だけを使用している場合は、
未使用の帯域幅はポート上の VC間で共有されません。

ATMポートがオーバーサブスクライブしている（ポート上のすべての VCの帯域幅の合計がポー
ト帯域幅よりも大きい）場合、ポートは共有帯域幅モードで動作します。このモードでは、すべ

ての未使用帯域幅が、VCの個々のシェーピングレートまで、ポート上の他の VCで再使用でき
ます。VC上のトラフィックは、その VCのシェーピングレートを超えることはできません。

セッションレベルでのオーバーサブスクリプション

セッションレベルのオーバーサブスクリプションは、セッションのトラフィックのシェーピング

後、および集約セッショントラフィックがサブインターフェイスのシェーピングレートを超過し

た場合に発生します。すべてのプライオリティトラフィックが指定されると、ルータは、セッ

ションに適用されるポリシーの親ポリシーに設定した bandwidth remaining ratioコマンドで指定さ
れた値に基づいて、VC上の残りの帯域幅をセッションに分配します。 bandwidth remaining ratio
コマンドが親ポリシーで指定されていない場合、ルータはデフォルトの比率である 1を使用しま
す。
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ATM VC での PPP セッションキューイングの設定方法

仮想テンプレートを使用して PPP セッションキューイングを設定する
仮想テンプレートは、その設定が特定の目的に対応する汎用設定情報、ユーザ固有の設定情報と

ルータ依存情報を指定できる論理インターフェイスです。インターフェイスに仮想テンプレート

を設定し、仮想テンプレートに QoSポリシーマップを適用します。仮想テンプレートは、ポリ
シーマップで指定された QoS機能を継承します。ルータがインターフェイスにセッションを確
立すると、ルータは仮想テンプレート設定で指定されたQoS機能を、仮想テンプレートに付加さ
れたポリシーマップで指定されたQoS機能を含むセッションに作成された仮想アクセスインター
フェイス（VAI）に適用します。

ATMインターフェイスに設定されたブロードバンド集約グループ（bba-group）は、セッションに
QoSポリシーを適用するためにルータが使用する仮想テンプレートを示します。セッションが
ATMインターフェイスに到達すると、ルータはセッションに仮想アクセスインターフェイス
（VAI）を作成し、仮想テンプレートに関連付けられたポリシーをセッションに適用します。

仮想テンプレートを使用して PPPoEoAセッションキューイングを設定するには、次の設定作業
を実行します。

階層型 QoS ポリシーの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-map-name
4. class class-map-name
5. priority level level
6. police bps [burst-normal burst-max] [conform-action action] [exceed-action action] violate-action

action
7. set cos value
8. bandwidth remaining ratio
9. exit
10. policy-map policy-map-name
11. class class-default
12. bandwidth remaining ratio
13. shape [average] mean-rate[burst-size] [excess-burst-size]
14. service-policy policy-map-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

子ポリシーを作成または変更します。ポリシーマップコンフィギュ

レーションモードを開始します。

policy-map policy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
policy-map-name

ステップ 3   

policy-map-nameは子ポリシーマップの名前です。

指定するトラフィッククラスをポリシーマップに割り当てます。ポ

リシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始します。

class class-map-name

例：

Router(config-pmap)# class
class-map-name

ステップ 4   

class-map-nameは設定済みのクラスマップの名前で、QoSアクショ
ンを定義するトラフィッククラスです。

子ポリシーマップに含めるトラフィッククラスごとにステップ 2～
6を繰り返して行ってください。

（任意）完全プライオリティサービスモデルの複数レベルを定義し

ます。特定のプライオリティレベルのサービスを持つトラフィック

priority level level

例：

Router(config-pmap-c)# priority
level level

ステップ 5   

クラスをイネーブルにすると、指定されたプライオリティサービス

のレベルがイネーブルであるすべてのトラフィックに関連付けられ

た単一のプライオリティキューに影響します。

levelは、特定のプライオリティレベルを示す番号です。有効な値
は、1（高プライオリティ）～ 4（低プライオリティ）です。デフォ
ルト:1

（任意）トラフィックポリシングを設定します。police bps [burst-normal
burst-max] [conform-action action]

ステップ 6   

bpsはビット/秒の平均速度です。有効値は 8000～ 200000000です。[exceed-action action] violate-action
action （任意）burst-normalは標準バーストサイズ（バイト）です。有効

値は 1000～ 51200000です。デフォルトのノーマルバーストサイズ
は 1500バイトです。例：

Router(config-pmap-c)# police （任意）burst-maxは超過バーストサイズ（バイト）です。有効値は
1000～ 51200000です。

bps [burst-normal] [burst-max]
[conform-action action]

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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目的コマンドまたはアクション

[exceed-action action]
[violate-action action]

（任意）conform-action actionは、レート制限に適合するパケットで
実行されるアクションを示します。

（任意）exceed-action actionは、レート制限を超過するパケットで実
行されるアクションを示します。

（任意）violate-action actionは、ノーマルおよび超過バーストサイズ
に違反するパケットで実行するアクションです。

（任意）送信パケットのレイヤ 2サービスクラス（CoS）値を設定
します。

set cos value

例：

Router(config-pmap-c)# set cos
value

ステップ 7   

値は 0～7の、IEEE 802.1Q CoS固有値です。

（任意）クラスレベルまたはサブインターフェイスレベルのキュー

の BRRを指定します。この BRRは、プライオリティトラフィック
bandwidth remaining ratio

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio

ステップ 8   

によって使用されていない余分な帯域幅を判断し、非プライオリティ

キューに割り当てるために輻輳時に使用します。

比率は、他のサブインターフェイスまたはキューに関して、サブイ

ンターフェイスまたはキューに対する相対的重みを指定します。有

効な値は、1～ 1000です。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 9   

親ポリシーを作成または変更します。policy-map policy-map-name

例：

Router(config-pmap)# policy-map
policy-map-name

ステップ 10   

policy-map-nameは親ポリシーマップの名前です。

親 class-defaultクラスを設定または変更します。class class-default

例：

Router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 11   

親ポリシーの class-defaultクラスは 1つだけ設定できます。他のトラ
フィッククラスは設定しないでください。

（任意）クラスレベルまたはサブインターフェイスレベルのキュー

の BRRを指定します。この BRRは、プライオリティトラフィック
bandwidth remaining ratio

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio

ステップ 12   

によって使用されていない余分な帯域幅を判断し、非プライオリティ

キューに割り当てるために輻輳時に使用します。
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目的コマンドまたはアクション

比率は、他のサブインターフェイスまたはキューに関して、サブイ

ンターフェイスまたはキューに対する相対的重みを指定します。有

効な値は、1～ 1000です。

指示されたビットレートにトラフィックをシェーピングし、ATM
オーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにします。

shape [average]
mean-rate[burst-size]
[excess-burst-size]

ステップ 13   

（任意）averageは、各間隔で送信される最大ビット数を指定する認
定バースト（Bc）です。このオプションがサポートされるのは
Performance Routing Engine 3（PRE3）だけです。

例：

mean-rateは、認定情報速度（CIR）とも呼ばれます。トラフィック
のシェーピングに使用されるビットレートをbps単位で指定します。Router(config-pmap-c)# shape

[average] mean-rate [burst-size]
[excess-burst-size] このコマンドを逆方向明示的輻輳通知（BECN）の近似値と併用する

と、ビットレートは許容ビットレート範囲の上限値になります。

（任意）burst-sizeは測定インターバル内のビット数（Bc）です。

（任意）excess-burst-sizeは Beの超過が許可される受け入れ可能な
ビット数です。

親の class-defaultクラスに子ポリシーを適用します。service-policy policy-map-name

例：

Router(config-pmap-c)#
service-policy policy-map-name

ステップ 14   

policy-map-nameは、ステップ 1で設定された子ポリシーマップの名
前です。

例

次に、階層型 QoSポリシーを設定する例を示します。この例では、child-policyは Premiumと
Silverという 2種類のトラフィッククラスに QoS機能を設定します。 Premiumトラフィックが優
先され、40パーセントでポリシングされます。ルータは Premiumトラフィックの IP precedence
をレベル 3に設定します。 Silverトラフィックは 80000 bpsでポリシングされ、IP Precedenceレベ
ル 3が設定されます。トラフィックを 200,000 Kbpsにシェーピングする親ポリシーの class-default
クラスに child-policyが適用されます。

Router(config)# policy-map child-policy
Router(config-pmap)# class Premium
Router(config-pmap-c)# priority
Router(config-pmap-c)# police percent 40
Router(config-pmap-c)# set ip precedence 3
Router(config-pmap-c)# class Silver
Router(config-pmap-c)# police 80000 10000 conform-action transmit exceed-action drop
Router(config-pmap-c)# set ip precedence 5
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# policy-map Parent
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape 200000
Router(config-pmap-c)# service-policy output child-policy
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Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)#

仮想テンプレートと階層型ポリシーマップの関連付け

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface virtual-template template- number
4. service-policy {input | output} policy-map-name
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

仮想テンプレートを作成し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface virtual-template template-
number

例：

Router(config)# interface
virtual-template template-number

ステップ 3   

template-numberは識別のために仮想テンプレートインターフェ
イスに割り当てられる番号です。有効な値は 1～200です。

ルータ上に最大 200個の仮想テンプレートインターフェイスを
設定できます。

指定したポリシーマップを、指定の着信方向または発信方向で

仮想テンプレートインターフェイスに対応付けます。

service-policy {input | output}
policy-map-name

例：

Router(config-if)# service-policy
{input | output} policy-map-name

ステップ 4   

inputは着信トラフィックにポリシーマップを適用するように
指定します。

outputは発信トラフィックにポリシーマップを適用するように
指定します。

policy-map-nameは設定済みのポリシーマップの名前です。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 5   

例

次に、仮想テンプレートとポリシーマップを関連付ける例を示します。この例では、Parentとい
う名前のポリシーマップがVirtualTemplate1という名前の仮想テンプレートに関連付けられます。

Router(config)# interface virtual-template1
Router(config-if)# service-policy output Parent
Router(config-if)# exit
Router(config)#

ATM サブインターフェイスに仮想テンプレートを適用する

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. bba-group pppoe group-name
4. virtual-template template-number
5. exit
6. interface atm number.subinterface [point-to-point]
7. pvc [name] vpi/vci
8. protocol pppoe group group-name
9. exit
10. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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ASR 1000）

117

ATM VC での PPP セッションキューイング
ATM サブインターフェイスに仮想テンプレートを適用する



目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

PPP over Ethernet（PPPoE）プロファイルを作成します。BBAグループ
コンフィギュレーションモードを開始します。

bba-group pppoe group-name

例：

Router(config)# bba-group
pppoe group-name

ステップ 3   

group-nameは、PPPoEプロファイルの名前です。

仮想アクセスインターフェイスのクローンを作成する際に使用される

仮想テンプレートに BBAグループを関連付けます。
virtual-template
template-number

例：

Router(config-bba-grp)#

ステップ 4   

template-numberは仮想テンプレートの識別番号です。

virtual-template
template-number

BBAグループコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-bba-grp)# exit

ステップ 5   

サブインターフェイスを作成または変更します。サブインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface atm number.subinterface
[point-to-point]

例：

Router(config)# interface atm

ステップ 6   

atmはインターフェイスタイプです。

numberは、インターフェイスのスロット、モジュール、およびポート
番号です（1/0/0など）。number.subinterface

[point-to-point]
.subinterfaceはサブインターフェイスの番号です（1/0/0.1など）です。

（任意）point-to-pointはサブインターフェイスが別のサブインターフェ
イスに直接接続することを示します。

ATM相手先固定接続（PVC）を作成または変更します。 ATM仮想回
線コンフィギュレーションモードを開始します。

pvc [name] vpi/vci

例：

Router(config-subif) pvc
[name] vpi/vci

ステップ 7   

（任意）nameは PVCを識別し、15文字まで使用できます。

vpi/はこの PVCのATMネットワーク仮想パス識別子（VPI）を指定し
ます。スラッシュを指定する必要があります。有効な値は、0～ 255
です。ルータは、有効な値の範囲外にある値を接続 IDとして処理し
ます。デフォルト値は 0です
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目的コマンドまたはアクション

vpiおよび vci引数は両方を 0に設定できません。一方が 0
の場合、もう一方は 0にできません。

（注）

vciはこの PVCの ATMネットワーク仮想チャネル識別子（VCI）を指
定します。有効な値は 0～1で、atm vc-per-vpコマンドによってこのイ
ンターフェイスに対して設定された最大値未満です。値が範囲外の場

合、「認識されないコマンド」のエラーメッセージが表示されます。

VCI値はローカルにだけ意味があるため、単一リンク上でだけ一意で
あり、ATMネットワーク全体では一意ではありません。通常、小さ
い値である 0～31は特定のトラフィック（F4 OAM、SVCシグナリン
グ、ILMIなど）に予約されているため使用できません。

PPP over Ethernet（PPPoE）セッションを相手先固定接続（PVC）で確
立できるようにします。

protocol pppoe group group-name

例：

Router(config-atm-vc)#

ステップ 8   

groupは、インターフェイス上のPPPoEセッションで使用されるPPPoE
プロファイル（bba-group）を示します。

protocol pppoe group
group-name group-nameは、インターフェイス上の PPPoEセッションで使用される

PPPoEプロファイル（bba-group）の名前です。

group group-nameは、QoSポリシー付きの仮想テンプレートインター
フェイスをセッションに適用するために使用される、bba-groupを指し
ます。

ATM仮想回線コンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-atm-vc)# exit

ステップ 9   

サブインターフェイスコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-subif)# exit

ステップ 10   

例

次に、ATMインターフェイスを仮想テンプレートインターフェイスを関連付ける方法と、イン
ターフェイス上のセッションに仮想テンプレート内のポリシーを適用する方法の例を示します。

この例では、Parentという名前のサービスポリシーが、pppoeoa-groupという bba-groupに関連付
けられているVirtual-Template 8に適用されます。 bba-groupはATMサブインターフェイス 4/0/1.10
上の PVC 101/210に適用されます。

bba-group pppoe pppoeoa-group
Virtual-Template 8
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interface ATM4/0/1.10 point-to-point
pvc 101/210
vbr-nrt 4000 2000 50
no dbs enable
encapsulation aal5snap
protocol pppoe group pppoeoa-group
!
interface Virtual-Template8
ip unnumbered Loopback5555
no logging event link-status
peer default ip address pool pool-1
ppp authentication chap
service-policy output Parent

RADIUS を使用して PPP セッションキューイングを設定する
RADIUSを使用して PPPoEoAセッションキューイングを設定するには、次の設定作業を実行し
ます。

ポリシーマップの設定

ルータによって、PPPoEoAセッションに RADIUSを使用して QoSポリシーマップを動的に適用
できるようになります。

RADIUS プロファイルに Cisco QoS AV ペアを追加する
シスコの属性と値（AV）のペアは、シスコなどのベンダーが独自の拡張属性をサポートできるよ
うにするベンダー固有属性（VSA）です。 RADIUS属性 26は、ルータと RADIUSサーバ間でベ
ンダー固有の情報をやり取りするために使用される Cisco VSAです。

RADIUSユーザプロファイルには、RADIUSサーバが認証する各ユーザのエントリが含まれます。
エントリごとにユーザがアクセス可能な属性が設定されます。RADIUSを使用してPPPoEoAセッ
ションキューイングを設定する場合は、適切なユーザプロファイルに次の Cisco AVペアを入力
してください。

Cisco-AVPair = "ip:sub-qos-policy-out=<name of egress policy>"

Cisco AVペアは、QoS機能を PPPoEoAセッションに適用する場合にルータが使用するポリシー
マップを示します。ポリシーサーバからサービスログイン要求を受け取った後、すでにログイ

ンしているユーザ向けのサービスをアクティブにするため、RADIUSはルータに許可変更（CoA）
要求を送信します。認証に成功すると、ルータはCiscoAVペアを使用してRADIUSからポリシー
マップ名をダウンロードし、セッションに QoSポリシーを適用します。

ルータは RADIUSのベンダー固有属性（VSA）38、Cisco-Policy-Downおよび Cisco-Policy-Up
もサポートしますが、QoSポリシー定義には上記の属性を使用することを推奨します。

（注）
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ATM VC での PPP セッションキューイングの確認

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. show policy-map [interface interface]
4. show policy-map session [uid uid-number] [input | output [class class-name]]
5. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ユーザが指定したインターフェイスに付加されたポリシーマップ

に関する情報を表示します。インターフェイスを指定しないと、

showpolicy-map [interface interface]

例：

Router# show policy-map
[interface interface]

ステップ 3   

ルータ上で設定されているすべてのポリシーマップに関する情報

が表示されます。

interface interfaceは、インターフェイスのタイプと番号です（atm
4/0/0など）。

加入者セッションに対して有効な QoSポリシーマップを表示しま
す。

show policy-map session [uid
uid-number] [input | output [class
class-name]]

ステップ 4   

（任意）uidは一意のセッション IDを定義します。

例：

Router# show policy-map session

（任意）uid-numberは一意のセッション IDです。有効な値は 1～
65535です。

[uid uid-number] [input | output
[class class-name]] （任意）inputには一意のセッションのアップストリームトラフィッ

クが表示されます。

（任意）outputには一意のセッションのダウンストリームトラフィッ
クが表示されます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）classは、QoSポリシーマップ定義の一部であるクラスを
識別します。

（任意）class-nameはQoSポリシーマップ定義の一部であるクラス
名を提供します。

ルータ上の実行コンフィギュレーションを表示します。出力には、

AAA設定、およびポリシーマップ、ATMVCs、PPPoEoA、ダイナ
show running-config

例：

Router# show running-config

ステップ 5   

ミック帯域幅選択、仮想テンプレート、RADIUSサーバの設定が表
示されます。

ATM VC での PPP セッションキューイングの設定例

ATM VC での PPP セッションキューイングの設定例
次に、PPPoEoAセッションキューイングを設定する例を示します。この例では、pppoeoa Group
という名前のブロードバンド集約グループに適用されるpm_hier2_0_2という名前の階層型QoSポ
リシーが、Virtual-Template555に関連付けられています。

bba-group pppoe pppoeoa-group
Virtual-Template 555
!
policy-map pm_hier2_child_0_2
class cm_0
priority level 1
police percent 5 2 ms 0 ms conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 77 packets
class cm_1
shape average percent 80
bandwidth remaining ratio 80
class class-default
shape average percent 50
bandwidth remaining ratio 20
policy-map pm_hier2_0_2
class class-default
shape average percent 100
bandwidth remaining ratio 100
service-policy pm_hier_child_0_2
interface ATM2/0/7.5555 point-to-point
pvc 1/5555
vbr-nrt 4000 2000 50
no dbs enable
encapsulation aal5snap
protocol pppoe group pppoeoa-group
!
!
interface Virtual-Template555
ip unnumbered Loopback5555
no logging event link-status
peer default ip address pool pool-1
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ppp authentication chap
service-policy output pm_hier2_0_2

階層型ポリシーマップを設定および適用する例

階層型ポリシーマップを設定および適用する例,（123ページ）に、階層型ポリシーを設定し、仮
想テンプレートに適用する例を示します。この例には、child1という名前の子ポリシーマップ
と、goldトラフィッククラスと bronzeトラフィッククラス用に定義された QoS機能が含まれま
す。 child1ポリシーは 512000 bpsにシェーピングされる、親ポリシーマップに適用されます。階
層型ポリシーは、virtual-template 1という名前の仮想テンプレートに適用されます。

Router(config)# policy-map child1
Router(config-pmap)# class gold
Router(config-pmap-c)# priority
Router(config-pmap-c)# police percent 40
Router(config-pmap-c)# class bronze
Router(config-pmap-c)# police 8000
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# policy-map parent
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape 512000
Router(config-pmap-c)# service-policy child1
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface virtual-template 1
Router(config-if)# service-policy output parent

ATM VC での PPP セッションキューイング用 RADIUS の設定例
ATMVCでのPPPセッションキューイング用RADIUSの設定例,（123ページ）に、ポリシーマッ
プ名をルータにダウンロードする際に使用される Cisco AVペアを定義する方法を示します。加
入者のユーザプロファイルの例の最初の 3行には、ユーザパスワード、サービスタイプ、プロ
トコルタイプが含まれます。この情報は、ユーザプロファイルが最初に作成されたときに、加

入者のユーザプロファイルに入力されます。最後の行は、ユーザプロファイルに追加されたCisco
QoS AVペアの例です。ルータにダウンロードされたポリシーマップ名は p23です。

userid Password = "cisco"
Service-Type = Framed,
Framed-Protocol = PPP,
cisco-avpair = "sub-qos-policy-out=p23"

ATM VC での PPP セッションキューイングの確認例
ATM VCでの PPPセッションキューイングの確認例, （123ページ）は、show pppoe sessionコマ
ンドを使用して、ルータに設定されたセッションを表示します。この場合、セッション ID（SID）
6で 1個のセッションがアクティブです。

PPP セッション情報の表示：show pxf cpu queue session コマンド

Router# show pppoe session
1 session in LOCALLY_TERMINATED (PTA) State
1 session total
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Uniq ID PPPoE RemMAC Port VT VA State
SID LocMAC VA-st Type
14 6 0009.b68d.bb37 ATM2/0/7.5555 555 Vi3.1 PTA
0009.b68d.bc37 VC: 1/5555 UP

ATM VCでの PPPセッションキューイングの確認例, （123ページ）は、show policy-map session
コマンドを使用して、ダウンストリーム方向のトラフィックのQoSポリシーマップ統計情報を表
示します。ポリシーマップコンフィギュレーションの例も示します。

PPP セッション情報の表示：show policy-map session コマンド

Router# show pppoe session
1 session in LOCALLY_TERMINATED (PTA) State
1 session total
Uniq ID PPPoE RemMAC Port VT VA State
SID LocMAC VA-st Type
14 6 0009.b68d.bb37 ATM2/0/7.5555 555 Vi3.1 PTA
0009.b68d.bc37 VC: 1/5555 UP
Router#
Router#
Router# show policy-map session uid 14
SSS session identifier 14 -
Service-policy output: pm_hier2_0_2
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
0 packets, 0 bytes
30 second rate 0 bps
Queueing
queue limit 50 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 2000000, bc 8000, be 8000
target shape rate 2000000
bandwidth remaining ratio 100
Service-policy : pm_hier2_child_0_2
queue stats for all priority classes:
Queueing
priority level 1
queue limit 77 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
Class-map: cm_0 (match-any)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0
0 packets, 0 bytes
30 second rate 0 bps
Priority: 0% (0 kbps), burst bytes 4470, b/w exceed drops: 0
Priority Level: 1
Police:
104000 bps, 1536 limit, 0 extended limit
conformed 0 packets, 0 bytes; action: transmit
exceeded 0 packets, 0 bytes; action: drop
violated 0 packets, 0 bytes; action: drop
Class-map: cm_1 (match-any)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 1
0 packets, 0 bytes
30 second rate 0 bps
Queueing
queue limit 237 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 1600000, bc 6400, be 6400
target shape rate 1600000
bandwidth remaining ratio 80
Class-map: class-default (match-any)
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0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
0 packets, 0 bytes
30 second rate 0 bps
Queueing
queue limit 77 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 1000000, bc 4000, be 4000
target shape rate 1000000
bandwidth remaining ratio 20
Router# show policy-map pm_hier2_0_2
Policy Map pm_hier2_0_2
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 100%
bandwidth remaining ratio 100
service-policy pm_hier2_child_0_2
Router# show policy-map pm_hier2_child_0_2
Policy Map pm_hier2_child_0_2
Class cm_0
priority level 1
police percent 5 2 ms 0 ms conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
queue-limit 77 packets
Class cm_1
Average Rate Traffic Shaping
cir 80%
bandwidth remaining ratio 80
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 50%
bandwidth remaining ratio 20

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS QoS Command Reference』QoSコマンド

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ATM VC での PPP セッションキューイングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 11：ATM VC での PPP セッションキューイングの機能情報

機能情報リリース機能名

ATM仮想回線（VC）での PPP
セッションキューイングによ

り、ユーザが指定したレートに
PPP over Ethernet over ATM
（PPPoEoA）セッションを
シェーピングし、キューに入れ

ることができます。

この機能は、Cisco IOS Release
XE 2.5で、Cisco ASR 1000シ
リーズルータに導入されまし

た。

Cisco IOS XE Release 2.5ATM VCでの PPPセッション
キューイング

Cisco and the Cisco Logo are trademarks of Cisco Systems, Inc. and/or its affiliates in the U.S. and other
countries. A listing of Cisco's trademarks can be found at www.cisco.com/go/trademarks . Third party
trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply
a partnership relationship between Cisco and any other company. (1005R)

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

127

ATM VC での PPP セッションキューイング
ATM VC での PPP セッションキューイングの機能情報

http://www.cisco.com/go/cfn
http://www.cisco.com/go/trademarks


   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）

128

ATM VC での PPP セッションキューイング
ATM VC での PPP セッションキューイングの機能情報



第 9 章

階層型 Color-Aware ポリシング

階層型 Color-Awareポリシング機能は、子から親にポリサーの順序付けを評価する場面に 2つの
レベルのポリシングを提供し、親レベルで特定のトラフィックを優先的に扱うことができます。

この機能は、次のサポートと変更を通じて、Cisco IOSXERelease 3.2SからCiscoASR1000シリー
ズアグリゲーションサービスルータでイネーブルになります。

•階層型ポリシーでのデータプレーンのポリシングの順序を反転させ、このポリシーが子か
ら親に評価されるようにます。以前のリリースでは、ポリシーは親から子に評価されてい

ました。

• Quality of Service（QoS）ポリシー内の Color-Awareポリシングの限定的なサポート（RFC
2697、RFC 2698）。

• 機能情報の確認, 129 ページ

• 階層型 Color-Awareポリシングの前提条件, 130 ページ

• 階層型 Color-Awareポリシングに関する制約事項, 130 ページ

• 階層型 Color-Awareポリシングの概要, 130 ページ

• 階層型 Color-Awareポリシングの設定方法, 134 ページ

• 階層型 Color-Awareポリシングの設定例, 137 ページ

• その他の関連資料, 140 ページ

• 階層型 Color-Awareポリシングの機能情報, 141 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

階層型 Color-Aware ポリシングの前提条件
Cisco IOS XE Release 3.2S以降のバージョンがインストールされていて、Cisco ASR 1000シリーズ
ルータで実行されている必要があります。

モジュラ Qos CLI（MQC）、マスターコントロールプロセッサ（MCP）ソフトウェアとハード
ウェアアーキテクチャなどの関連機能とテクノロジーについて知っておく必要があります。その

他の関連資料,（140ページ）の項には、関連機能およびテクノロジーマニュアルへのリンクが記
載されています。

階層型 Color-Aware ポリシングに関する制約事項
Color-Awareポリシング機能には次の制約事項が適用されます。

• Color-Awareクラスマップは、QoSグループのマッチングだけをサポートします。

• Color-Awareクラスごとに 1フィルタのみ（1個のmatchステートメント）がサポートされま
す。

• Color-Aware統計情報はサポートされません。既存のポリサー統計情報だけがサポートされ
ます。

• Color-Awareクラスマップの削除（no class-mapclass-map-nameコマンドを使用）は、クラス
マップが Color-Awareポリサーで参照されている間は許可されません。これは、すべての
Color-Awareポリサーから取り除く必要があります（no conform-colorclass-map-nameまたは
no exceed-colorclass-map-nameコマンドを最初に使用）。

•階層型ポリサーの評価は、子から親への順序付けをサポートするために永続的に反転します
（設定不可）。

階層型 Color-Aware ポリシングの概要

階層型の順序のポリシング

Cisco IOS XE Release 3.2S以前は、Cisco ASR 1000シリーズプラットフォームは、評価順序が親か
ら子である階層型ポリシーでのポリサーをサポートしていました。階層型 Color-Awareポリシン
グ機能の導入により、評価順序が反転し、QoSポリシーでポリサーが子から親へ評価されるよう
になります。この順序はデフォルトの動作に対する永続的な変更で、設定不可です。逆順ポリ

サー機能は、入出力方向の両方で共有されます。
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次の単純な 2つのレベルのポリサーの設定により、下記の図に示すように動作が変化します。

policy-map child
class user1
police 100k
class user2
police 100k

policy-map parent
class class-default
police 150k
service-policy child

限定的 Color-Aware ポリシング
次の単純な 2つのレベルの Color-Awareポリサーの設定により、下記の図に示すように動作が変
化します。

ip access-list extended user1-acl
permit ip host 192.168.1.1 any
permit ip host 192.168.1.2 any
ip access-list extended user2-acl
permit ip host 192.168.2.1 any
permit ip host 192.168.2.2 any
class-map match-all user1-acl-child
match access-group name user1-acl

class-map match-all user2-acl-child
match access-group name user2-acl

class-map match-all hipri-conform
match qos-group 5
policy-map child-policy
class user1-acl-child
police 10000 bc 1500
conform-action set-qos-transmit 5

class user2-acl-child
police 20000 bc 1500
conform-action set-qos-transmit 5

class class-default
police 50000 bc 1500

policy-map parent-policy
class class-default
police 50000 bc 3000
exceed-action transmit
violate-action drop
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conform-color hipri-conform
service-policy child-policy

図 1：単純な 2 つのレベルの Color-Aware ポリサー

「適合した」子のトラフィックに対する親レベルでのドロップを回避するには、親ポリサーの

レートとバーストが、子の適合レートとバーストサイズの合計以上である必要があります。

不適切な（親から子への）レートおよびバーストサイズがコードにないかどうかチェックす

る機能はありません。この制限を認識し、適切に設定する必要があります。次の例では、

Color-Awareポリシングとともに明示的なマーキングアクションがサポートされ、Color-Aware
ポリサーのマーキングアクションを同様に実行します。これらのマーキングアクション（「set
qos-group」など）が子ポリシーにある場合、結果として生成されるビット値は、親のColor-Aware
ポリサー（子ポリサーのマーキングアクションの場合と同じ）によって評価されます：50k>=
10k (user1-acl-child) + 20k (user2-acl-child)

（注）

子クラスと親クラスでのトラフィックのポリシング

階層型Color-Awareポリシング機能がリリースされるまでは、ポリシングとマーキングは、通常、
入力QoSのオプションとして使用されていました。たとえば、音声カスタマーは、音声制御では
112 kb/s、音声トラフィックでは 200 Kbpsに制限されていました。 class-defaultクラスにはポリ
サーがありません。唯一の制限は、xDSL接続の物理的な帯域幅のみです。次の図に示すように、
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カスタマーは1000kb/sまで送信できます。ただし、この場合、より多くの音声と音声制御パケッ
トが送信され、両方のクラスに対してトラフィックをポリシングする必要があります。

図 2：子クラスでのトラフィックのポリシング

次の図に示すように、入力帯域幅全体を制御することが重要です。重要な要件は、その全体の制

限において Premiumトラフィックが影響を受けないということです。次の図に示すように、音声
および音声制御パケットは全体の制限ではドロップされません。子の class-defaultクラスから発
生するパケットのみ、制限を満たすためにドロップされます。

図 3：親クラスでのトラフィックのポリシング

最初のクラスは同様に機能します。音声および音声制御は許容されるレベルにポリシングされ、

class-defaultクラスは影響を受けません。次のレベルでは、帯域幅全体は 500 Kb/sに制限され、
class-defaultクラスから発生するパケットのみドロップする必要があります。音声および音声制御
は影響を受けないようにしておく必要があります。

ポリサーの実行順序は次のとおりです。

1 上記の図に示すように、子クラスのトラフィックをポリシングします。VoIP-Controlクラスを
112 kb/sに、VoIPクラスを 200 kb/sに、class-defaultを 500 kb/sにポリシングします。

2 親ポリシーマップの class defaultのトラフィックをポリシングしますが、子の class defaultから
のトラフィックのみをドロップし、残りの子クラスはドロップしません。上の図に示すよう

に、112 Kb/sの VoIP-Controlおよび 200 kb/sの VoIPトラフィックは、親ポリサーでは影響を
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受けません。しかし、子からの 500 kb/sの class defaultは、親レベルでの 500 Kbpsのポリシン
グポリシー全体に適合するよう 188kb/sにポリシングされます。

階層型 Color-Aware ポリシングの設定方法

階層型 Color-Aware ポリシング機能の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-map-name
4. class {class-name | class-default [fragment fragment-class-name]} [insert-before class-name]

[service-fragment fragment-class-name]
5. police [cir cir][bc conform-burst] [pir pir][be peak-burst] [conform-action action [exceed-action action

[violate-action action]]][conform-color hipri-conform]
6. service-policy policy-map-name
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始して、ポリシー

マップを作成します。

policy-map policy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
parent-policy

ステップ 3   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始します。class {class-name | class-default
[fragment fragment-class-name]}

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

•作成または変更するポリシーのクラス名を指定するか、ポリシー
を指定する前にデフォルトクラス（一般にclass-defaultクラスとい

[insert-before class-name]
[service-fragment
fragment-class-name] います）を指定します。作成または変更する親クラスまたは子ク

ラスの指定に必要な回数だけ次のコマンドを繰り返します。
例：

Router(config-pmap)# class
class-default

• classname：設定するクラス、またはポリシーを編集するクラスの
名前。クラス名は、クラスマップに使用するとともに、ポリシー

マップのクラスにポリシーを設定する場合にも使用します。

• class-default：ポリシーを設定または変更できるようデフォルトク
ラスを指定します。

• fragment fragment-class-name：（任意）デフォルトトラフィック
クラスをフラグメントに指定し、フラグメントトラフィッククラ

スに名前を付けます。

• insert-before class-name：（任意）2つの既存のクラスマップ間
にクラスマップを追加します。既存の 2つのクラスマップ間に新
しいクラスマップを挿入すると、既存のポリシーマップコンフィ

ギュレーションの柔軟性が向上します。このオプションを指定し

ないと、クラスマップはポリシーマップに付加されます。

このキーワードは、Flexible Packet Matching（FPM）ポリシー
でだけサポートされています。

（注）

• service-fragment fragment-class-name：（任意）クラスがフラグメ
ントのコレクションを分類するように指定します。このクラスに

より分類されるフラグメントは、すべて同じフラグメントクラス

名を共有している必要があります。

トラフィックポリシングを設定し、指定のレートに準拠、超過、また

は違反としてマーク付けされたパケットに適用する複数のアクションを

指定します。

police [cir cir][bc conform-burst]
[pir pir][be peak-burst]
[conform-action action
[exceed-action action [violate-action

ステップ 5   

•ポリシーマップクラスポリスコンフィギュレーションモードを
開始します。 1つのアクションにつき 1行を使用して、アクショ
ンを指定します。

action]]][conform-color
hipri-conform]

例：

Router(config-pmap-c)# police
• cir：認定情報レート。CIRがトラフィックポリシングに使用され
ることを示します。50000 bc 3000

Router(config-pmap-c-police)#
exceed-action transmit • conform-action：（任意）レートが適合バースト値よりも少ない場

合にパケットで実行されるアクション。

例：

Router(config-pmap-c-police)#
violate-action drop

• exceed-action：（任意）適合バースト内および適合バーストに超
過バーストを加えたレートのパケットで実行されるアクション。
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目的コマンドまたはアクション

• violate-action：（任意）適合バーストに超過バーストを加えたレー
トよりレートが超過しているパケットで実行されるアクション。例：

Router(config-pmap-c-police)#
conform-color hipri-conform

違反アクションを指定する前に、超過アクションを指定する必要

があります。

• conform-color：（任意）Color-Awareポリシングを（設定済みポリ
サーで）イネーブルにし、適合カラーの決定に使用されるクラス

マップを割り当てます。 hipri-conformキーワードは、使用される
クラスマップ（以前は class-mapコマンドで設定）です。

ポリシーマップ内に QoSポリシーとしてサービスポリシー（階層型
サービスポリシーと呼ばれます）を作成します。

service-policy policy-map-name

例：

Router(config-pmap-c-police)#
service-policy child-policy

ステップ 6   

• policy-map-name：QoSポリシーとして使用する定義済みのポリシー
マップの名前。名前には最大 40文字までの英数字を指定できま
す。

現在のコンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Router(config-pmap-c-police)#
end

ステップ 7   

例

次は、ポリシングの逆順を示す階層型 Color-Awareポリシング機能の設定例です。

policy-map child-policy
class user1-acl-child
police 10000 bc 1500
class user2-acl-child
police 20000 bc 1500
class class-default
police 50000 bc 1500

policy-map parent-policy
class class-default
police 50000 bc 3000
service-policy child-policy
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階層型 Color-Aware ポリシングの設定例

階層型 Color-Aware ポリシング機能をイネーブルにする例
次に、階層型 Color-Awareポリシング機能をイネーブルにする例を示します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip access-list extended user1-acl
Router(config-ext-nacl)# permit ip host 192.168.1.1 any
Router(config-ext-nacl)# permit ip host 192.168.1.2 any
Router(config-ext-nacl)# ip access-list extended user2-acl
Router(config-ext-nacl)# permit ip host 192.168.2.1 any
Router(config-ext-nacl)# permit ip host 192.168.2.2 any
Router(config-ext-nacl)# exit
Router(config)# class-map match-all user1-acl-child
Router(config-cmap)# match access-group name user1-acl
Router(config-cmap)# class-map match-all user2-acl-child
Router(config-cmap)# match access-group name user2-acl
Router(config-cmap)# class-map match-all hipri-conform
Router(config-cmap)# match qos-group 5
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map child-policy
Router(config-pmap)# class user1-acl-child
Router(config-pmap-c)# police cir 10000 bc 1500
Router(config-pmap-c-police)# class user2-acl-child
Router(config-pmap-c)# police cir 20000 bc 1500
Router(config-pmap-c-police)# exit
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# policy-map parent-policy
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# police cir 50000 bc 3000
Router(config-pmap-c-police)# exceed-action transmit
Router(config-pmap-c-police)# violate-action drop
Router(config-pmap-c-police)# conform-color hipri-conform
Router(config-pmap-c-police)# service-policy child-policy

クラスマップでの複数エントリを拒否する例

次に、クラスマップでの複数エントリの設定が拒否された試行の例を示します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# class-map hipri-conform
Router(config-cmap)# match qos-group 5
Router(config-cmap)# match qos-group 6
Only one match statement is supported for color-aware policing
Router(config-cmap)# no match qos-group 6

アクティブな Color-Aware クラスマップの削除を拒否する例
次に、アクティブな Color-Awareクラスマップを許可できない例を示します。

Router# configure terminal
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Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# no class-map hipri-conform
Class-map hipri-conform is being used

階層型 Color-Aware ポリシング機能の設定を削除する例
次に、階層型 Color-Awareポリシング機能の設定を削除する方法の例を示します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# no policy-map parent-policy
Router(config)# no policy-map child-policy
Router(config)# no class-map hipri-conform
Router(config)# no class-map user1-acl-child
Router(config)# no class-map user2-acl-child

Cisco ASR 1000 シリーズルータの階層型 Color-Aware ポリシングの例
次に、Cisco ASR 1000シリーズルータで階層型 Color-Awareポリシング機能をイネーブルにする
設定例を示します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip access-list extended user1-acl
Router(config-ext-nacl)# permit ip host 192.168.1.1 any
Router(config-ext-nacl)# permit ip host 192.168.1.2 any
Router(config-ext-nacl)# ip access-list extended user2-acl
Router(config-ext-nacl)# permit ip host 192.168.2.1 any
Router(config-ext-nacl)# permit ip host 192.168.2.2 any
Router(config-ext-nacl)# class-map match-all user1-acl-child
Router(config-cmap)# match access-group name user1-acl
Router(config-cmap)# class-map match-all user2-acl-child
Router(config-cmap)# match access-group name user2-acl
Router(config-cmap)# class-map match-all hipri-conform
Router(config-cmap)# match qos-group 5
Router(config-cmap)# policy-map child-policy
Router(config-pmap)# class user1-acl-child
Router(config-pmap-c)# police 10000 bc 1500
Router(config-pmap-c-police)# conform-action set-qos-transmit 5
Router(config-pmap-c-police)# class user2-acl-child
Router(config-pmap-c)# police 20000 bc 1500
Router(config-pmap-c-police)# conform-action set-qos-transmit 5
Router(config-pmap-c-police)# class class-default
Router(config-pmap-c)# police 50000 bc 1500
Router(config-pmap-c-police)# policy-map parent-policy
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# police 50000 bc 3000
Router(config-pmap-c-police)# exceed-action transmit
Router(config-pmap-c-police)# violate-action drop
Router(config-pmap-c-police)# conform-color hipri-conform
Router(config-pmap-c-police)# service-policy child-policy
Router(config-pmap-c)# end
Router#
*Sep 16 12:31:11.536: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router# show class-map
Class Map match-all user1-acl-child (id 4)
Match access-group name user1-acl
Class Map match-all user2-acl-child (id 5)
Match access-group name user2-acl
Class Map match-any class-default (id 0)
Match any
Class Map match-all hipri-conform (id 3)
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Match qos-group 5
Router# show policy-map
Policy Map parent-policy
Class class-default
police cir 50000 bc 3000 be 3000
conform-color hipri-conform
conform-action transmit
exceed-action transmit
violate-action drop
service-policy child-policy
Policy Map police
Class prec1
priority level 1 20000 (kb/s)
Class prec2
bandwidth 20000 (kb/s)
Class class-default
bandwidth 20000 (kb/s)
Policy Map child-policy
Class user1-acl-child
police cir 10000 bc 1500
conform-action set-qos-transmit 5
exceed-action drop
Class user2-acl-child
police cir 20000 bc 1500
conform-action set-qos-transmit 5
exceed-action drop
Class class-default
police cir 50000 bc 1500
conform-action transmit
exceed-action drop

階層型 Color-Aware ポリシングが適用された show コマンドの例
次に、階層型 Color-Awareポリシングポリシーが適用された場合の show policy-map interfaceコ
マンドからの出力例を示します。

Router# show policy-map interface
GigabitEthernet0/0/0
Service-policy input: parent-policy
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
police:
cir 50000 bps, bc 3000 bytes, be 3000 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit
exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit
violated 0 packets, 0 bytes; actions:
drop
No color-aware policing statistics available
conformed 0000 bps, exceed 0000 bps, violate 0000 bps
Service-policy : child-policy
Class-map: user1-acl-child (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: access-group name user1-acl
police:
cir 10000 bps, bc 1500 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
set-qos-transmit 5
exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop
conformed 0000 bps, exceed 0000 bps
Class-map: user2-acl-child (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
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Match: access-group name user2-acl
police:
cir 20000 bps, bc 1500 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
set-qos-transmit 5
exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop
conformed 0000 bps, exceed 0000 bps
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
police:
cir 50000 bps, bc 1500 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit
exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop
conformed 0000 bps, exceed 0000 bps

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

Quality of Serviceコマンド

『Cisco IOS QoS Configuration Guide, Cisco IOS
XE Release 3S』

Quality of Service設定情報

標準

タイトル標準

--この機能がサポートする新しい規格または変更

された規格はありません。

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）

140

階層型 Color-Aware ポリシング
その他の関連資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-CAPABILITY-MIB

RFC

タイトルRFC

『A Single Rate Three Color Marker』RFC 2697

『A Two Rate Three Color Marker』RFC 2698

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

階層型 Color-Aware ポリシングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 12：階層型 Color-Aware ポリシングの機能情報

機能情報リリース機能名

階層型 Color-Awareポリシング
機能は、子から親にポリサーの

順序付けを評価する場面に2つ
のレベルのポリシングを提供

し、親レベルで特定のトラ

フィックを優先的に扱うことが

できます。

Cisco IOS XE Release 3.2S階層型 Color-Awareポリシング

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）
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第 10 章

IPv6 QoS：MQC トラフィックポリシング

IPv6環境でのポリシングの設定またはコマンド使用法は、IPv4環境と同じです。

• 機能情報の確認, 143 ページ

• IPv6 QoSの概要：MQCトラフィックポリシング, 143 ページ

• その他の関連資料, 145 ページ

• IPv6 QoSの機能情報：MQCトラフィックポリシング, 146 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 QoS の概要：MQC トラフィックポリシング

QoS for IPv6 の実装方針
IPv6パケットは、IPv4パケットとは別のパスで転送されます。 IPv6環境でサポートされている
QoS機能には、パケット分類、キューイング、トラフィックシェーピング、重み付けランダム早
期検出（WRED）、クラスベースパケットマーキング、および IPv6パケットのポリシングが含

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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まれます。これらの機能は、IPv6のプロセススイッチングパスとシスコエクスプレスフォワー
ディングスイッチングパスのどちらでも使用できます。

IPv6環境で使用可能なQoS機能はすべて、モジュラQoSコマンドラインインターフェイス（MQC）
から管理します。MQCを使用すると、トラフィッククラスを定義し、トラフィックポリシー
（ポリシーマップ）を作成および設定してから、それらのトラフィックポリシーをインターフェ

イスに対応付けることができます。

IPv6が稼働しているネットワークにQoSを実装するには、IPv4だけが稼働しているネットワーク
に QoSを実装する手順に従ってください。高度なレベルで QoSを実装するための基本手順は、
次のとおりです。

• QoSを必要とするネットワーク内のアプリケーションを特定します。

•どの QoS機能が適切であるかを判断するために、アプリケーションの特性を理解します。

•変更と転送がリンク層ヘッダーサイズに及ぼす影響を理解するために、ネットワークトポ
ロジについて理解します。

•ネットワークに確立する基準に基づいて、クラスを作成します。具体的には、同じネット
ワークで IPv6トラフィックとともに IPv4トラフィックも伝送されている場合、IPv6トラ
フィックと IPv4トラフィックを同様に処理するか、それとも別の方法で処理し、それぞれに
応じた一致基準を指定するかを決定します。両者を同様に処理する場合は、matchprecedence、
match dscp、set precedence、set dscpなどの match文を使用します。両者を別の方法で処理
する場合は、match-allクラスマップ内にmatch protocol ipやmatch protocol ipv6などの一致
基準を追加します。

•各クラスにマーキングするためのポリシーを作成します。

• QoS機能を適用する際は、エッジからコアに向かって作業します。

•トラフィックを処理するためのポリシーを構築します。

•ポリシーを適用します。

IPv6 環境でのトラフィックポリシング
IPv6での輻輳管理は、IPv4と同様で、IPv6環境でのキューイングおよびトラフィックシェーピン
グ機能の設定に使用するコマンドは、IPv4で使用されるものと同じコマンドです。トラフィック
シェーピングを行うと、トラフィックシェーピング機能に対して設定したパラメータで指定され

ているとおりに追加のパケットをキューに格納してから転送することで、パケットデキューレー

トを制限できます。トラフィックシェーピングでは、デフォルトでフローベースキューイング

が使用されます。パケットの分類およびプライオリティ設定には、CBWFQを使用できます。ト
ラフィックのコンディショニングおよびポリシングには、クラスベースポリシング機能と汎用ト

ラフィックシェーピング（GTS）、またはフレームリレートラフィックシェーピング（FRTS）
を使用できます。

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

モジュラQuality of Service（QoS）コマンドライ
ンインターフェイス（CLI）（MQC）、階層型
ポリシー、ポリシーマップ

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

トラフィックのポリシングとシェーピング

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリ

リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードする場合は、次の URLに
ある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 QoS の機能情報：MQC トラフィックポリシング
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 13：IPv6 QoS の機能情報：MQC トラフィックポリシング

機能情報リリース機能名

IPv6環境でのポリシングの設定
またはコマンド使用法は、IPv4
環境と同じです。

Cisco IOS XE Release 2.1IPv6 QoS：MQCトラフィック
ポリシング

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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第 11 章

トラフィックポリシング

このフィーチャモジュールでは、トラフィックポリシング機能について説明します。トラフィッ

クポリシングは、次のように機能します。

•ユーザ定義の基準に基づいて、トラフィックのクラスの入力または出力送信レートを制限
します。

• ATMセル損失率優先度（CLP）ビット、フレームリレー廃棄特性（DE）ビット、IPPrecedence
値、IP Diffservコードポイント（DSCP）値、MPLS EXP値、Quality of Service（QoS）グ
ループを設定することによりパケットにマーク付けします。

トラフィックポリシングでは、インターフェイス上で送受信されるトラフィックの最大レート

を制御できます。トラフィックポリシング機能は、この機能が含まれるサービスポリシーがイ

ンターフェイスに関連付けられる場合に適用されます。サービスポリシー（トラフィックポリ

シー）はモジュラ Quality of Service（QoS）コマンドラインインターフェイス（CLI）（MQC）
を使用して設定されます。

• 機能情報の確認, 147 ページ

• トラフィックポリシングに関する制約事項, 148 ページ

• 利点, 148 ページ

• トラフィックポリシングの設定方法, 149 ページ

• トラフィックポリシングの設定例, 150 ページ

• その他の関連資料, 151 ページ

• トラフィックポリシングの機能情報, 152 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

トラフィックポリシングに関する制約事項
•トラフィックポリシングは、インターフェイスまたはサブインターフェイスで設定できま
す。

•トラフィックポリシングは EtherChannelインターフェイスではサポートされていません。

利点

レート制限による帯域幅管理

トラフィックポリシングでは、インターフェイス上で送受信されるトラフィックの最大レートを

制御できます。トラフィックポリシングは、多くの場合、ネットワークの端のインターフェイス

で、ネットワークを出入りするトラフィックを制限するように設定されます。ほとんどのトラ

フィックポリシング設定では、レートパラメータ内に収まるトラフィックは送信されますが、パ

ラメータを超えるトラフィックはドロップされるか、異なる優先度で送信されます。

パケットのマーキング

パケットのマーキングにより、ネットワークを複数のプライオリティレベルまたはクラスサービ

ス（CoS）に区切ることができます。パケットがマーキングされ、ダウンストリームデバイスの
トラフィックを識別および分類するためにこれらのマーキングが使用できます。 ATMセル損失
率優先度（CLP）マーキングやフレームリレー廃棄特性（DE）マーキングなどでは、マーキング
がトラフィックの分類に使用されます。

•トラフィックポリシングを使用して、ネットワークに入るパケットの IP precedenceまたは
DSCP値を設定します。その後、ネットワーク内のネットワーキングデバイスは、調整され
た IP precedence値を使用してトラフィックの処理方法を決定できます。たとえば、重み付け
ランダム早期検出（WRE）機能では、IP precedence値を使用して、パケットがドロップされ
る確率を決定します。

•トラフィックポリシングを使用して、パケットを QoSグループに割り当てます。ルータは
QoSグループを使用して、ルータ内のパケットに優先順位を付ける方法を決定します。

トラフィックには、トラフィックポリシング機能を使用せずにマークを付けることができます。

トラフィックポリシングを使用せずにトラフィックにマークを付ける場合は、「ネットワークト

ラフィックのマーキング」モジュールを参照してください。

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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フレームリレーフレームのパケットの優先順位付け

トラフィックポリシング機能では、フレームリレーフレームのフレームリレー DEビットにマー
ク付けできます。フレームリレー DEビットは 1ビットで、0または 1に設定できます。輻輳環
境では、DEビットが 1に設定されたフレームは、DEビットが 0に設定されたフレームの前に破
棄されます。

ATM セルのパケットの優先順位付け

トラフィックポリシング機能では、ATMセルの ATM CLPにマーク付けできます。 ATM CLP
ビットは、ATMネットワークのパケットに優先順位を付けるために使用されます。これにより
ATM CLPビットは 1ビットで、0または 1に設定できます。輻輳環境では、ATM CLPビットが
1に設定されたセルは、ATM CLPビットが 0に設定されたセルの前に破棄されます。

トラフィックポリシングの設定方法

トラフィックポリシングの設定

目的コマンド

トラフィッククラスによる最大帯域幅の使用を

指定します。

トラフィックポリシング機能は、トー

クンバケットメカニズムで動作しま

す。現在、トークンバケットアルゴ

リズムには、シングルトークンバケッ

トアルゴリズムとツートークンバ

ケットアルゴリズムの 2種類ありま
す。シングルトークンバケットシス

テムは、violate-actionオプションが指
定されていない場合に使用されます。

ツートークンバケットシステムは、

violate-actionオプションが指定されて
いる場合に使用されます。

（注）

Router(config-pmap-c)# police bps burst-normal
burst-max conform-action action exceed-action
action violate-action action

トラフィックポリシングのモニタリングと保守

目的コマンド

設定されたすべてのポリシーマップを表示しま

す。

Router# show policy-map

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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目的コマンド

ユーザ指定ポリシーマップを表示します。Router# show policy-map policy-map-name

インターフェイスに適用されたすべての入力お

よび出力ポリシーの統計情報および設定を表示

します。

Router# show policy-map interface

トラフィックポリシングの設定例

トラフィックポリシングを含むサービスポリシーの設定例

次に、（class-mapコマンドを使用して）トラフィッククラスを定義し、（policy-mapコマンド
を使用して）そのトラフィッククラスをトラフィックポリシーに関連付ける設定例を示します。

トラフィックポリシングはトラフィックポリシーに適用されます。 service-policyコマンドは、
トラフィックポリシーをインターフェイスに適用するために使用されます。

この例では、トラフィックポリシングは 8,000ビット/秒の認定情報速度（CIR）、通常バースト
サイズは 2000バイト、超過バーストサイズは 4000バイトが設定されています。 FastEthernetイ
ンターフェイス1/1/1に着信するパケットは、パケットが超過基準に準拠しているか、または指定
されたパラメータに違反していないかどうかを分析するため、トークンバケットアルゴリズムに

よって評価されます。準拠するパケットは送信され、超過するパケットは 4のQoSグループ値が
割り当てられて送信され、違反するパケットはドロップされます。

Router(config)# class-map acgroup2
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map police
Router(config-pmap)# class acgroup2
Router(config-pmap-c)# police 8000 2000 4000 conform-action transmit exceed-action
set-qos-transmit 4 violate-action drop
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface fastethernet1/1/1
Router(config-if)# service-policy input police
Router(config-if)# end
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

ポリシングとシェーピングの概念について

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

MQC

「ネットワークトラフィックのマーキング」モ

ジュール

ネットワークトラフィックのマーキング

『QoS：ポリシングおよびシェーピングコン
フィギュレーションガイド』の「IPv6 QoS：
MQCトラフィックポリシング」モジュール。

IPv6トラフィックポリシング

標準

タイトル標準

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-CAPABILITY-MIB
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RFC

タイトルRFC

『A Single Rate Three Color Marker』RFC 2697

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

トラフィックポリシングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 14：トラフィックポリシングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

この機能により、police、show
policy-map、show policy-map
interfaceコマンドが導入または
変更されました。

Cisco IOS XE Release 2.1トラフィックポリシング

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）

152

トラフィックポリシング

トラフィックポリシングの機能情報

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html
http://www.cisco.com/go/cfn


QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

153

トラフィックポリシング

トラフィックポリシングの機能情報



   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）

154

トラフィックポリシング

トラフィックポリシングの機能情報



第 12 章

ポリシング機能拡張（複数のアクション）

機能の履歴

変更内容リリース

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルータ
に追加されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

このマニュアルでは、ポリシング機能拡張（複数のアクション機能）について説明します。具体

的な内容は、次のとおりです。

• 機能情報の確認, 155 ページ

• 機能の概要, 156 ページ

• サポートされている規格のMIBおよび RFC, 158 ページ

• 前提条件, 159 ページ

• 設定作業, 159 ページ

• 複数のポリシング機能アクションのモニタリングと保守, 161 ページ

• 設定例, 161 ページ

• ポリシング機能拡張（複数のアクション）の機能情報, 162 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

機能の概要
これは、Cisco IOS XEシングルレートポリシング機能および 2つのレートを使用したポリシング
機能を拡張する機能です。トラフィックポリシングと 2つのレートを使用したポリシング機能
は、インターフェイス上で送受信されるトラフィックの最大レートを制御するトラフィックポリ

シングメカニズムです。これらのトラフィックポリシングメカニズムは、指定されたレートに

準拠、超過、または違反しているとしてパケットにマーク付けします。パケットがマークされた

後、そのマーキングに基づいてパケットで実行するアクションを指定できます。

トラフィックポリシング機能と 2つのレートを使用したポリシング機能の両方とも、1つの準拠
アクション、1つの超過アクション、1つの違反アクションだけしか指定できません。新しいポ
リシング機能拡張（複数のアクション機能）を使用すると、マーク付けされたパケットに対して

複数の準拠アクション、超過アクション、違反アクションを実行できます。

複数のアクションを指定するには、policeコマンドの action引数を使用します。結果のアクショ
ンは次の表のとおりです。

表 15：police コマンドの Action 引数

結果指定された処理

パケットをドロップします。drop

ATMセルに ATMセル損失率優先度（CLP）
ビットとして 0～1の値を設定し、パケットを
送信します。

set-clp-transmit

サービスクラス（CoS）の値を設定し、パケッ
トを送信します。

set-cos-transmit

廃棄クラス値を設定し、パケットを送信しま

す。

set-discard-class-transmit

IP Diffservコードポイント（DSCP）の値を設
定し、ATM CLPビットを 1に設定した状態で
パケットを送信します。

set-dscp-transmit new-dscp

フレームリレーフレームにフレームリレー廃棄

特性（DE）ビットとして 0～1の値を設定し、
パケットを送信します。

set-frde-transmit
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結果指定された処理

0～7のマルチプロトコルラベルスイッチング
（MPLS）Experimental（EXP）ビットを設定
し、パケットを送信します。

set-mpls-exp-transmit

0～7のMPLS EXPビットをタグインポジショ
ンに設定し、パケットを送信します。

set-mpls-exp-imposition-transmit

IP Precedenceレベルを設定し、パケットを送信
します。

set-prec-transmit new-prec

Quality of Service（QoS）グループの値を設定
し、パケットを送信します。

set-qos-transmit new-qos

パケットを送信します。transmit

利点

この機能を使用する前に、パケットの送信に加えて、パケットに 1つだけマーキングアクション
を指定できます。必要に応じてパケットに複数のマーキングアクションを指定できるようにし

て、この機能の柔軟性を高めることができます。たとえば、パケットが TCP/IP環境とフレーム
リレー環境の両方で送信されることがわかっている場合、超過パケットまたは違反パケットの

DSCP値を変更し、フレームリレー廃棄特性（DE）ビットを 0～ 1の値に設定して優先度が低い
ことを示すことができます。

制約事項

shape (percent)コマンドは、「子」（ネストした）ポリシーマップで使用される場合、Cisco7500、
Cisco 7200、または下位シリーズルータでサポートされません。したがって、これらのルータで
ネストしたポリシーマップに使用できるように shape (percent)コマンドを設定することはできま
せん。

関連機能およびテクノロジー

•モジュラ Quality of Service（QoS）コマンドラインインターフェイス（CLI）（MQC）

•クラスベース重み付け均等化キューイング（CBWFQ）

•クラスベースパケットマーキング

•トラフィックポリシング

• 2レートポリシング機能
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関連資料

•「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュール

•「重み付け均等化キューイングの設定」モジュール

•「ネットワークトラフィックのマーキング」モジュール

•「ポリシングとシェーピングの概要」モジュール

•「トラフィックポリシング」モジュール

•「2つのレートを使用したポリシング機能」モジュール

•「ポリサー機能拡張：複数アクション」モジュール

•「Cisco Express Forwarding Overview」モジュール

•『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command Reference』

•『Cisco IOS Switching Services Command Reference』

• RFC 2697『A Single Rate Three Color Marker』

• RFC 2698『A Two Rate Three Color Marker』

サポートされている規格の MIB および RFC

標準

なし

MIB

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-CAPABILITY-MIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIBを探し
てダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://tools.cisco.com/ITDIT/MIBS/servlet/index

Cisco MIB Locatorで必要なMIB情報がサポートされていない場合、サポート対象MIBのリスト
を取得し、次の URLにある Cisco MIBページからMIBをダウンロードすることもできます。

http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

Cisco MIB Locatorにアクセスするには、Cisco.comのアカウントが必要です。アカウント情報を
忘れたり、紛失したりした場合は、空の Eメールを cco-locksmith@cisco.comに送信してくださ
い。自動チェックによって、Eメールアドレスが Cisco.comに登録されているかどうかが確認さ
れます。チェックが正常に終了したら、ランダムな新しいパスワードとともにアカウントの詳細
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がEメールで届きます。資格のあるユーザは、Cisco.comのアカウントを作成できます。次のURL
にある指示に従ってください。

http://www.cisco.com/register

RFC

なし

前提条件
• Cisco 7500シリーズルータで、ポリシング機能拡張：複数のアクション機能を使用するに
は、事前に、インターフェイスで CEFまたは dCEFを設定しておく必要があります。

•ポリシング機能拡張：複数のアクション機能を設定するには、トラフィッククラスとサービ
スポリシーを 1つずつ作成し、作成したサービスポリシーを指定のインターフェイスにア
タッチする必要があります。

設定作業

複数のポリシング機能アクションの設定

手順の概要

1. Router(config)# policy-map policy-map-name
2. Router(config-pmap)# class class-default
3. Router(config-pmap-c)# police {cir cir}[bc conform-burst]{pir pir} [be peak-burst] [conform-action

action [exceed-action action [violate-action action]]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップを作成します。ポリシーマップコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router(config)# policy-map
policy-map-name

ステップ 1   

サービスポリシーにデフォルトのトラフィッククラスを指定

します。ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

Router(config-pmap)# class class-defaultステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

トラフィックポリシングを設定し、指定のレートに準拠、超

過、または違反としてマーク付けされたパケットに適用する

Router(config-pmap-c)# police {cir cir}[bc
conform-burst]{pir pir} [be peak-burst]
[conform-action action [exceed-action
action [violate-action action]]]

ステップ 3   

複数のアクションを指定します。 1つのアクションにつき 1
行を使用して、アクションを指定します。ポリシーマップク

ラスポリスコンフィギュレーションモードを開始します。

複数のポリシング機能アクション設定の確認

目的コマンド

インターフェイスに適用されているすべての入

力および出力ポリシーの統計情報と設定を表示

します。

Router#
show policy-map interface

トラブルシューティングのヒント

•インターフェイスタイプをチェックします。インターフェイスが、このモジュールの2つの
レートを使用したポリシング機能に関する制約事項にサポートされていないインターフェイ

スとして記載されていないことを確認してください。

• Cisco 7500シリーズルータの入力トラフィックポリシングでは、シスコエクスプレスフォ
ワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングが、トラフィックポリシ

ングが設定されるインターフェイスで設定されていることを確認します。

• Cisco 7500シリーズルータの出力トラフィックポリシングでは、着信トラフィックがシスコ
エクスプレスフォワーディングスイッチングまたは分散型シスコエクスプレスフォワー

ディングスイッチングであることを確認します。トラフィックポリシングは、シスコエク

スプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングスイッチン

グがイネーブルになっていない場合はスイッチングパスで使用できません。

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）

160

ポリシング機能拡張（複数のアクション）

複数のポリシング機能アクション設定の確認



複数のポリシング機能アクションのモニタリングと保守

目的コマンド

設定されたすべてのポリシーマップを表示しま

す。
Router# show policy-map

ユーザ指定ポリシーマップを表示します。
Router# show policy-map policy-map-name

インターフェイスに適用されたすべての入力お

よび出力ポリシーの統計情報および設定を表示

します。

Router# show policy-map interface

設定例

2 つのレートを使用したポリシング機能での複数のアクションの例
次に、ポリシーマップ「police」がインターフェイスから発信するトラフィックのポリシングを行
うときに 2つのレートを使用したポリシング機能を使用するように設定する例を示します。認定
情報レート（CIR）と最大情報レート（PIR）の 2つのレートが、それぞれ 1 Mbpsと 2 Mbpsに指
定されています。

Router(config)# policy-map police
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# police cir 1000000 pir 2000000

Router(config-pmap-c-police)# conform-action transmit
Router(config-pmap-c-police)# exceed-action set-prec-transmit 4
Router(config-pmap-c-police)# exceed-action set-frde
Router(config-pmap-c-police)# violate-action set-prec-transmit 2
Router(config-pmap-c-police)# violate-action set-frde-transmit

Router(config-pmap-c-police)# end

ポリシーマップ「police」に関連付けられたパケットでは、次のアクションが実行されます。

•これらのレートに準拠するとしてマーク付けされたすべてのパケット（CIRに準拠するパケッ
ト）は、変更されずに送信されます。

•これらのレートに超過するとしてマーク付けされたすべてのパケット（CIRを超えて PIRは
超えないパケット）は、IP Precedenceレベルに 4が割り当てられ、DEビットが 1に設定さ
れて送信されます。

•これらのレートに違反するとしてマーク付けされたすべてのパケット（PIRを超えるパケッ
ト）は、IP Precedenceレベルに 2が割り当てられ、DEビットが 1に設定されて送信されま
す。
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複数のポリシング機能アクションを確認する例

次の出力例は、show policy-mapコマンドを使用してポリシーマップ「police」の設定を表示する
方法を示します。このサービスポリシーでは、指定のCIRレートを超過するとしてマーク付けさ
れたパケットに対する複数のアクションが設定されています。これらのパケットは、IPPrecedence
レベルに 4が割り当てられ、DEビットが 1に設定されてから、パケットが送信されます。指定
の PIRレートを超過するとしてマーク付けされたパケットに対しても、複数のアクションが設定
されています。これらのパケットは、IP Precedenceレベルに 2が割り当てられ、DEビットが 1
に設定されてから、パケットが送信されます。

Router# show policy-map police
Policy Map police
Class class-default
police cir 1000000 bc 31250 pir 2000000 be 31250
conform-action transmit
exceed-action set-prec-transmit 4
exceed-action set-frde-transmit
violate-action set-prec-transmit 2
violate-action set-frde-transmit

ポリシング機能拡張（複数のアクション）の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 16：QoS for dVTI の機能情報

機能情報リリース機能名

ポリシング機能拡張（複数のア

クション）は、マーク付けされ

たパケットに対する複数準拠、

超過、違反の各アクションを指

定します。

Cisco IOS XE Release 2.1ポリシング機能拡張（複数のア

クション）
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第 13 章

コントロールプレーンポリシング

コントロールプレーンポリシング機能により、ユーザは、コントロールプレーンパケットのト

ラフィックフローを管理する Quality of Service（QoS）フィルタを設定し、偵察行為やサービス
拒絶（DoS）攻撃から ルータおよびスイッチのコントロールプレーンを保護できます。このよ

うに、ルータやスイッチに対する攻撃や大量トラフィック負荷があったとしても、コントロール

プレーン（CP）を利用してパケット転送とプロトコルステートを維持することができます。

• 機能情報の確認, 163 ページ

• コントロールプレーンポリシングの制約事項, 164 ページ

• コントロールプレーンポリシングに関する情報, 165 ページ

• コントロールプレーンポリシングの使用方法, 168 ページ

• コントロールプレーンポリシングの設定例, 174 ページ

• コントロールプレーンポリシングのその他の関連資料, 176 ページ

• コントロールプレーンポリシングの機能情報, 177 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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コントロールプレーンポリシングの制約事項

出力レート制限サポート

出力レート制限は、サイレント（パケット廃棄）モードで実行されます。サイレントモードで

は、ルータが、service-policyoutputコマンドで出力コントロールプレーントラフィックに適用さ
れたポリシーマップに従ってパケットを自動的に廃棄できます。詳細については、「出力レート

制限とサイレントモード動作」の項を参照してください。

MQC の制約事項

コントロールプレーンポリシング機能では、パケット分類、パケットマーキング、およびトラ

フィックポリシングを設定するためにモジュラ Qos CLI（MQC）を必要とします。MQCを使用
してトラフィックポリシングを設定するときに適用されるすべての制約事項が、コントロールプ

レーンポリシングの設定時にも適用されます。ポリシーマップでは、policeと setの 2つのMQC
コマンドだけがサポートされます。

一致基準のサポートおよび制約事項

サポートされる分類（一致）基準は次のとおりです。

•標準および拡張 IPアクセスコントロールリスト（ACL）。

•クラスマップコンフィギュレーションモードでは、次のコマンドによって一致基準を指定
します。

• match dscp

• match ip dscp

• match ip precedence

• match precedence

• match protocol arp

• match protocol ipv6

• match protocol pppoe

match protocol pppoeコマンドは、コントロールプレーンに送信されるすべての PPPoEデータ
パケットを一致させるものです。

（注）

• match protocol pppoe-discovery
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match protocol pppoe-discoveryコマンドは、コントロールプレーンに送信されるすべての
PPPoEコントロールパケットを一致させるものです。

（注）

• match qos-group

match input-interfaceコマンドはサポートされていません。（注）

Network-BasedApplicationRecognition（NBAR）分類を必要とする機能は、コントロールプレー
ンレベルで適切に機能しない場合があります。

（注）

コントロールプレーンポリシングに関する情報

コントロールプレーンポリシングの利点

Ciscoルータまたはスイッチ上でコントロールプレーンポリシング機能を設定すると、次の効果
が得られます。

•インフラストラクチャのルータおよびスイッチに対する DoS攻撃からの保護

• Ciscoルータまたはスイッチのコントロールプレーン宛てに送信されるパケットに対するQoS
制御

•コントロールプレーンポリシーの設定の容易さ

•プラットフォームの信頼性と可用性の向上

理解しておく必要があるコントロールプレーンの用語

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、コントロールプレーンポリシング機能に関して次の用語
が使用されます。

•コントロールプレーン：ルートプロセッサ（RP）上でプロセスレベルで稼働するプロセス
の集合。これらのプロセスがまとまって、ほとんどのCisco IOSXE機能を高いレベルで制御
します。コントロールプレーンへ送信される、またはコントロールプレーンから送信され

るトラフィックを、制御トラフィックと呼びます。

•フォワーディングプレーン：IPパケットの高速フォワーディングを担当するデバイス。ハー
ドウェアによって実装して、高速パケットフォワーディングを実現できるように、そのロ
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ジックはシンプルに保たれています。 FPによって、複雑な処理を必要とするパケット（IP
オプションを持つパケットなど）が、コントロールプレーンの RPにパントされ、処理され
ます。

コントロールプレーンポリシングの概要

ルータのコントロールプレーンを DoS攻撃から保護し、コントロールプレーン間のトラフィッ
クに対する詳細な制御を提供するために、コントロールプレーンポリシング機能では、入出力ト

ラフィックの独自のインターフェイスを持つ別々のエンティティとしてコントロールプレーンを

扱います。このインターフェイスはパント/インジェクトインターフェイスと呼ばれます。パン
ト/インジェクトインターフェイスは、ルータ上の物理インターフェイスと同じです。パケット
は、このインターフェイスを通してフォワーディングプレーンから RPへ（入力方向）パントさ
れ、また、RPからフォワーディングプレーンへ（出力方向）インジェクトされます。CoPPを実
現するために、このインターフェイスに一連のQualityOfService（QoS）規則を適用することが可
能です。

これらのQoS規則は、パケットの宛先がそのコントロールプレーンであると判定された後または
パケットがそのコントロールプレーンから出て行くときにだけ適用されます。指定したレート制

限に到達した後に不要なパケットがそれ以上進むことがないようにサービスポリシー（QoSポリ
シーマップ）を設定できます。たとえば、システム管理者は、コントロールプレーン宛てのすべ

ての TCP/SYNパケットを 1メガビット/秒の最大レートに制限できます。

図 4：デュアル RP とデュアルフォワーディングプレーンを使用した Cisco ASR 1000 シリーズルータの概念
図

上の図は、デュアル RPとデュアルフォワーディングプレーンを使用した Cisco ASR 1000シリー
ズルータの概念図を示します。いつでも 1つの RPと 1つのフォワーディングプレーンだけがア
クティブになります。片方のRPとフォワーディングプレーンはスタンバイモードになり、キャ
リアカード（CC）からのトラフィックは受信しません。コントロールプレーン宛てに送信され
るパケットは、キャリアカードを通って入ってきてからアクティブなフォワーディングプレーン

を通して出て行き、その後、アクティブなRPへパントされます。入力QoSポリシーマップをコ
ントロールプレーン上で設定すると、パケットがアクティブなRPにパントされる前に、アクティ
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ブなフォワーディングプレーンによって QoSアクション（送信、ドロップ、設定アクションな
ど）が実行されます。これにより、アクティブな RPにおけるコントロールプレーンの最適な保
護が実現されます。

一方、コントロールプレーンから出て行くパケットはアクティブなフォワーディングプレーンに

インジェクトされてから、キャリアカードを通って出て行きます。出力 QoSポリシーマップが
コントロールプレーン上で設定されていると、RPからインジェクトされたパケットの受信後に、
アクティブなフォワーディングプレーンによって QoSアクションが実行されます。このプロセ
スにより、重要なリソースが RPに保存されます。

「コントロールプレーンポリシングの概要」の項に示すとおり、管理インターフェイスはRP
に直接接続されています。そのため、コントロールプレーンに対する、またはコントロール

プレーンからの、管理インターフェイスを通るすべてのトラフィックは、フォワーディング

プレーンが実行する CoPP機能の影響を受けません。

（注）

ハイアベイラビリティ（HA）モードでは、RPのスイッチオーバーが発生すると、アクティブな
フォワーディングプレーンによって、トラフィックが、新しいパント/インジェクトインターフェ
イスを通って、新しいアクティブな RPに転送されます。アクティブなフォワーディングプレー
ンは、新しいアクティブな RPにトラフィックをパントする前に、CoPP機能を引き続き実行しま
す。フォワーディングプレーンのスイッチオーバーが発生すると、新しいアクティブなフォワー

ディングプレーンによって、キャリーカードからトラフィックが受信され、トラフィックがアク

ティブな RPにパントされる前に、CoPP機能が実行されます。

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、フォワーディングプレーン内で従来の制御トラフィッ
クの一部が処理されるので、コントロールプレーンの負荷が軽減されます。たとえば、IPイ
ンターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコー要求がこのルータに送信されるのが
一例です。 Cisco ASR1000シリーズルータによってこのようなパケットが受信されると、そ
のパケットは、RPにパントされることなく、フォワーディングプレーン内で直接処理されま
す。他のCiscoルータと整合性を保ち、同じ機能によって、CoPPを使用してこのようなパケッ
トを制御するために、Cisco ASR 1000シリーズルータでは、パケットが RPにパントされなく
ても、このようなパケットに対する CoPP機能が拡張されます。カスタマーが CoPP機能を使
用して、このようなパケットをレート制限したり、マーキングしたりすることも可能です。

（注）

出力レート制限とサイレントモード動作

service-policy output policy-map-nameコマンドを使用してコントロールプレーントラフィックに
出力ポリシングを設定した場合、ルータがパケットを静かに廃棄するように自動的に設定されま

す。

コントロールプレーンからの出力トラフィックのレート制限（ポリシング）は、サイレントモー

ドで実行されます。サイレントモードでは、Cisco IOS XEソフトウェアを稼働しているルータ
は、いかなるシステムメッセージも送信せずに動作します。コントロールプレーンから出て行

くパケットが出力ポリシングで廃棄されても、エラーメッセージを受け取ることはありません。
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コントロールプレーンポリシングの使用方法

コントロールプレーンサービスの定義

アクティブなRPのパケットレート制御やサイレントパケット廃棄などのコントロールプレーン
サービスを定義するには、この作業を実行します。

はじめる前に

コントロールプレーンのコンフィギュレーションモードを開始して既存の QoSポリシーをコン
トロールプレーンに付加する前に、MQCでポリシーを作成してコントロールプレーントラフィッ
ク用のクラスマップとポリシーマップを定義しておく必要があります。

（注） •プラットフォーム固有の制約事項は、あるとしても、サービスポリシーがコントロール
プレーンインターフェイスに適用されるときにチェックされます。

•出力ポリシングにパフォーマンス上の利点はありません。単にデバイスから出て行く情
報を制御するだけです。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. control-plane
4. service-policy {input | output policy-map-name}
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（コントロールプレーンサービスを定義するための前提条件で

ある）コントロールプレーンコンフィギュレーションモード

を開始します。

control-plane

例：
Device(config)# control-plane

ステップ 3   

QoSサービスポリシーをコントロールプレーンに付加します。service-policy {input | output
policy-map-name}

ステップ 4   

• input：指定したサービスポリシーをコントロールプレー
ンで受信されるパケットに適用します。例：

Device(config-cp)# service-policy
input control-plane-policy • output：指定したサービスポリシーをコントロールプレー

ンから送信されるパケットに適用し、デバイスがパケット

を静かに廃棄できるようにします。

• policy-map-name：付加されるサービスポリシーマップ
（policy-mapコマンドで作成）の名前。

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-cp)# end

ステップ 5   

コントロールプレーンサービスの確認

手順の概要

1. enable
2. show policy-map control-plane [all] [input [class class-name] | output [class class-name]]
3. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

コントロールプレーンに関する情報を表示します。show policy-map control-plane [all]
[input [class class-name] | output [class
class-name]]

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

• all：（任意）CP上で使用されるすべての QoSポリシーに
関するサービスポリシー情報を表示します。例：

Device# show policy-map
control-plane all • input：（任意）適用されている入力ポリシーの統計情報を

表示します。

• output（任意）適用されている出力ポリシーの統計情報を
表示します。

• class class-name：（任意）設定および統計情報を表示する
トラフィッククラスの名前を指定します。

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：
Device# exit

ステップ 3   

例

次に、ポリシーマップTESTがコントロールプレーンに関連付けられている例を示します。この
ポリシーマップでは、クラスマップ TESTと一致するトラフィックはポリシングされますが、そ
れ以外のすべてのトラフィック（クラスマップ「class-default」と一致）はそのまま通過すること
が許可されます。

Device# show policy-map control-plane

Control Plane
Service-policy input:TEST
Class-map:TEST (match-all)

20 packets, 11280 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:access-group 101
police:
8000 bps, 1500 limit, 1500 extended limit
conformed 15 packets, 6210 bytes; action:transmit
exceeded 5 packets, 5070 bytes; action:drop
violated 0 packets, 0 bytes; action:drop
conformed 0 bps, exceed 0 bps, violate 0 bps

Class-map:class-default (match-any)
105325 packets, 11415151 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:any

DoS 攻撃を軽減するためのコントロールプレーンの設定
DoS）攻撃を軽減するため、RSVPパケットにコントロールプレーンポリシング（CoPP）を適用
します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. access-list access-list-number permit protocol {any | host {address | name}} {any | host {address |

name}}
4. access-list access-list-number permit protocol {tcd | udp} {any | host {source-addr | name}} eq port

number {any | host {source-addr | name}} eq port number
5. class-map class-map-name
6. match access-group access-list-index
7. exit
8. policy-map policy-map-name
9. class class-map-name
10. police rate units pps
11. conform-action action
12. exit
13. exit
14. control plane [host | transit | cef-exception]
15. service-policy {input | output} policy-map-name
16. exit
17. exit
18. show control-plane {aggregate | cef-exception | counters | features | host | transit}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

プロトコルタイプによるフレームのフィルタ用アクセ

スリストを設定します。

access-list access-list-number permit protocol
{any | host {address | name}} {any | host
{address | name}}

ステップ 3   

例：
Device(config)# access-list 140 permit
46 any any
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目的コマンドまたはアクション

UDPプロトコルによるフレームのフィルタ用アクセス
リストを設定し、特定のポート番号とパケットのみを

適合します。

access-list access-list-number permit protocol
{tcd | udp} {any | host {source-addr | name}}
eq port number {any | host {source-addr |
name}} eq port number

ステップ 4   

例：
Device(config)# access-list 141 permit
udp any eq 1699 any eq 1698

クラスマップを作成し、QoSクラスマップコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

class-map class-map-name

例：
Device(config)# class-map match-any
MyClassMap

ステップ 5   

アイデンティティポリシーに適用するアクセスグルー

プを指定します。有効な値の範囲は 1～2799です。
match access-group access-list-index

例：
Device(config-cmap)# match access-group
140

ステップ 6   

QoSクラスマップコンフィギュレーションモードを
終了し、グローバルコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：
Device(config-cmap)# exit

ステップ 7   

サービスポリシーを指定し、QoSポリシーマップコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

policy-map policy-map-name

例：
Device(config)# policy-map Policy1

ステップ 8   

Qosポリシーマップクラスコンフィギュレーション
モードを開始します。

class class-map-name

例：
Device(config-pmap-)# class MyClassMap

ステップ 9   

指定されたレートでコントロールプレーン宛てのトラ

フィックをポリシングします。

police rate units pps

例：
Device(config-pmap-c)# police rate 10 pps

ステップ 10   

（任意）ポリシングレートリミットに適合するパケッ

トで実行するアクション指定し、ポリシーマップク

conform-action action

例：
Device(config-pmap-c-police)#
conform-action transmit

ステップ 11   

ラスポリシングコンフィギュレーションモードを開

始します。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップクラスポリシングコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit

例：
Device(config-pmap-c-police)# exit

ステップ 12   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

exit

例：
Device(config-pmap-)# exit

ステップ 13   

デバイスのコントロールプレーンに関連付けられた属

性（サービスポリシーなど）を関連付けるか変更し、

control plane [host | transit | cef-exception]

例：
Device(config)# control-plane

ステップ 14   

コントロールプレーンコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

ポリシーマップをコントロールプレーンに適用しま

す。

service-policy {input | output}
policy-map-name

例：
Device(config-cp)# service-policy input
Policy1

ステップ 15   

コントロールプレーンコンフィギュレーションモー

ドを終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：
Device(config-cp)# exit

ステップ 16   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：
Device(config)# exit

ステップ 17   

設定されたコントロールプレーン機能を表示します。show control-plane {aggregate | cef-exception
| counters | features | host | transit}

ステップ 18   

例：
Device# show control-plane features
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コントロールプレーンポリシングの設定例

例：入力 Telnet トラフィックに対するコントロールプレーンポリシ
ングの設定

次に、コントロールプレーン上で受信される Telnetトラフィックに集約コントロールプレーン
サービス用の QoSポリシーを適用する例を示します。送信元アドレスが 10.1.1.1および 10.1.1.2
の信頼できるホストは Telnetパケットを制約なしでコントロールプレーンに転送します。残りす
べての Telnetパケットは指定したレートでポリシングされます。

! Allow 10.1.1.1 trusted host traffic.
Device(config)# access-list 140 deny tcp host 10.1.1.1 any eq telnet

! Allow 10.1.1.2 trusted host traffic.
Device(config)# access-list 140 deny tcp host 10.1.1.2 any eq telnet

! Rate-limit all other Telnet traffic.
Device(config)# access-list 140 permit tcp any any eq telnet
! Define class-map "telnet-class."
Device(config)# class-map telnet-class

Device(config-cmap)# match access-group 140
Device(config-cmap)# exit
Device(config)# policy-map control-plane-in
Device(config-pmap)# class telnet-class
Device(config-pmap-c)# police 80000 conform transmit exceed drop
Device(config-pmap-c)# exit
Device(config-pmap)# exit
! Define aggregate control plane service for the active route processor.
Device(config)# control-plane
Device(config-cp)# service-policy input control-plane-in
Device(config-cp)# end

例：出力 ICMP トラフィックに対するコントロールプレーンポリシン
グの設定

次に、コントロールプレーンから送信される Telnetトラフィックに集約コントロールプレーン
サービス用の QoSポリシーを適用する例を示します。送信元アドレスが 10.0.0.0および 10.0.0.1
の信頼できるネットワークは Internet Control Management Protocol（ICMP）ポート到達不能応答を
制約なしで受信します。残りすべての ICMPポート到達不能応答は廃棄されます。

! Allow 10.0.0.0 trusted network traffic.
Device(config)# access-list 141 deny icmp 10.0.0.0 0.0.0.255 any port-unreachable

! Allow
10.0.0.1
trusted network traffic.
Device(config)# access-list 141 deny icmp 10.0.0.1 0.0.0.255 any port-unreachable

! Rate-limit all other ICMP traffic.
Device(config)# access-list 141 permit icmp any any port-unreachable
Device(config)# class-map icmp-class
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Device(config-cmap)# match access-group 141
Device(config-cmap)# exit
Device(config)# policy-map control-plane-out
! Drop all traffic that matches the class "icmp-class."
Device(config-pmap)# class icmp-class
Device(config-pmap-c)# drop
Device(config-pmap-c)# exit
Device(config-pmap)# exit
Device(config)# control-plane
! Define aggregate control plane service for the active route processor.
Device(config-cp)# service-policy output control-plane-out
Device(config-cp)# end

例：出力コントロールプレーンパケットのマーキング

次に、コントロールプレーンに QoSポリシーに適用して、IPv6 precedence 6を持つすべての出力
IPv6エコー要求パケットをマーキングする例を示します。

! Match all IPv6 Echo Requests
Device(config)# ipv6 access-list coppacl-ipv6-icmp-request
Device(config-ipv6-acl)# permit icmp any any echo-request
Device(config-ipv6-acl)# exit
Device(config)# class-map match-all coppclass-ipv6-icmp-request
Device(config-cmap)# match access-group name coppacl-ipv6-icmp-request
Device(config-cmap)# exit
! Set all egress IPv6 Echo Requests with precedence 6
Device(config)# policy-map copp-policy
Device(config-pmap)# class coppclass-ipv6-icmp-request
Device(config-pmap-c)# set precedence 6
Device(config-pmap-c)# exit
Device(config-pmap)# exit
! Define control plane service for the active route processor.
Device(config)# control-plane
Device(config-cp)# service-policy output copp-policy
Device(config-cp)# end

例：DoS 攻撃を軽減するためのコントロールプレーンの設定
次の例では、指定レートでRSVPパケットをポリシングするためにコントロールプレーンポリシ
ング（CoPP）を設定する方法を示し、設定された CoPP機能を表示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# access-list 140 permit 46 any any
Device(config)# access-list 141 permit adp any eq 1699 any eq 1698
Device(config)# class-map match-any MyClassMap
Device(config-cmap)# match access-group 140
Device(config-cmap)# match access-group 141
Device(config-cmap)# exit
Device(config)# policy-map Policy1
Device(config-pmap)# class MyClassMap
Device(config-pmap-c)# police rate 10 pps
Device(config-pmap-c-police)# conform-action transmit
Device(config-pmap-c-police)# exceed-action drop
Device(config-pmap-c-police)# exit
Device(config-pmap-c)# exit
Device(config-pmap)# exit
Device(config)# control-plane
Device(config-cp)# service-policy input Policy1
Device(config-cp)#
*Sep 14 08:07:39.898: %CP-5-FEATURE: Control-plane Policing feature enabled on Control plane
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aggregate path
Device(config-cp)#
Device(config-c p)# exit
Device(config)# exit
Device#
*Sep 14 08:09:04.154: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Device# show control-plane features
Total 1 features configured

Control plane aggregate path features :

--------------------------------------------------------
Control-plane Policing activated Sep 14 2012 08:0

--------------------------------------------------------

コントロールプレーンポリシングのその他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Quality of Serviceの概要」モジュールQoS機能の概要

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

MQC

「セキュリティの概要」モジュールセキュリティ機能の概要

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

コントロールプレーンポリシングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 17：コントロールプレーンポリシングの機能情報

機能情報リリース機能名

コントロールプレーンポリシ

ング機能により、ユーザは、コ

ントロールプレーンパケット

のトラフィックフローを管理

する Quality of Service（QoS）
フィルタを設定して、偵察行為

やサービス拒絶（DoS）攻撃か
ら Cisco IOSルータおよびス
イッチを保護できます。

Cisco IOS XE Release 2.1では、
この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに実装されてい

ます。

Cisco IOS XE Release 2.2では、
この機能は、パケットマーキ

ング、出力レート制限、および

追加一致基準のサポートが含ま

れるように変更されています。

この機能により、match
protocol pppoe、match protocol
pppoe-discoveryコマンドが導
入または変更されています。

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE Release 2.2
コントロールプレーンポリシ

ング
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第 14 章

クラスベースのポリシング

クラスベースポリシングでは、インターフェイスでのトラフィックの最大送受信レートを制御

できます。クラスベースポリシングは、多くの場合、ネットワークの端のインターフェイスで、

ネットワークを出入りするトラフィックを制限するように設定されます。

• 機能情報の確認, 179 ページ

• クラスベースポリシングの概要, 180 ページ

• クラスベースポリシングに関する制約事項, 181 ページ

• クラスベースポリシングの設定方法, 181 ページ

• クラスベースポリシングの設定例, 186 ページ

• その他の関連資料, 189 ページ

• クラスベースポリシングの機能情報, 191 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

179

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss
http://www.cisco.com/go/cfn


クラスベースポリシングの概要

クラスベースポリシング機能

クラスベースポリシングは、次のように機能します。

•ユーザ定義の基準に基づいて、トラフィックのクラスの入力または出力送信レートを制限し
ます。

• ATMセル損失率優先度（CLP）ビット、フレームリレー廃棄特性（DE）ビット、IPPrecedence
値、IPDiffservコードポイント（DSCP）値、MPLSEXP値、Quality of Service（QoS）グルー
プを設定することによりパケットにマーク付けします。

クラスベースポリシングでは、インターフェイスでのトラフィックの最大送受信レートを制御で

きます。クラスベースポリシング設定を含むトラフィックポリシーをインターフェイスに適用

すると、クラスベースポリシング機能が適用されます。

クラスベースポリシング機能は、トークンバケットメカニズムで動作します。現在、トークン

バケットアルゴリズムには、シングルトークンバケットアルゴリズムとツートークンバケット

アルゴリズムの 2種類があります。シングルトークンバケットシステムは、violate-actionオプ
ションが指定されていない場合に使用されます。ツートークンバケットシステムは、violate-action
オプションが指定されている場合に使用されます。

クラスベースポリシングの利点

レート制限による帯域幅管理

クラスベースポリシングでは、インターフェイスでのトラフィックの最大送受信レートを制御で

きます。クラスベースポリシングは、多くの場合、ネットワークの端のインターフェイスで、

ネットワークを出入りするトラフィックを制限するように設定されます。ほとんどのクラスベー

スポリシング設定では、レートパラメータ内に収まるトラフィックは送信されますが、パラメー

タを超えるトラフィックはドロップされるか、異なる優先度で送信されます。

パケットのマーキング

パケットのマーキングにより、ネットワークを複数のプライオリティレベルまたはクラスサービ

ス（CoS）に区切ることができます。パケットがマーキングされ、ダウンストリームデバイスの
トラフィックを識別および分類するためにこれらのマーキングが使用できます。

•クラスベースポリシングを使用して、ネットワークに入るパケットの IP precedenceまたは
DSCP値を設定します。その後、ネットワーク内のネットワーキングデバイスは、調整され
た IP precedence値を使用してトラフィックの処理方法を決定できます。

•クラスベースポリシングを使用して、パケットを QoSグループに割り当てます。ルータは
QoSグループを使用して、パケットに優先順位を付ける方法を決定します。
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トラフィックには、クラスベースポリシング機能を使用せずにマークを付けることができます。

クラスベースポリシングを使用せずにトラフィックにマークを付ける場合は、「ネットワークト

ラフィックのマーキング」モジュールを参照してください。

クラスベースポリシングに関する制約事項
クラスベースポリシングは、インターフェイスまたはサブインターフェイスで設定できますが、

EtherChannelインターフェイスまたはトンネルインターフェイスではサポートされません。

Cisco ASR 903ルータに関する制約事項

•サブインターフェイスでのクラスベースポリシングはサポートされません。

•ポリシングは、入力ポリシーマップでのみサポートされています。

•階層型ポリシング（親レベルと子レベルの両方でのポリシング）はサポートされません。

クラスベースポリシングの設定方法

トラフィックポリシングサービスポリシーの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. class-map [match-all |match-any] class-map-name
4. match ip precedence precedence-value
5. exit
6. policy-map policy-map-name
7. class {class-name | class-default}
8. police bps burst-normal burst-max conform-action action exceed-action action violate-action action
9. exit
10. exit
11. interface interface-type interface-number
12. service-policy {input | output} policy-map-name
13. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルをイネーブルにし
ます。

enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

作成するクラスマップの名前を指定し、QoSクラスマップ
コンフィギュレーションモードを開始します。

class-map [match-all |match-any]
class-map-name

例：

Router(config)# class-map match-any
MATCH_PREC

ステップ 3   

•クラスマップは、トラフィックを差別化するために使用
する条件を定義します。たとえば、クラスマップを使用

して、matchコマンドを使用して定義した一連の一致基
準に基づき、音声トラフィックをデータトラフィックか

ら差別化できます。

match-allまたは match-anyキーワードを指定しな
い場合、トラフィックがそのトラフィッククラスに

分類されるためには、すべての一致基準を満たさな

ければなりません。

（注）

ユーザが指定する IP precedence値に基づいて一致するパケッ
トをイネーブルにします。

match ip precedence precedence-value

例：

Router(config-cmap)# match ip
precedence 0

ステップ 4   

数字の省略形（0～ 7）または基準名（critical、flash
など）で、単一のmatch文で最大 4つの一致基準を
入力できます。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-cmap)# exit

ステップ 5   

サービスポリシーを指定するために 1つ以上のインターフェ
イスに対応付けることができるポリシーマップを作成または

policy-map policy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
POLICE-SETTING

ステップ 6   

修正し、QoSポリシーマップコンフィギュレーションモー
ドを開始します。
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目的コマンドまたはアクション

作成または変更するポリシーのクラス名を指定するか、ポリ

シーを指定する前にデフォルトクラス（一般に class-default
class {class-name | class-default}

例：

Router(config-pmap)# class
MATCH_PREC

ステップ 7   

クラスとして知られるクラス）を指定し、ポリシーマップコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

指定されたバーストサイズと任意選択アクションに基づいて

トラフィックポリシングを設定します。

police bps burst-normal burst-max
conform-action action exceed-action
action violate-action action

ステップ 8   

例：

Router(config-pmap-c)# police 8000
1000 1000 conform-action transmit
exceed-action set-qos-transmit 1
violate-action drop

（任意）ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 9   

（任意）QoSポリシーマップコンフィギュレーションモード
を終了します。

exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 10   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface interface-type
interface-number

例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 11   

•インターフェイスタイプとインターフェイス番号を入力
します。

ポリシーマップをインターフェイスに付加します。service-policy {input | output}
policy-map-name

ステップ 12   

• inputキーワードまたは outputキーワードとポリシー
マップ名を入力します。例：

Router(config-if)# service-policy
input POLICE-SETTING

（任意）インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 13   
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トラフィックポリシングのモニタリングと保守

はじめる前に

（注）

手順の概要

1. enable
2. show policy-map
3. show policy-map policy-map-name
4. show policy-map interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

設定されたすべてのポリシーマップを表示します。show policy-map

例：

Router# show policy-map

ステップ 2   

ユーザ指定ポリシーマップを表示します。show policy-map policy-map-name

例：

Router# show policy-map pmap

ステップ 3   

クラスベースポリシング機能がインターフェイスで設定

されていることを確認します。機能がインターフェイス

で設定されている場合

show policy-map interface

例：

Router# show policy-map interface

ステップ 4   

•コマンド出力はポリシング統計値を表示します。
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クラスベースのトラフィックポリシングの確認

クラスベースポリシング機能がインターフェイスで設定されていることを確認するには、show
policy-map interfaceコマンドを使用します。機能がインターフェイスで設定されている場合、
show policy-map interfaceコマンド出力はポリシング統計値を示します。

手順の概要

1. enable
2. show policy-map interface
3. show policy-map interface type interface
4. show policy-map interface type interface service instance service-instance number
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

クラスベースポリシング機能がインターフェイスで設

定されていることを確認します。機能がインターフェ

イスで設定されている場合

show policy-map interface

例：

Router# show policy-map interface

ステップ 2   

•コマンド出力はポリシング統計値を表示します。

特定のインターフェイスに適用されたポリシーの表示

トラフィック統計情報を表示します。

show policy-map interface type interface

例：

Router# show policy-map interface
GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 3   

ポートチャネル下の特定のサービスインスタンスに関

するポリシーマップ情報を表示します。

show policy-map interface type interface
service instance service-instance number

例：

Router# show policy-map interface

ステップ 4   

GigabitEthernet 0/0/1 service instance 1
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目的コマンドまたはアクション

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 5   

例：クラスベースのトラフィックポリシングの確認

Router# show policy-map interface
FastEthernet1/1/1
service-policy output: x
class-map: a (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps
match: ip precedence 0
police:
1000000 bps, 10000 limit, 10000 extended limit
conformed 0 packets, 0 bytes; action: transmit
exceeded 0 packets, 0 bytes; action: drop
conformed 0 bps, exceed 0 bps, violate 0 bps

トラブルシューティングのヒント

インターフェイスタイプをチェックします。クラスベースポリシングがインターフェイスでサ

ポートされていることを確認します。クラスベースポリシングに関する制約事項,（181ページ）
を参照してください。

クラスベースポリシングの設定例

トラフィックポリシングを含むサービスポリシーの設定例

次の例では、インターフェイスから離れるすべてのパケットについて、クラスベースポリシング

は 8,000ビット/秒の平均レート、通常バーストサイズは 1000バイト、超過バーストサイズは
1000バイトが設定されています。

class-map access-match
match access-group 1
exit
policy-map police-setting
class access-match
police 8000 1000 1000 conform-action transmit exceed-action set-qos-transmit 1

violate-action drop
exit
exit
service-policy output police-setting
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FastEthernetインターフェイス 1/1/1から離れる一連のパケットについての処理は、準拠および超
過トークンバケットで残っているパケットのサイズとバイト数によって異なります。一連のパ

ケットは、次のルールに基づいてポリシングされます。

•前のパケットが T1に到達し、現在のパケットが Tに到達した場合、バケットはトークン到
達レートに基づいて T - T1に相当するビット数で更新されます。リフィルトークンは、準
拠バケットに置かれます。トークンが準拠バケットでオーバーフローになると、超過バケッ

トにオーバーフロートークンが置かれます。トークンの到達レートは次のように計算され

ます。

（パケット間の時間（= T - T1）Xポリシングレート）/8バイト

•準拠バケットのバイト数がパケット（Bなど）の長さよりも大きい場合、パケットは準拠し
ており、バケットからBバイトを削除する必要があります。パケットが準拠している場合、
Bバイトが準拠バケットから削除され、準拠処理が実行されます。このシナリオでは、超過
バケットには影響ありません。

•準拠バケットのバイト数がパケット長よりも小さく、超過バケットのバイト数がパケット（B
など）の長さよりも大きい場合、パケットは超過しており、Bバイトがバケットから削除さ
れます。

•超過バケット Bのバイト数が 0未満の場合、パケットはレートに違反しているため、違反処
理が実行されます。パケットに対する処理が完了します。

この例では、初期トークンバケットはフルの 1000バイトで開始します。 450バイトのパケット
を受信すると、準拠トークンバケットに使用可能なバイトが十分あるため、パケットは準拠して

います。パケットにより準拠処理（送信）が実行され、450バイトが準拠トークンバケットから
削除されます（残り 550バイト）。

次のパケットが 0.25秒後に到着すると、250バイトが適合トークンバケットに追加され（（0.25
× 8000）/8）、適合トークンバケットには 800バイトが残ります。次のパケットが 900バイトの
場合、準拠トークンバケットでは 800バイトしか使用できないため、パケットは準拠していませ
ん。

フルの 1000バイトで始まる超過トークンバケット（超過バーストサイズで指定）に使用可能な
バイトがあるかどうかがチェックされます。超過トークンバケットには使用可能なバイトが十分

あるため、超過処理（QoS送信値を 1に設定）が実行され、超過バケットから 900バイトが取ら
れ、超過トークンバケットの残りは 100バイトになります。

次のパケットが 0.40秒後に到達し、トークンバケットに 400バイトが追加されます（(.40 X
8000)/8）。これにより、準拠トークンバケットは 1000バイト（準拠バケットで使用可能な最大
トークン数）となり、準拠トークンバケットを 200バイトオーバーフローします（準拠トークン
バケットを容量分まで満たすために必要なのがちょうど 200バイトであるためです）。これらの
オーバーフローバイトは、超過トークンバケットに置かれ、超過トークンバケットに 300バイ
ト与えられます。

着信パケットが 1000バイトの場合、準拠トークンバケットで使用可能なバイト数が十分あるた
め、パケットは準拠します。パケットにより準拠処理（送信）が実行され、1000バイトが準拠
トークンバケットから削除されます（残り 0バイト）。
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次のパケットが 0.20秒後に到達し、トークンバケットに 200バイトが追加されます（(.20 X
8000)/8）。これで、準拠バケットの中身は 200バイトになります。着信パケットが 400バイトの
場合、準拠トークンバケットでは 200バイトしか使用できないため、パケットは準拠していませ
ん。同様に、超過バケットで使用可能なバイト数は 300バイトだけなので、パケットは超過しま
せん。したがって、パケットは違反となり、違反処理（ドロップ）が実行されます。

クラスベースのトラフィックポリシングの確認

クラスベースポリシング機能がインターフェイスで設定されていることを確認するには、show
policy-map interfaceコマンドを使用します。機能がインターフェイスで設定されている場合、
show policy-map interfaceコマンド出力はポリシング統計値を示します。

Router# show policy-map interface
FastEthernet1/1/1
service-policy output: x
class-map: a (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps
match: ip precedence 0
police:
1000000 bps, 10000 limit, 10000 extended limit
conformed 0 packets, 0 bytes; action: transmit
exceeded 0 packets, 0 bytes; action: drop
conformed 0 bps, exceed 0 bps, violate 0 bps

特定のインターフェイスに適用されているポリシーのトラフィック統計情報を表示するには、show
policy-map interface type nummberコマンドを使用します。

Router# show policy-map interface gigabitethernet 0/0/1
GigabitEthernet0/0/1

Service-policy input: TUNNEL_MARKING

Class-map: MATCH_PREC (match-any)
72417 packets, 25418367 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 0
QoS Set
ip precedence tunnel 3
Marker statistics: Disabled

Class-map: MATCH_DSCP (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip dscp default (0)
QoS Set
ip dscp tunnel 3
Marker statistics: Disabled

Class-map: class-default (match-any)
346462 packets, 28014400 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

Service-policy output: POLICE-SETTING

Class-map: MATCH_PREC (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 0
police:

cir 8000 bps, bc 1000 bytes, be 1000 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
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transmit
exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
set-qos-transmit 1

violated 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

conformed 0000 bps, exceed 0000 bps, violate 0000 bps

Class-map: class-default (match-any)
31 packets, 2019 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

特定のインターフェイスに適用されているポリシーのトラフィック統計情報を表示するには、show
policy-map interface service instanceコマンドを使用します。
Router# show policy-map interface gigabitethernet 0/0/1 service instance 1
Service-policy input: p

Class-map: prec1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 1
police:

cir 10000000 bps, bc 312500 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit

exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

conformed 0000 bps, exceeded 0000 bps

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「ネットワークトラフィックのマーキング」モ

ジュール

トラフィックマーキング

「トラフィックポリシング」モジュールトラフィックポリシング

「ポリシングとシェーピングの概要」トラフィックポリシングとシェーピングの概念

と概要

「MQCを使用したQoS機能の適用」 モジュー
ル

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイ
ス（MQC）
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標準

タイトル標準

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

クラスベース Quality of Service MIB

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-CAPABILITY-MIB

RFC

タイトルRFC

『A Single Rate Three Color Marker』RFC 2697

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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クラスベースポリシングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 18：クラスベースポリシングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XE Release 3.5Sで
は、Cisco ASR 903ルータ用に
サポートが追加されました。

この機能により、policeコマン
ドが導入または変更されまし

た。

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE Release 3.5S
クラスベースのポリシング
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第 15 章

QoS パーセントベースポリシング

QoSパーセントベースポリシング機能を使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅の
パーセンテージに基づいて、トラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングを設定

できます。この機能を使用すると、認定バースト（bc）サイズおよび超過バースト（be）サイズ
（トラフィックポリシングの設定に使用）をミリ秒（ms）単位で指定することもできます。こ
の方法でトラフィックポリシングを設定すると、帯域幅の量の異なる複数のインターフェイス

に、同じポリシーマップを使用できます。

• 機能情報の確認, 193 ページ

• QoSパーセントベースポリシングの概要, 194 ページ

• QoSパーセントベースポリシングの設定方法, 196 ページ

• QoSパーセントベースポリシングの設定例, 200 ページ

• その他の関連資料, 203 ページ

• QoSパーセントベースポリシングの機能情報, 204 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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QoS パーセントベースポリシングの概要

QoS パーセントベースポリシングの利点
この機能を使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅のパーセンテージに基づいて、ト

ラフィックポリシングを設定し、バーストサイズをミリ秒単位で指定できます。この方法でト

ラフィックポリシングを設定すると、帯域幅の量の異なる複数のインターフェイスに、同じポリ

シーマップを使用できます。つまり、各インターフェイスの帯域幅を再計算したり、インター

フェイスのタイプごとに別のポリシーマップを設定したりする必要はありません。

QoS パーセントベースポリシング用のクラスおよびポリシーマップ
の設定

QoS：パーセントベースポリシング機能を設定するには、トラフィッククラスを定義し、ポリ
シーマップを設定してから、そのポリシーマップを適切なインターフェイスにアタッチする必要

があります。

MQCとは、コマンドラインインターフェイスで、トラフィッククラスの定義、トラフィックポ
リシーの作成および設定（ポリシーマップ）、およびトラフィックポリシーのインターフェイス

へのアタッチが行えます。

MQCでは、class-mapコマンドは、トラフィッククラスの定義に使用されます（トラフィックク
ラスは、その後、トラフィックポリシーに関連付けされます）。トラフィッククラスの目的は、

トラフィックを分類することです。

MQCは、次の 3つのプロセスで構成されます。

• class-mapコマンドを使用したトラフィッククラスの定義

•トラフィッククラスを 1つまたは複数の QoS機能と関連付けてトラフィックポリシーを作
成（policy-mapコマンドを使用）

• service-policyコマンドを使用した、トラフィックポリシーのインターフェイスへのアタッチ

トラフィッククラスには、3つの主な要素が含まれます。名前、一連の matchコマンド、そして
トラフィッククラスにmatchコマンドが複数存在する場合にこれらのmatchコマンド（match-all
または match-any）の評価の仕方についての指定です。トラフィッククラスの名前は、class-map
コマンドラインで付けます。たとえば、CLIでトラフィッククラスを設定するときに class-map
ciscoコマンドを入力すると、トラフィッククラスの名前は「cisco」になります。

matchコマンドは、パケット分類のためのさまざまな基準を指定するために使用します。パケッ
トは、matchコマンドで指定された基準に合っているかどうかを判断するために、チェックされ
ます。指定された基準に合っていれば、パケットはクラスのメンバーと見なされ、トラフィック

ポリシーで設定された QoS仕様に従って転送されます。一致基準を満たさないパケットは、デ
フォルトのトラフィッククラスのメンバーとして分類されます。
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トラフィック規制メカニズムと帯域幅のパーセンテージ

Quality of Service（QoS）では、トラフィックポリシングとトラフィックシェーピングという 2種
類のトラフィック規制メカニズムが提供されています。トラフィックポリサーは、通常、特定の

レートに違反するトラフィックをドロップします。トラフィックシェーパーは、通常、パケット

を保持するバッファを使用して過剰なトラフィックを遅延し、キューに対するデータレートが予

想より高い場合に、フローをシェーピングします。

トラフィックシェーピングとトラフィックポリシングは連携して機能し、クラスマップで設定

できます。クラスマップは、データパケットを特定のカテゴリ（「クラス」）に編成します。

ポリシーマップ（しばしば「サービスポリシー」とも呼ばれる）で使用すると、ユーザ定義の

QoS処理を受信できます。

この機能が導入されるまでは、トラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングはイン

ターフェイスで使用可能な帯域幅のユーザ指定の量に基づいて設定されています。ポリシーマッ

プは、その後で特定の量の帯域幅に基づいて設定されていました。このため、各インターフェイ

スに別々のポリシーマップが必要とされていました。

この機能を使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅のパーセンテージに基づいて、ト

ラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングを設定できます。この方法でトラフィッ

クポリシングおよびトラフィックシェーピングを設定すると、顧客は帯域幅の量の異なる複数の

インターフェイスに、同じポリシーマップを使用できます。

帯域幅のパーセンテージに基づいたトラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングの

設定は、police (percent)コマンドおよび shape (percent)コマンドを使用して実行されます。

ミリ秒オプションのバーストサイズ

バーストパラメータ（bcおよび be）の目的は、パケットを徐々にドロップして、テールドロッ
プを防ぐことです。十分に高いバースト値を設定すると、適切なスループットを確実に実現でき

ます。

この機能を使用すると、トラフィックポリシングを設定する際、認定バースト（bc）サイズおよ
び超過バースト（be）サイズをクラス帯域幅のミリ秒（ms）単位で指定することができます。ミ
リ秒の値は、QoS：パーセントベースポリシング機能が使用するバイト数を計算するために使用
されます。

ミリ秒単位でこれらのバーストサイズを指定する場合、police (percent)コマンドと shape (percent)
コマンドの bcキーワードと beキーワード（および関連付けられている引数）を使用して実行し
ます。
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QoS パーセントベースポリシングの設定方法

パーセントベースポリシング用のクラスおよびポリシーマップの設

定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-name
4. class {class-name class-default}
5. police cir percent percentage [burst-in-ms] [bc conform-burst-in-msecms] [be peak-burst-in-msec

ms] [ pir percent percent]
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

作成するポリシーマップの名前を指定します。ポリシー

マップコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-map policy-name

例：

Router(config)# policy-map

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。

policy1

ポリシーを設定または変更できるようにクラスを指定しま

す。ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

class {class-name class-default}

例：

Router(config-pmap)# class class1

ステップ 4   

•クラス名を入力するか、デフォルトクラス
（class-default）を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

指定された帯域幅のパーセンテージとオプションのバース

トサイズに基づいて、トラフィックポリシングを設定しま

police cir percent percentage
[burst-in-ms] [bc conform-burst-in-msecms]
[be peak-burst-in-msecms] [ pir percent
percent]

ステップ 5   

す。ポリシーマップクラスポリスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

例：

Router(config-pmap-c)# police cir

•帯域幅のパーセンテージとオプションのバーストサイ
ズを入力します。

percent 20 bc 300 ms be 400 ms pir
percent 40

ポリシーマップクラスポリシングコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config-pmap-c-police)# exit

ステップ 6   

パーセントベースポリシング用のインターフェイスへのポリシーマッ

プのアタッチ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. pvc [name] vpi / vci [ilmi | qsaal | smds]
5. service-policy {input| output} policy-map-name
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイス（サブインターフェイス）タイプを設定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Router(config)#

ステップ 3   

•インターフェイスのタイプ番号を入力します。

interface serial4/0/0 ネットワークのニーズにより、ポリシーマップをサブイン

ターフェイス、ATM PVC、フレームリレー DLCI、または他
のタイプのインターフェイスにアタッチする必要がある場合

もあります。

（注）

（任意）ATM PVCに名前を作成するか割り当て、ATM PVCでカプセ
ル化タイプを指定します。ATMVCコンフィギュレーションモードを
開始します。

pvc [name] vpi / vci [ilmi | qsaal
| smds]

例：

Router(config-if)# pvc cisco
0/16 ilmi

ステップ 4   

この手順は、ポリシーマップをATMPVCに適用する場合に
のみ必要です。ATMPVCにポリシーマップをアタッチしな
い場合は、この手順をスキップして、パーセントベースポリ

シング用のインターフェイスへのポリシーマップのアタッチ

に進みます。

（注）

インターフェイスの入力または出力方向にアタッチするポリシーマッ

プの名前を指定します。

service-policy {input| output}
policy-map-name

例：

Router(config-if)#

ステップ 5   

ポリシーマップは、入力または出力ルータで設定できます。

また、入力方向または出力方向のインターフェイスにも適用

できます。ポリシーマップを適用する方向（入力または出

力）とルータ（入力または出力）は、ネットワーク構成に

従って変わります。 service-policyコマンドを使用してポリ
シーマップをインターフェイスに適用する場合、ネットワー

ク構成に適したルータおよびインターフェイスの方向を選択

してください。

（注）

service-policy input policy1

例：

•ポリシーマップ名を入力します。

（任意）インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 6   
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パーセントベースポリシングの設定確認

手順の概要

1. enable
2. show class-map [class-map-name]
3.
4. show policy-map interface interface-name
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

一致基準を含めて、クラスマップに関するすべての情報が

表示されます。

show class-map [class-map-name]

例：

Router# show class-map class1

ステップ 2   

•クラスマップ名を入力します。

ステップ 3   

指定したインターフェイスまたはサブインターフェイス上

か、インターフェイス上の特定の PVCに対し、すべての
show policy-map interface
interface-name

例：

Router#

ステップ 4   

サービスポリシーに対して設定されているすべてのクラス

のパケット統計情報を表示します。

•インターフェイス名を入力します。show policy-map interface
serial4/0/0

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 5   
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パーセントベースポリシングのトラブルシューティングのヒント

パーセントベースポリシングの設定確認,（199ページ）に示すコマンドを使用すると、意図した
設定を実現し、機能が正しく働いていることを確認できます。上記の showコマンドの使用後に、
設定が正しくない、または機能が予想どおりに働いていないと判明した場合は、次の操作を実行

します。

意図したとおりに設定が行われていない場合は、次の手順を完了します。

1 show running-configコマンドを使用して、コマンドの出力を分析します。

2 ポリシーマップが show running-configコマンドの出力に表示されない場合は、logging console
コマンドをイネーブルにします。

3 ポリシーマップをインターフェイスに再度アタッチします。

パケットが正確に一致していない場合は（たとえば、パケットカウンタが正しく増加していない

など）、次の手順を完了します。

1 show policy-mapコマンドを実行して、コマンドの出力を分析します。

2 show running-configコマンドを実行して、コマンドの出力を分析します。

3 ポリシーマップがインターフェイスに接続され、認定情報速度（CIR）をインターフェイス帯
域幅の割合に基づいて計算されたことを確認するには、show policy-map interfaceコマンドを
使用します。

QoS パーセントベースポリシングの設定例

帯域幅のパーセンテージに基づいたトラフィックポリシングを指定す

る例

次に、CIRおよび最大情報レート（PIR）を使用して、帯域幅のパーセンテージに基づいてトラ
フィックポリシングを設定する例を示します。この例では、CIRに 20 %、PIRに 40 %が指定さ
れています。オプションの bc値と be値（それぞれ、300 ms、400 ms）も指定されています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# police cir percent 20 bc 300 ms be 400 ms pir percent 40

Router(config-pmap-c-police)# end

ポリシーマップとクラスマップの設定後、ポリシーマップは次の例に示すように、インターフェ

イスにアタッチされます。

Router> enable
Router# configure terminal
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Router(config-if)#

interface serial4/0/0
Router(config-if)#

service-policy input policy1
Router(config-if)# end

パーセントベースポリシングを確認する例

ここでは、show policy-map interfaceコマンドおよび show policy-mapコマンドの出力例を示しま
す。これらのコマンドの出力は、ネットワーク上の機能設定の確認およびモニタに使用できま

す。

次は、show policy-mapコマンドの出力例です。このサンプル出力には、「policy1」というポリ
シーマップの内容が表示されています。policy 1では、20 %の CIRに基づくトラフィックポリシ
ングが設定され、bcおよび beはミリ秒単位で指定されています。トラフィックポリシング設定
の一部として、オプションの一致（conform）、超過（exceed）、および違反（violate）アクショ
ンが指定されています。

Router# show policy-map policy1
Policy Map policy1
Class class1
police cir percent 20 bc 300 ms pir percent 40 be 400 ms
conform-action transmit
exceed-action drop
violate-action drop

次は、show policy-map interfaceコマンドのサンプル出力です。このサンプルには、トラフィッ
クポリシングがイネーブルにされている、シリアル 2/0インターフェイスの統計情報が表示され
ています。認定バースト（bc）、および超過バースト（be）がミリ秒（ms）で指定されます。

Router# show policy-map interface serial2/0
Serial2/0/0
Service-policy output: policy1 (1050)
Class-map: class1 (match-all) (1051/1)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0 (1052)
police:

cir 20 % bc 300 ms
cir 409500 bps, bc 15360 bytes
pir 40 % be 400 ms
pir 819000 bps, be 40960 bytes

conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit

exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

violated 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

conformed 0 bps, exceed 0 bps, violate 0 bps
Class-map: class-default (match-any) (1054/0)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any (1055)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps

この例では、CIRおよびPIRは、bpsで表示され、認定バースト（bc）、および超過バースト（be）
の両方が、バイトで表示されます。

CIR、PIR、bc、および beは、以下に説明する式に基づいて計算されます。
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CIR 計算用の式

CIRを計算する場合は、次の式を使用します。

指定されたCIRパーセンテージ（showpolicy-mapコマンドの出力に示すとおり）Xインターフェ
イスの帯域幅（BW）（ show interfacesコマンドの出力に示すとおり）=合計ビット/秒単位

シリアルインターフェイス 2/0上で、帯域幅（BW）は 2048 kbpsになります。インターフェイス
の帯域幅を確認するには、show interfacesコマンドを使用します。次に例を示します。

Router# show interfaces serial2/0/0
Serial2/0/0 is administratively down, line protocol is down
Hardware is M4T
MTU 1500 bytes, BW 2048 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

次の値が CIの計算に使用されます。

20 % X 2048 kbps = 409600 bps

PIR 計算用の式

PIRを計算する場合は、次の式を使用します。

指定された PIRパーセンテージ（show policy-mapコマンドの出力に示すとおり）Xインターフェ
イスの帯域幅（BW）（ show interfacesコマンドの出力に示すとおり）=合計ビット/秒単位

シリアルインターフェイス 2/0/0上で、帯域幅（BW）は 2048 kbpsになります。インターフェイ
スの帯域幅を確認するには、show interfacesコマンドを使用します。次に例を示します。

Router# show interfaces serial2/0
Serial2/0/0 is administratively down, line protocol is down
Hardware is M4T
MTU 1500 bytes, BW 2048 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

次の値が PIRの計算に使用されます。

40 % X 2048 kbps = 819200 bps

この合計と show policy-map interfaceコマンドの出力に示される合計との不一致の原因は、丸
め計算、または特定のインターフェイス設定に関連する相違である可能性があります。

（注）

認定バースト（bc）計算用の式

bcを計算する場合は、次の式を使用します。

ミリ秒単位の bc（show policy-mapコマンドに示すとおり）Xビット/秒単位の CIR =合計バイト
数

次の値が bcの計算に使用されます。

(300 ms X 409600 bps) / 8 = 15360バイト

超過バースト（be）計算用の式

bcおよび beを計算する場合は、次の式を使用します。
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ミリ秒単位の be（show policy-mapコマンドに示すとおり）Xビット/秒単位の PIR =合計バイト
数

次の値が beの計算に使用されます。

400 ms X 819200 bps = 40960バイト
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モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイ
ス（CLI）（MQC）。ポリシーマップのアタッ
チに関する情報を含む

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

トラフィックシェーピングおよびトラフィック

ポリシング

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリ

リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードする場合は、次の URLに
ある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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RFC

タイトルRFC

『A Single Rate Three Color Marker』RFC 2697

『A Two Rate Three Color Marker』RFC 2698

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

QoS パーセントベースポリシングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 19：QoS：パーセントベースポリシングの機能情報

機能情報リリース機能名

QoS：パーセントベースポリシ
ング機能を使用すると、イン

ターフェイスで使用可能な帯域

幅のパーセンテージに基づい

て、トラフィックポリシング

およびトラフィックシェーピ

ングを設定できます。この機

能を使用すると、認定バースト

（bc）サイズおよび超過バース
ト（be）サイズ（トラフィック
ポリシングの設定に使用）をミ

リ秒（ms）単位で指定すること
もできます。この方法でトラ

フィックポリシングを設定す

ると、帯域幅の量の異なる複数

のインターフェイスに、同じポ

リシーマップを使用できます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

この機能により、police
(percent)、shape (percent)、
show policy-map、show
policy-map interfaceコマンドが
導入または変更されました。

Cisco IOS XE Release 2.1QoS：パーセントベースポリシ
ング
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第 16 章

2 つのレートを使用したポリシング機能

このモジュールでは、2つのレートを使用したポリシング機能と、この機能の設定方法について
説明します。

2 つのレートを使用したポリシング機能の履歴

変更内容リリース

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルータ
で実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE ソフトウェアイメージのサポート情報の検索

プラットフォームのサポートおよび Cisco IOS XEソフトウェアイメージのサポートに関する情
報を検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorには、http://
www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

• 機能情報の確認, 208 ページ

• 機能の概要, 208 ページ

• 2つのレートを使用したトラフィックポリシング機能に関する制約事項, 210 ページ

• 設定作業, 210 ページ

• 2つのレートを使用したポリシング機能のモニタリングおよびメンテナンス, 212 ページ

• 設定例, 212 ページ

• その他の関連資料, 213 ページ

• 2つのレートを使用したポリシング機能の機能情報, 215 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

機能の概要
ATMスイッチがユーザネットワーク（UNI）インターフェイスのネットワーク側に設定されてい
る場合、仮想接続の（ネットワーク内への）転送方向でセルフローをポリシングします。これら

のトラフィックポリシングメカニズムは、使用パラメータ制御（UPC）として知られています。
スイッチは、受信したセルがネゴシエートされたトラフィック管理値に準拠しているかどうかを

UPCによって判別し、違反セルについて次のアクションのいずれか 1つを実行します。

•セルヘッダー内のセル損失率優先度（CLP）ビットを変更せずにセルを渡します。

• CLPビット値 1でセルにタグ付けします。

•セルをドロップ（破棄）します。

SVC/SoftPVC機能を使用すると、サービスカテゴリ、ソフト VCの宛先の終端での相手先選択接
続（SVC）または終端VCに基づいて、ポリシングするトラフィックを指定することができます。

利点

レート制限による帯域幅管理

トラフィックポリシングでは、インターフェイス上で送受信されるトラフィックの最大レートを

制御できます。トラフィックポリシングは、多くの場合、ネットワークの端のインターフェイス

で、ネットワークを出入りするトラフィックを制限するように設定されます。ほとんどのトラ

フィックポリシング設定では、レートパラメータ内に収まるトラフィックは送信されますが、パ

ラメータを超えるトラフィックはドロップされるか、異なる優先度で送信されます。

パケットのマーキング

パケットのマーキングにより、ネットワークを複数のプライオリティレベルまたはクラスサービ

ス（CoS）に区切ることができます。パケットがマーキングされ、ダウンストリームデバイスの
トラフィックを識別および分類するためにこれらのマーキングが使用できます。 ATMセル損失
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率優先度（CLP）マーキングやフレームリレー廃棄特性（DE）マーキングなどでは、マーキング
がトラフィックの分類に使用されます。

•トラフィックポリシングを使用して、ネットワークに入るパケットの IP precedenceまたは
DSCP値を設定します。その後、ネットワーク内のネットワーキングデバイスは、調整され
た IP precedence値を使用してトラフィックの処理方法を決定できます。たとえば、重み付け
ランダム早期検出（WRE）機能では、IP precedence値を使用して、パケットがドロップされ
る確率を決定します。

•トラフィックポリシングを使用して、パケットを QoSグループに割り当てます。ルータは
QoSグループを使用して、ルータ内のパケットに優先順位を付ける方法を決定します。

トラフィックには、トラフィックポリシング機能を使用せずにマークを付けることができます。

トラフィックポリシングを使用せずにトラフィックにマークを付ける場合は、「ネットワークト

ラフィックのマーキング」モジュールを参照してください。

フレームリレーフレームのパケットの優先順位付け

トラフィックポリシング機能では、フレームリレーフレームのフレームリレー DEビットにマー
ク付けできます。フレームリレー DEビットは 1ビットで、0または 1に設定できます。輻輳環
境では、DEビットが 1に設定されたフレームは、DEビットが 0に設定されたフレームの前に破
棄されます。

ATM セルのパケットの優先順位付け

トラフィックポリシング機能では、ATMセルの ATM CLPにマーク付けできます。 ATM CLP
ビットは、ATMネットワークのパケットに優先順位を付けるために使用されます。これにより
ATM CLPビットは 1ビットで、0または 1に設定できます。輻輳環境では、ATM CLPビットが
1に設定されたセルは、ATM CLPビットが 0に設定されたセルの前に破棄されます。

2 つのレートを使用したポリシング機能に関する制約事項
2つのレートを使用したポリシング機能には、次のような制約事項が適用されます。

• 2つのレートを使用したポリシング機能アクションを設定できるのは、インターフェイス、
サブインターフェイス、フレームリレーデータリンク接続識別子（DLCI）、ATM相手先固
定接続（PVC）だけです。

• 2つのレートを使用したポリシング機能は EtherChannelインターフェイスまたはトンネルイ
ンターフェイスではサポートされません。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

209

2 つのレートを使用したポリシング機能
2 つのレートを使用したポリシング機能に関する制約事項



2 つのレートを使用したトラフィックポリシング機能に
関する制約事項

2つのレートを使用したトラフィックポリシング機能を設定するには、トラフィッククラスと
サービスポリシーを 1つずつ作成し、作成したサービスポリシーを指定のインターフェイスにア
タッチする必要があります。

設定作業
2つのレートを使用したポリシング機能の設定作業については、次の項を参照してください。

2 つのレートを使用したポリシング機能の設定

目的コマンド

2つのレートを使用したトラフィックポリシン
グ機能にCIRとPIRの両方が使用されるように
指定し、特定のレートに対して準拠、超過、違

反のいずれかとしてマーキングされたパケット

に適用される複数のアクションを指定します。

1つのアクションにつき 1行を使用して、アク
ションを指定します。ポリシーマップクラス

ポリスコンフィギュレーションモードを開始

します。

bcキーワードと beキーワード、およびその関
連する引数（それぞれ、conform-burstと
peak-burst）の指定は任意です。

Router(config-pmap-c)#
police cir
cir [bcconform-burst
] pir pir

[bepeak-burst
]
[conform-action action
[exceed-action action
[violate-action action]]]

2つのレートを使用したポリシング機能の設定は必須ではありませんが、policeコマンドの構文を
使用して、action引数をイネーブルにしたときにパケットに対して実行するアクションを指定で
きます。キーワードの選択に対応する結果アクションは表 1に示されます。

表 20：police コマンドアクションキーワード

結果のアクションキーワード

パケットをドロップします。drop
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結果のアクションキーワード

ATMセルに ATMセル損失率優先度（CLP）
ビットとして 0～ 1の値を設定し、ATM CLP
ビットを 1に設定してパケットを送信します。

set-clp-transmit

IP DSCP値を設定して、その新しい IP DSCP値
でパケットを送信します。

set-dscp-transmit new-dscp

フレームリレーフレームにフレームリレー廃棄

特性（DE）ビットとして0～1の値を設定し、
DEビットを 1に設定してパケットを送信しま
す。

set-frde-transmit

0～7のMPLS EXPビットを設定し、新しい
MPLS EXPビット値設定を持つパケットを送信
します。

set-mpls-exp-transmit

IP precedenceを設定して、新しい IP precedence
値設定を持つパケットを送信します。

set-prec-transmit new-prec

QoSグループ値を設定し、新しいQoSグループ
値設定を持つパケットを送信します。

set-qos-transmit new-qos

パケットをそのまま送信します。transmit

2 つのレートを使用したポリシング機能の設定の確認

目的コマンド

インターフェイスに適用されているすべての入

力および出力ポリシーの統計情報と設定を表示

します。

Router#

show policy-map interface
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トラブルシューティングのヒント

2 つのレートを使用したポリシング機能のモニタリング
およびメンテナンス

目的コマンド

設定されたすべてのポリシーマップを表示しま

す。
Router#
show policy-map

ユーザ指定ポリシーマップを表示します。
Router# show policy-map policy-map-name

インターフェイスに適用されたすべての入力お

よび出力ポリシーの統計情報および設定を表示

します。

Router#
show policy-map interface

設定例

ポリサークラスを使用してトラフィックを制限する例

この例では、500 kbpsの平均認定レートと 1Mbpsのピークレートにトラフィックを限定するため
に、2つのレートを使用したポリシング機能がクラスに設定されます。

Router(config)# class-map police
Router(config-cmap)# match access-group 101
Router(config-cmap)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class police
Router(config-pmap-c)# police cir 500000 bc 10000 pir 1000000 be 10000 conform-action
transmit exceed-action set-prec-transmit 2 violate-action drop
Router(config)# interface serial3/0/0
Router(config-if)# service-policy output policy1
Router(config-if)# end
Router# show policy-map policy1
Policy Map policy1
Class police
police cir 500000 conform-burst 10000 pir 1000000 peak-burst 10000 conform-action transmit

exceed-action set-prec-transmit 2 violate-action drop

平均認定レート（500kbps）に準拠するとしてマークされたトラフィックは、そのまま送信されま
す。 500 kbpsを超過しているものの 1Mbpsは超過していないとマークされたトラフィックは、IP
precedence 2でマークされてから送信されます。 1 Mbpsを超過するすべてのトラフィックは、ド
ロップされます。バーストパラメータは 10,000バイトに設定されています。
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次に、1.25 Mbpsのトラフィックが policerクラスに送信（「提供」）される例を示します。

Router# show policy-map interface serial3/0/0
Serial3/0/0
Service-policy output: policy1
Class-map: police (match all)
148803 packets, 36605538 bytes
30 second offered rate 1249000 bps, drop rate 249000 bps
Match: access-group 101
police:
cir 500000 bps, conform-burst 10000, pir 1000000, peak-burst 100000
conformed 59538 packets, 14646348 bytes; action: transmit
exceeded 59538 packets, 14646348 bytes; action: set-prec-transmit 2
violated 29731 packets, 7313826 bytes; action: drop
conformed 499000 bps, exceed 500000 bps violate 249000 bps

Class-map: class-default (match-any)
19 packets, 1990 bytes
30 seconds offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

2つのレートを使用したポリシング機能により、500 kbpsのトラフィックが指定レートに適合と
マークされ、500 kbpsのトラフィックが指定レートを超過とマークされ、250 kbpsのトラフィッ
クが指定レートに違反とマークされます。適合とマーク付けされているパケットはそのまま送信

され、超過とマーク付けされているパケットは、IP precedence 2とマーク付けされて送信されま
す。指定されたレートに違反するとマーク付けされているパケットはドロップされます。

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

トークンバケットメカニズム

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

MQC

•「ネットワークトラフィックのマーキン
グ」モジュール

•「トラフィックポリシング」モジュール

トラフィックマーキングやトラフィックポリ

シングなどの QoS機能
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標準

タイトル標準

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-CAPABILITY-MIB

RFC

タイトルRFC

『A Two Rate Three Color Marker』RFC 2698

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

Cisco and the Cisco Logo are trademarks of Cisco Systems, Inc. and/or its affiliates in the U.S. and other
countries. A listing of Cisco's trademarks can be found at www.cisco.com/go/trademarks . Third party
trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply
a partnership relationship between Cisco and any other company. (1005R)
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2 つのレートを使用したポリシング機能の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 21：2 つのレートを使用したポリシング機能の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。

Cisco 7500シリーズルータのサ
ポートが追加されました。

この機能は、Cisco 7200および
7500シリーズルータの Cisco
IOS Release 12.0(26)Sに搭載さ
れました。

この機能は、Cisco IOS Release
12.2(28)SBに統合されました。

この機能は、Cisco IOS Release
12.2(33)SRAに統合されまし
た。

この機能は、Cisco IOS Release
12.2(33)SXHに統合されまし
た。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータで実装されまし

た。

この機能は、Cisco IOSXE3.1.0
SGに統合されました。

12.2(4)T

12.2(4)T3

12.0(26)S

12.2(28)SB

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE 3.1.0 SG

2つのレートを使用したポリシ
ング機能
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